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序

黒田長政の築城になる福岡城跡は、昭和32年の史跡指定後、史跡また
・

公園としての環境整備が進められ、現在では市街地中心部に数少ない緑

を提供する場として市民に親しまれております。いま舞鶴公園と呼ばれ

ている範囲は、旧福岡城跡のうち本丸、二の丸、三の丸および城北内堀

（1～5号堀）、城南西内堀（6号堀）で、この西側に接して県営公園

である大濠公園が位置しております。

福岡市では市政百周年記念事業の一貫として、昭和63年にこの1－6
／

号堀の水質浄化を目的とした工事を城外周に施す計画をたてましたが、

工事区城が史跡指定範囲内にあたるため、福岡城に関連する石垣や土塁

を破壊しないよう事前に文化財の調査を行いました。本書はその調査成

果について報告するものです。

調査によって今まで古絵図でしか窺い知れなかった福岡城の西側と南

側の内堀内壁の状態が確認されるとともに、現在調査中の鴻臚館跡に関

わる知見をも得ることができました。

本書が市民をはじめ多くの方々に幅広く活用され、文化財保護のご理

解を深める一助とならんことを願うとともに発掘調査・資料整理に関係

された皆様のご協力とご理解に対し深く感謝の意を表します。

平成3年3月

福岡市教育委員会

教育長　井口雄哉



例

1・本書は昭和63年7月27日～12月10日にかけて福岡市教育委員会が行った中央区所在　史跡

福岡城跡の第11次調査報告書である。

2．発掘調査は、福岡市都市整備局公園緑地部公園建設課が計画した舞鶴公園城濠水浄化工事

に先立ち、福岡城内堀内壁の範囲確認を目的として実施した。

3・福岡城に関する報告書のうち、福岡市埋蔵文化財調査報告書として刊行されているものは

第59集、101集、131集であるため、本報告書を「福岡城跡・Ⅳ」とする。

4．本書に使用した図の作成・製図は山崎純男、吉武学（福岡市教育委員会）、高田一弘、田中克

子（調査．整理補助員）松田　訓（愛知県教育委員会）が行った°

5．本書に使用した写真は遺構を吉武が、福岡城古絵図関係を三木隆行（福岡市教育委員会文

化部文化課文化財管理係）が撮影した。

6．本書で使用する方位は全て磁北である。

7・本書の執筆は1－Ⅳ章を吉武が、Ⅴ章を三木が行った。

8．本書の編集は山崎と協議の上、吉武が行った°

9．本報告書に関する記録．遺物類は整理後福岡市埋蔵文化財センターで収蔵・管理される。

本文　目　次

I・はじめに

1・調査に至る経過

2・調査の組織

II・遺跡の位置と環境

III．調査の記録

1・調査の概要

2．遺構

3・遺物

Ⅳ・小結

Ⅴ．福岡城関係資料年表稿

1

1

1

3

5

5

6

20

20

48



挿　図　目　次

Fig．1　福岡城跡周辺地形図

Fig．2　調査区位置図

Fig．3　第1－3トレンチ実測図

Fig・4　第4－7トレンチ実測図

Fig．5　第8－12トレンチ実測図

Fig・6　第13－16トレンチ実測図

Fig・7　第17－20トレンチ実測図

Fig．8　第21トレンチ実測図・I

Fig．9　第21トレンチ実測図．II

Fig．10　第21トレンチ実測図・IIL

Fig．11第23トレンチ実測図

Fig・12　出土遺物実測図

Fig．13　福岡城内堀内壁復元図

Tab．1　福岡城跡調査一覧

表　目　次

3



図　版　目　次

PL．11・第1トレンチ（北から）　　　　　　2・第2トレンチ（南から）

3・第3トレンチ（北西から）　　　　　4・第4トレンチ（南から）

5・第5トレンチ（北から）　　　　　　6．第6トレンチ（南から）

PL．2　1．第6トレンチ石垣裏込石検出状況（南上方から）

2．第7トレンチ（南から）　　　　　　3．第8トレンチ（北から）

4．第9トレンチ（北から）

5・第9トレンチ石垣裏込石検出状況（東から）

6．第10トレンチ

PL．2　1．第11トレンチ

3．第13トレンチ

5・第15トレンチ

PL・4　1・第17トレンチ

3．第19トレンチ

（南から）

（東から）

（南西から）

（北東から）

（南東から）

（南西から）

5．第21トレンチ石積検出状況（東から）

6．第22トレンチ

PL．5　御城姐御普請御何絵図（福岡市美術館）

PL．6　御城内絵図（福岡市美術館）

PL．7　1．福岡麒療旧福岡城郭園面

PL．8　福岡第二十四聯隊鎮魂紀念察之囲

2・第12トレンチ（南東から）

4．第14トレンチ（南東から）

6・第16トレンチ（南東から）

2・第18トレンチ（南西から）

4．第20トレンチ（南西から）

2・歩兵第百八十七聯隊駐屯図



Ⅰ・はじめに

1・調査に至る経過
福岡城は関が原役の恩賞として筑前国を受けた黒田長政が慶長6年から築いた平山城である。明

治以降は城内の大部分が陸軍歩兵連隊の兵営として利用され、昭和20年の終戦とともに大蔵省

の所管となり、昭和32年国指定史跡となった。現在城南側及び東側の内堀は埋め立てられ市街

化しており、内堀は西側の大堀（現大濠公園）と北側（1－5号堀）及び南西側（6号堀）が

旧状をやや変じながらも遺存している。だが周辺が市街化しているため降雨時の汚水等が絶え

ず流入しており堀水の水質悪化が著しく、ために昭和63年これの浄化を目的とした工事が福岡

市都市整備局によって計画された。工事内容は堀水を城外周に沿って循環させながら濾過する

ためのポンプ・送水管・水路の設置であるが、工事予定地が史跡の範囲内にあたるため事前の

調査を行い、福岡城土塁．石垣を破壊しか－よう設計を変更した。

工事に伴う史跡現状変更許可申請は昭和63年5月6目付でなされ、6月28目付で許可がおり

た。調査は昭和63年7月27日～12月10日に実施した。また、調査対象地が史跡範囲内である点、

樹木が繁茂している点を考慮し、掘削と埋戻しは全て人力で行った。

2．調査の組織
調査委託　福岡市都市整備局公園緑地部公園建設課

調査主体　福岡市教育委員会

調査総括　埋蔵文化財課長

埋蔵文化財第一係長

調査庶務　埋蔵文化財第一係

調査捜当　鴻臚館跡調査担当主査

鴻臚館跡調査担当

調査・整理補助　高田一弘

教育長　佐藤善郎（前）　井口雄哉（現）

柳田純孝

折尾　撃（前）　飛高憲雄（現）

松延好文

山崎純男

吉武　学

調査協力　松田　訓（愛知県教育委員会）

調査作業　井手謙一、岩橋　真、内海武則、大島賢司、大津圭祐、黒田幸広、千鳥健泊、

萩尾行雄、藤田圭三、桧原高博、森贅雄一郎、鶴田慶子、山下智子

整理作業　藤アイ子、池村留美
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Fig．1　福岡城跡周辺地形図　①福岡城跡（史跡指定範囲）　②博多遺跡群
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II．遺跡の位置と環境

福岡城は福岡市中央区に位置し、博多湾をめぐる海岸線のほぼ中央部に向かって北に伸びる

独立丘陵の先端部に位置している。福岡城一帯の小丘陵を形成する基盤地質は新生代古第三紀

の早良層群浦谷層に対比されており、一般に南北から北北西～南南東（本丸天守台～御鷹屋

敷）の走向をとり、西に傾斜すると言われている。つ甫谷層は主として頁岩がちの砂岩．頁岩の

互層より成り、この上に不整合に薄い沖積層（中洲層）が、また層厚にバラツキのある盛土（鴻

臚館、福岡城築造時のもの）が載っているという状態である。

当該地は古く筑紫館・鴻臚館が置かれた古代、城郭が形成された近世、そして現代の開発行

為等によって、地形が旧状を留めていない。が、福岡城の立地と築城前後の地形については、貝

原益軒の「筑前国続風土記」等の文献資料やポーリング調査、発掘調査に基づくある程度の復

元がなされている。それらを総合すると、福岡城築城前は西側（現大濠公園）は入り江、北側

の内堀あたりが海岸線、東側は那珂川の沖積作用によって陸地化しており、南側は赤坂山から

本丸まで丘陵が続いていた状況を想定しうる。また、近年の鴻臚館跡の調査によって、現在平

和台野球場等の運動施設がある福岡城東側三の丸周辺部では、古代に大規模な整地がなされ、

築城時にはかなりの面積を持つ平坦地であったことが確認されつつある。

福岡城跡に関連する調査には以下のものがある。

Tab・1　福岡城跡調査一覧

調査 番号 次数 料　 区 調 査原因 調査面積 （㎡ ） 調査 期間 調査担 当者 報告書

6 3 0 1 1 三 の丸
（鴻臚館 2 次）

裁判所 建設 5 9 6 1963、1964 福 岡県教育委員会 ②

7 6 0 5 2 城北内堀 内壁右横 地 下金米建設 1 4 ，9 0 0 1076 ・12 ・01

－1977．10・08

折 尾撃 、池l崎l演二、
浜石 哲也、山崎音巨男

（訂

7 7 2 8 3 薬 院新川 地 －下鉄建設 5 0 0 ／ 1978 ．03 ．01

－1978・06 ．30
折尾撃、池山奇譲二 ⑦

・7 、9 4 8 － 4 御鷹屋敷 環境整備 2 ，，2 0 0 1979．07 ．19

－1979 ．08 ．11
飛島憲雄、力武卓泊 ⑤、⑥

8 1 3 4 5 赤坂 1 丁 目12工8 ビ）レ建設 7 0 1982．03 ・17

－1982 ．03 ．26
田中寿夫 ⑦

8 3 4．3 6 祈念櫓 環境 整備　 － 3 6 1984 ．02 ．01

～1984 ．06 ．12
井沢痺一一

8 4 4 9 7 肥前堀 1 次 公園建設 5 8 0 1－984 ．06 ．01

－1984－06．12
福 岡県教 育委員会

8 5 3 3 8 肥前堀 2 次 市庁舎．建設 1－5 0 1985 ．07．00

－1985・08・00
折尾 恵翠、内山奇純 ．方 ⑨

8 7 4 7 9 鴻臚飽 3 次 平和 台野球場
改修

6 5 0 1987 ．12．25

－1988．01．20

山崎糸屯男、池崎譲二、
吉武学

8 8 2 9 10 鴻臚館 4 ．次 確言忍調査 8 5 6 1988 ．07．27

－1988．・12．10
山山奇糸屯男／、吉武学

8 8 6 5 11 －城西～城南 内堀
内壁

城堀水浄イヒ 5 0 0 1988 ．07 ．27

－1988．12．10 －
山崎純男、吉武学 本報告

8 8 4 0 12 肥前堀 3 次 ビル建 設 ． 6 5 0 1988 ・11 ．07

－1988．11・26
柳 沢－一男

※各調査地点はFig．13参照。
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福岡城跡調査報告書一覧

①小田富士雄「福岡市福岡城跡採集遺物調査報告書」福岡市教育委員会1961

②長沼賢海．渡辺正気「史跡福岡城発掘調査概報」福岡県教育委員会1964

③「重要文化財　福岡城南丸多聞櫓修理工事報告書」1975

④「史跡福岡城跡環境整備報告書」福岡市教育委員会1980

⑤飛高憲雄．力武卓泊「筑前国福岡城三ノ丸御鷹屋敷福岡市埋蔵文化財調査報告書第59集」福岡市教育委員会1980

⑥同、図録編1990

⑦折尾撃．池崎譲二他「福岡城址一内堀外壁右横の調査－福岡市高速鉄道関係埋蔵文化財調査報告書III福岡市埋蔵文化財

調査報告書第101集」福岡市教育委員会1983

⑧折尾率．山崎純男「福岡城肥前堀　福岡市埋蔵文化財調査報告書第131集」福岡市教育委員会1986

III．・調査の記録

1．調査の概要
堀水浄化に伴う工事は城の西側、南側、東側で行われたが・既存水路を利用する等掘削計画

を伴わない東南側一束側部分については調査対象から除外した。

調査はトレンチ掘削によって内堀内壁のライン、構造を確認することを目的として行い・城

西側から着手し、順次南、東へと移行し、トレンチ番号は掘削順に附した。城西側は北より第

1－10トレンチ、南側は西より第11－21トレンチである。また、城堀水浄化工事に並行して・

城北東部の上の橋周辺で舗道整備工事が計画されたためここもあわせて調査し第22トレンチと

した。これら全調査終了後、城南部で水路工事に伴って新たに石垣が発見されたため追加調査

し、これを第23トレンチとした。

第1－10トレンチでは一部を除き内壁石垣の裏込石を検出した。基盤は全て砂であり・土塁

盛土も大半は砂ないし砂質土である。

第11－20トレンチでは石積みは見られない。基盤土は風化頁岩の岩盤かあるいはそれが流出

して堆積した粘質土で、これを掘削し盛り上げて土塁としている。これら南辺部では岩盤が露

出していたために、石垣等が不要であったものと思われるが、第23トレンチなどのように出隅

部等コーナー部には部分的に石垣を構築しているようである。

第21トレンチでは土塁盛土中に埋め込まれた石積みを検出した。この石積みは古代の大きな

掘り込みを埋める際、土留めとして構築されたものの慕うである。

第22トレンチは内堀の一部を昭和22年に埋めて通路とした地点にあたり・掘削の結果福岡城

三の丸武家屋敷のものと思われる礎石等が出土した。　　　　　　　　～

－5－



2．遺構
第1トレンチ　Fig．3　PL．1

三の丸北西隅から南へ約16mの地点に設定した。福岡城で最も西へ張り出した部分の出隅に

あたる。調査範囲は南北5．2m、東西は北側で2m、南側で3・8mである。調査区内では撹乱（水

路構築時）が著しく旧状を復し難い°土層は別記の通りで、①～⑧層まで後世の工事等による

盛土である°⑨層は築城時の盛土の可能性があるが、⑲層以下は砂で自然堆積層である°土層

堆積状態と周辺の地形から考えて、土塁端部はもっと西寄りになるものと考えられる。

なお、海抜－0．2～0・7mに存在する⑲層のBlack－Bandより上は海成砂（箱崎砂層か）、下は

川成砂ではないかとの指摘を九州大学理学部下山正一氏より受けた°

第2トレンチ　Fig．3　PL・1

第1トレンチより南へ約60mに設定した。南北4．5m、東西3．0mを測る。深さ約1mまで削

平されているが、北壁際と西壁断面に石垣裏込の石積みを検出した。裏込石は大小があり、ト

レンチ内では積み方に規則性を見ることができない。土層は①表土、②－④は工事による埋め

上・⑤～⑥が土塁盛土で裏込石は⑥層の上層付近に集中している。石積みの基盤は⑦砂層で、

海抜1．4m以下のレベルに堆積している。トレンチ西端から西側現水路まで0．9mを残しており、

土塁裾部の石垣は現在水路となっている部分に重なるものと思われる。

第3トレンチ　Fig．3　PL．1

第2トレンチより南へ約38mに設定した南北2．0m、東西5．8mのトレンチである。土層は①

現表土・②～④は現代の埋め土で、⑤は近世～現代までの表土で、ガラス瓶の破片などが出土し

た。⑥～⑮が土塁構築時の盛土に相当するが、石積みは見られない。⑱は基盤である砂層で海

抜1．7mのレベルにある。⑤層（旧表土）が土塁勾配と同様な傾斜で下っていることから見て、

土塁端部は現水路部分に相当するであろう。トレンチと水路の間は0・9mを残す。

第4トレンチ　Fig．4　PL・1

第3トレンチより南へ約100mに設定した。南北2．0m、東西5．0mである。土塁端部付近が著

しく削平されている°土層は①現表土、②～⑦まで擾乱層で、⑧⑨層より下位が土塁盛土にあ

たり・⑧層中に石垣裏込石に相当すると思われる石積みが検出された。用いている石材は偏平

なものが多い。トレンチと水路間は0．75mを測り、土塁端部は現水路部に相当しよう。
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第2トレンチ

第ⅰトレンチ
①淡褐色土（礫粒を多く含む）
②黒褐色土（小石含む）
③淡灰褐色土（小石含む、炭化物僅かに含む）
④淡赤褐色砂（強くしまる）
⑤淡黄色砂（強くしまる）
⑥暗灰色砂質土（小石．砂粒を多く含む）
⑦淡灰褐色砂質土（小石・砂粒を多く含む）
⑧時灰褐色砂質土（大小石を多量に含む）
（紺よりやや暗い（大小石を多量に含む）〔土塁盛土？0
⑩明褐色粗砂（強くしまる）
⑪灰褐色粗砂
⑫淡黄褐色粗砂
⑩⑫より明るい（強くしまる）
⑭淡灰色粗砂（強くしまる）
⑬⑭より暗い
⑱赤褐色枯質土（砂粒を含む）
⑰暗灰色粗砂（強くしまる）
⑱淡黄色粗砂

〔基盤）

第2トレンチ
①黒褐色土
②マサ土
③淡褐色土
④黒褐色砂質土
⑤黄褐色土
⑥黒褐色砂質土 ）

⑦暗褐色砂〔基盤0

〔土塁盛土0

第3トレンチ

①淡黒褐色土
②マサ土
③暗褐色土
④淡褐色土
3黒褐色土（ガラス片を含む）〔旧表土0
③暗褐色砂質土
⑦淡褐色砂
⑧黄褐色土（礫を多量に含む）
（勤⑦よりやや明るい
⑩灰白色砂
⑪淡黄褐色砂
⑳軌こ近似するが不整合
⑬⑩に近似
⑱⑧に近似
⑲淡褐色砂質土（黄褐色粘土粒．礫を含む）
⑱黒褐色砂〔基盤〕

Fig・3　第1～3トレンチ実測図
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第5トレンチ　Fig．4　PL．1

第4トレンチの南東約20mに設定した南北2．0m、東西4．6mのトレンチである°　当トレンチ

は後世の擾乱が著しく、特に土塁端部（西側）では基盤層まで削平を受けていた°①層表土、

②～⑤層は催乱層で、⑥～⑧層が土塁盛土である。⑨層の基盤は砂層で、上端のレベルは海

抜2．0mほどになる。

第6トレンチ　Fig・4　PL．1・2

第5トレンチから南へ約80mの地点に設定した。調査区は南北1・4m、東西4．5mを測る。土

層は①層表土、②③層は後世の埋土、④層は旧表土、⑤～⑧層が土塁盛土で、土塁端部の遺存

状態は良好であった。トレンチ西端で石垣裏込石を検出した°　角礫を用いており、西側に大き

な礫が多く、裏込石の天端は海抜1・6mにある。トレンチ～水路間は0．8mで、土塁端部は現水

路部に相当しよう。

第7トレンチ　Fig・4　PL．2

第6トレンチから南へ約45mの地点に、南北1．7m、東西7・2mに設定した。土塁端部が削平

されているが、石垣裏込石を検出できた°土層は①層表土、②～⑤層は後世の埋土である。⑥

層が近世の表土層にあたり、⑦～⑧層は土塁盛土で、基盤である風化頁岩の掘削土を盛り上げて

いる。トレンチ～水路間は1．0mを残しており、土塁端部は現水路部に相当しよう°

第8トレンチ　Fig．5　PL．2

第7トレンチの南約50mに設定した。南北1．3m、東西3．7m。土塁端部にかけて大きく削平

されているが、石垣裏込石がかろうじて遺存していた°①層表土、②～⑦層は水路構築時の撹

乱層である。⑧層は近世の旧表土で、部分的に遺存する。⑨～⑪層は土塁盛土で、基盤である

砂を盛り上げている。⑫⑬層は基盤の砂層である。トレンチ西端から現水路まで0・7mを測り、

土塁端部は水路部にあたろう。

第9トレンチ　Fig．5　PL．2

第8トレンチの南約45mに設定した。南北1・7m、東西3・2m。西端の水路寄りの部分が削平

されているが、概ね良好に石垣裏込石が残っていた。裏込石は角礫を用い、西側に大礫を配し、

その裏に小礫を充填している。③層まで後世授乱層で、④層が旧表土、⑤～⑨層は土塁盛土で、

上層に粘質土、下層に基盤である砂を盛り上げている°⑲層は基盤をなす砂層である。やはり

土塁端部は現水路部分にあたるものと思われる。
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第4トレンチ

第4トレンチ
（か暗褐色土
②マサ土
③暗褐色土十乳白褐色枯質土
④青灰褐色砂質土
⑤淡黒褐色土＋褐色土
⑥淡黒灰褐色土
⑦暗褐色砂質土
⑧暗褐色土＋淡黒褐色土
⑨赤褐色枯質土（礫を含む）

第5トレンチ
（①暗褐色土＋淡窯灰褐色土
②マサ土
③黒褐色土＋茶褐色土
④明黄褐色土＋淡黒灰褐色土
⑤③に近似
⑥暗褐色土
⑦茶褐色砂質土十赤褐色土
⑧赤褐色枯質土（礫を含む）
（勤淡黄褐色砂〔基盤0

第6トレンチ

Fig・4　第4～7トレンチ実測図
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〔土塁盛土〕

〔土塁盛土〕

第6トレンチ
①暗黒灰褐色土
（3マサ土
③淡黒褐色土＋茶褐色土
④暗褐色土〔旧表土）
⑤赤褐色枯質土（礫を含む）
⑥暗褐色土（礫を含む）
⑦暗赤褐色土＋茶褐色土
⑧明黄褐色枯質土（礫を含む）

第7トレンチ
①黒褐色土
②マサ土
（3時黒褐色土（礫を含む）
④暗黒褐色土茶褐色枯質土
（9暗黒灰褐色土
（紗暗褐色土〔旧表土0
⑦暗赤褐色土＋暗褐色土
⑧赤褐色枯質土（礫を含む）

〔土塁盛土0

〔土塁盛土0
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第10トレンチ　Fig．5　PL．2

第9トレンチから南へ約45m、三の丸の南西コーナー部からは北へ約36mの地点にあたる°南

北1．6m、東西4・7mの範囲を掘削した。トレンチ西端部に石積みを検出したが、水路構築時の

破壊が著しく、その大部分は原位置を保っていない°層位は①層表土、②～⑨層まで撹乱層で、

⑩層が旧表土、⑪～⑲層は土塁盛土である。基盤は⑮層灰色砂で、これの掘削土を盛り上げて土

塁としている°前トレンチ同様、土塁端部は現水路部に重なるものと考えられる°

第11トレンチ　Fig．5　PL．3

福岡城南西隅に残る内堀（6号堀）から東へ約30mの地点に設定した。本地点の北側土塁上

には重要文化財南丸多聞櫓があり、櫓南側土塁項部と土塁下端部（調査地点）との比高差は20m

を測る。土塁端部を南北に4．7m断ち割って調査した°⑦層以上は全て擾乱層であり、⑧層が土

塁盛土である。旧来の表土は残っていない。また土塁盛土は基盤層である粘質土を掘削したも

のを用いている°

第12トレンチ　Fig．5　PL．3

第11トレンチの東側約20mに設定した。南北に4．1mの長さを調査した。土層の状況は第11ト

レンチとほぼ同様である。

第13トレンチ　Fig・6　PL．3

第12トレンチの東約50mに設定した。南北に4．8mを測る。①～③層まで表土と後世の盛土で、

④～⑦層が土塁盛土、⑧層が基盤（粘質土）である。土塁盛土はおおむね基盤掘削時の排土で

あるが、一部には砂を用いており、西側から運んできたものと見える。

第14トレンチ　Fig・6　PL．3

第13トレンチから東へ約22mの地点である。南北に4．8mである。削平が著しく、③層まで現

代の層。④層は土塁盛土で、柵砂を盛り上げている。

第15トレンチ　Fig・6　PL．3

第14トレンチの北東約40mに設定した。南北5．1．mを測る。福岡城天守台の真南にあたる位置

で、天守台項部とトレンチの比高差は実に約35mを測る°土塁端部（南端）で急激に落ち込ん

でいるが、これは後世の掘削によるものである。①～⑤層まで現代層で、⑥層が土塁盛土、⑦
．

層が基盤である°基盤および土塁盛土は粘質土である。
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第8トレンチ

第10トレンチ

第8トレンチ
（D黒褐色土
②マサ土
（3黒色土＋マサ土
④マサ土（黒色土粒を多量に含む）
（9黒色土（マサ土粒を多量に含む）
⑥黒色土
⑦黒褐色抄質土
⑧黒褐色土〔旧表土0
③淡褐色砂質土

霊志監高貴馳砂）〔土塁盛土0
⑫黄味の混じる灰黒色砂）〔基盤0⑬黄褐色砂　　　　　／

第9トレンチ
（D黒褐色土
②マサ土
③黒色土
④淡褐色土〔旧表土0
⑤赤褐色粘質土
（訂明黄褐色砂質土
（訂明褐色砂質土
（紗黒褐色砂質土
⑨淡黒褐色砂 1
⑩淡灰褐色砂〔基盤〕

（土塁盛土）

第12トレンチ
（D淡黒褐色土
②黄褐色土十淡赤褐色枯質土
③暗褐色土
④明灰白色礫
⑤暗褐色枯質土 ）

第9トレンチ

第11トレンチ
①暗黄褐色土
②マサ土
③淡黒褐色土
④黄褐色土（礫を含む）
⑤時黒褐色土
⑥淡灰褐色土（礫を含む）
⑦暗黒灰褐色土
侶）赤褐色枯質土＋乳自褐色枯質土（l塁盛土〕

〔土塁盛土0

⑥明灰褐色枯質土〔基盤0

Fig．5　第8～12トレンチ実測図
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第16トレンチ　Fig．6　PL．3

第15トレンチの東北東約52mの地点である。当地点周辺には樹木等の障害物が少なかったた

め、南北に11．5mの長大なトレンチを設定した。土塁中位部の標高3．5mの位置に幅約2m強の

平坦地が存在することを確認し、犬走りかと思われたが、東側の第17トレンチでは検出できな

かった。土塁を覆っていた旧表土層を2枚確認できる。⑧層が第一次、⑥層が第二次の表土で

ある。⑨～⑬層が土塁盛土で、基盤である⑭層風化頁岩を掘削して盛り上げている。

第17トレンチ　Fig．7　PL・4

第16トレンチの東北東約50mの地点に設定した。16同様長めで南北長は10．4mを測る。⑧層

以上は堀埋土などの現代層である。⑨層は旧表土、⑲～⑲層は土塁盛土であるが土塁下端付近

では削平されて残っていない。⑭層が基盤の風化頁岩で、これを掘削した排土を土塁として盛

り上げている。

第18トレンチ　Fig・7　PL．4

第17トレンチの東北東約28mに設定した°　二の丸南東隅からは西南西へ約50mである。北側

に公園舗道が接するため、南北長は5．4mとやや短い。当地点でも土塁端部の削平が著しい。土

層は⑨層まで現代層で、⑲層が旧表土、⑪層が風化頁岩を盛り上げた土塁構築層である。⑲層

は基盤層で、風化頁岩の上に砂岩が乗っており、自然的な地層の逆転現象を示している。

第19トレンチ　Fig．7　PL・4

二の丸南東隅から北に約20mの地点に設定した。当地点は土塁を含めた城内壁が南北に走行

する地区内にあり、土塁は東に傾斜している。公園舗道があるため調査範囲が限られ、トレン

チは東西に4．2mの長さである。壁面崩壊の恐れがあるため現地表面から2．7mの深さで掘削を

断念した°　土塁盛土層や基盤層には達しなかった。

第20トレンチ　Fig．7　PL．4

第20、21トレンチは土塁が東西に走行する地域にあり、現在調査中の鴻臚館跡と推定される

遺構群の南端部に相当する。第20トレンチはその西隣に城内壁の大隅部が存在する。土塁端部
．

を南北5mの長さにわたって調査した。⑲層までは現代の盛土と見られる°⑪層は暗褐色の粘

質土であり、第21トレンチでの観察から古代～中世の遺物を包含する層であることが確認され

ている。⑲層の基盤土は風化頁岩が流出堆積した粘土層で、風化頁岩の直上に存在する層であ

る。当トレンチでは明確な土塁盛土は確認できなかった。
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第14トレンチ

第13トレンチ
①暗灰褐色土
②黄灰色枯質土
③灰褐色枯質土
④黄褐色細砂（粘土．シルトブロックを多量に含み・強くしまる）
⑤淡赤褐色枯質土
⑥赤灰褐色枯質土
⑦灰白色枯質土
⑧淡黄褐色粘質土〔基盤）

〔土塁盛土0

第ⅰ4トレンチ
（む暗褐色土
②黄灰色枯質土
③灰褐色枯質土

④儀褐色細砂（粘土・シルト－／はックう多量に－†み、強くしまる）〔土塁盛土－〕

Fig．6　第13－16トレンチ実測図
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第11トレンチ

第18トレンチ
⑤黒褐色土
②淡褐色土
③黒褐色土

⑨黄褐色枯質土（砕石を含む）
9灰褐色土（砕石を含む）
⑤砕石
⑦濁黄褐色土
⑧淡黒褐色土
⑨淡黄褐色土
⑲黒褐色土〔旧表土〕
⑪暗黄褐色土（土塁盛土〕
⑬砂岩・風化貢岩〔基盤0

1m
ヒこ．1－－⊥一一一一一一一＿」一一一一．．r一一．上・．．口．．－田口・一一」

第20トレンチ
（D暗黒褐色土
②黒褐色土
③砂
④暗褐色土
⑤淡黒褐色砂質土
⑥淡褐色砂質土
⑦淡黒褐色土十暗褐色土
⑧赤褐色土（礫を含む）
⑨青灰褐色枯質土
⑩淡褐色枯質土

⑪暗褐色枯質土〔古代～中世遺物包含層0
⑫暗赤褐色枯質土〔基盤〕

第19トレンチ
①暗褐色土
②時赤褐色土
③灰黄褐色枯質土
④灰色枯質土

Fig．7　第17～20トレンチ実測図
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第21トレンチ　Fig．8－10　PL．4　　　　　　　　一

第20トレンチから約60m東に設定したが、近世の石積みを検出したため大幅に西側へ調査区

を拡大した。調査はまず東側ゐ南北に長いトレンチから始めたが、北端部で南西側へ下る落ち

込みを検出したため西側へ拡張し、石積みを検出した（A）。当初検出したこの石積みが西側へ

伸びて行くため、これを追う形で更にトレンチを掘り進め（B）、最終的に西側に別の調査区を設

けて石積みと掘り込みの西端部を確認した（C）。

掘り込みは東西幅22m強に及んでおり、東側ではこの直上に古代一中世の遺物包含層が乗っ

ている。石積みはこの古代の掘り込みを東西に横断する形で構築され、東西長15．8mを測る。

石積みは深度まで及んでおり、狭いトレンチ内ではその下部構造まで調査できなかった。

Fig．9はAトレンチの北壁と東壁の断面である。土塁下端部は削平されている。①－⑤層は埋

土、⑥層は表土、－⑦～⑰層は土塁盛土、⑳層は古代～中世の遺物包含層、⑳層は基盤で風化頁

岩が流出堆積した粘質土層である。土塁盛土には明らかに積直しの痕跡が認められ、⑮⑭層等

の旧土塁の上に⑪層以上の新土塁が構築され、石積みはこの新土塁の構築に伴って施されてい

る。Fig．10は西側へ拡張したCトレンチの北壁と西壁の断面である。②－⑧層は後世の掘り込

み、⑨～⑯層が土塁盛土、⑰層の基盤はAトレンチと同じ粘質土である。以上の土層の状態か

ら見て、築城時にはこの地点に巨大な窪みが存在しており、初めはこれにじかに盛土したが、後

に地滑りを起こして崩壊したため石積みで補強して再度土塁を盛ったという経緯が伺われる。

当トレンチの北側台地上には鴻臚館跡と見られる遺構群が展開しており、現在調査中であるが、

鴻臚館跡の東西幅を一町に求めた場合、その中軸線は地形的に見てB－Cトレンチ間を通ると想

定されるため、前記の掘り込みが鴻臚館跡南門に関連するものである可能性がある。そのため

．鴻臚館跡調査の一貫として平成元年度（本報告になる福岡城調査の次年度）に当地点を再度調

査した結果、南門跡と想定される基壇跡を発見したが、その際に石積みが南北幅2．3m、東西長

15．8mの規模で石墨状に構築されたものであることが分かった。

第22トレンチ　PL．4

福岡城北東部に架けられた上の橋南西脇で掘削したトレンチである。当地点は平和台野球場

建設時に内堀の一部を埋めて通路とした部分で、野球場内を掘削した際に発見された礎石を埋

め込んだと聞く。重機で約4mほど掘削したが、礎石とともに出土した遺物は全て近世以降の

ものであり、野球場内の礎石列は福岡城家老屋敷に関連したものであった可能性が強い。

第23トレンチ　Fig．11

当遺構は調査終了後の水路建設時に発見されたものである。位置は城南側の第16－17トレン
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第21トレンチ配置図
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⑥

（む暗黒灰褐色土〔表土0
②暗褐色土
（3暗褐色土＋赤褐色土
④乳白褐色土十赤褐色土
（9時褐色土十淡黒灰褐色土
⑥暗褐色土
⑦暗褐色土＋噂赤褐色土
③暗赤褐色土
⑨乳自褐色土（礫を含む）
⑲乳白褐色上土赤褐色土

⑬暗赤褐色土＋
⑫時赤褐色土＋
⑬時赤褐色土＋
⑭暗赤褐色土＋
⑯淡黒灰褐色土
⑯暗赤褐色土＋
⑳暗褐色土＋淡黄褐色土－
⑩⑪に近似

⑩暗赤褐色土十乳白褐色土（礫を含む）
⑳暗赤褐色土＋暗褐色土十乳白褐色土（礫を含む）

暗褐色土
暗黄褐色土
淡乳自褐色土
暗黄褐色土
十黄褐色土
淡黒灰褐色土

Fig．8　第21トレンチ実測図・Ⅰ
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⑥

土
土
土
表土

①黒褐色土
②明黄褐色土
③黒褐色枯質．
④淡褐色枯質．
⑤黄褐色粘質－
⑥黒褐色土〔－
⑦暗褐色土
⑧暗赤褐色土
⑨淡赤褐色土
⑩暗褐色土（l
⑩⑧に近似
⑫淡灰褐色土
⑩⑧に近似
⑭⑫に近似
⑮暗赤褐色土

＋乳白褐色土
暗赤褐色、暗黄褐色、乳白褐色土の粒を含む）

＋乳白褐色土

＋黄褐色土

〔土塁盛土0

Fig．9　第21トレンチ実測図．II
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⑱暗褐色土
⑳暗褐色土十淡灰褐色土
⑳軌こ近似
⑩暗赤褐色土十暗褐色土
⑳⑩に近似
⑳暗赤褐色土＋淡乳白褐色土
⑳暗褐色土十淡乳白褐色土
⑳淡黒灰褐色土＋乳白褐色土
⑭⑯に近似
⑮淡黒灰褐色土十暗褐色土
⑳⑳に近似
⑳明黄褐色土（礫を多量に含む）
⑳黒褐色土〔古代～中世遺物包含層〕
⑳暗赤褐色土〔基盤0

〔土塁盛土0
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⑤暗黒灰褐色土〔表土〕
②暗褐色土＋淡赤褐色土
③暗黄褐色～円赤褐色土
⑤乳白褐色土
／3時赤褐色土
／⑨暗赤褐色土十褐色土
②淡赤褐色土＋乳白褐色土
③暗褐色土十黄褐色土
一⑨暗褐色枯質土
⑩赤褐色土
砂淡赤褐色土（小礫を含む）
⑫淡赤褐色上土乳白褐色土
⑩暗黄褐色土＋赤褐色土
⑭乳白褐色土
跡抄に近似
－鰍軌こ近似し、礫を含む
／珍暗褐色土十淡赤褐色－土
砂赤褐色土十乳白褐色土
⑩暗赤褐色土土黄褐色土
⑭乳白褐色土十淡黄褐色土

⑪赤褐色土十時黄褐色土
⑳乳自褐色枯質土＋淡赤褐色土
⑳暗赤褐色土十暗褐色土
⑭乳自褐色土十灰青褐色枯質土
⑮④に近似
⑳暗褐色土＋赤褐色土
⑰暗赤褐色土
⑳⑳に近似
⑳暗褐色土
⑳時黄褐色土
⑪暗赤褐色土十茶褐色土
⑳陪赤褐色土＋淡黒灰褐色土
⑱⑳に近似

〔土塁盛土〕⑭⑮に近似
⑮暗赤褐色土
⑳乳自褐色土
⑰麻褐色土
⑱⑳に近似

霊賢認崇淡黒灰褐色土

〔土塁盛土〕

Fig・10　第21トレンチ実測図・IIL
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⑪⑳に近似
⑫淡黒灰褐色土（礫を含む）
⑬暗赤褐色土＋黄褐色土
⑭暗褐色土
⑮乳白褐色土
⑭暗黄褐色土＋赤褐色土
⑰暗黒灰褐色土十赤褐色土
⑱暗褐色土（礫を含む）
⑲黄褐色土
⑳暗褐色土
⑪⑰に近似
⑫暗赤褐色土＋黄褐色土
⑮赤褐色土
⑭淡黒灰褐色土
⑮赤褐色土
⑯⑫に近似
⑰暗赤褐色土〔基盤0

〔土塁盛り
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Fig．11第23トレンチ実測図
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Fig・12　出土遺物実測図
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チ間にあたる°検出された

遺構は出隅部分の石垣で、

二段めまでを確認した。石

垣の天端は標高2．6m前後

である。城南側の他のトレ

ンチでは石垣および裏込石

等は全く検出されていない

が、各人隅、出隅部分にの

みこのような石垣が構築さ

れていた可能性がある。



3．遺物
計23ヶ所のトレンチからはコンテナ2衛の遺物が出土した。大半が第21トレンチで得られた

鴻臚館跡に関連する遺物だが、この他特記すべき事に、西側の第2トレンチから須恵器、南側

の第16トレンチから布目瓦が出土しており、周辺に古代遺跡の存在が想定される。

1、2は近世の軒平瓦である。1は第2トレンチ、2は第21トレンチから出土した。1は瓦

当内区に均整唐草文を施す。同様な文様を持つものが過去の採集品の中にある°　3～5は須恵

器甕の破片で、第2トレンチより出土した。3点とも別個体で、ともに外面に平行タタキを施

している。6は越洲窯系青磁の碗である。鹿部片で、高台は削出し、全面にオリーブ色の釉薬

が施されている。外底面に線刻が施されており、一見絵画（人物？）のようにも見える。第21

トレンチより出土した。

Ⅳ・小結

今回の調査成果は以下の2点になろう。

①城西側は土塁裾部にのみ石積みを施す、いわゆる腰巻石垣である。これに対し城南側では岩

盤が露出しているためか一般に石垣が無く、第23トレンチのような出隅あるいは大隅部分にの

みコーナー部分を補強するための部分的な石垣が施されている。

②城西側では砂地の上に石垣を築いている。下部構造は把握できなかったが、石垣上部の土塁

も砂を盛り上げているところが多く見られるoこれに対し、城南側では福岡城一帯の基盤地質

である風化頁岩、砂岩等の岩盤が露出している。このことは「筑前国続風土記」に記されてい

る福岡城築城以前の地形『城の西の方、むかしは福崎の汀まて入海有て、墳き潮人の斥地なり

Lを、此城築るゝ時、是を埋て平地とせは、人力多く費なん』『城の南方は、赤坂山より本丸の

山につゝきて、要害のためあしかりしかは、山をほり切て隠とし』という状況を裏付けるもの

と言えよう。

今回の調査の主眼は今まで未調査であった城西側と南側の内堀内壁の正確なラインを検出す

ることにあった。今回の調査成果と、過去に地下鉄建設に伴って行われた城北内堀外壁の調査

成果、また現在残されている石垣の状況などを併せて、内堀の外郭線復元を試みたのがFig．13であ

る。未だ不明な部分が多々あり、Ⅴ章に掲載をお願いした福岡城古絵図等の更なる収集と検討、

また発掘調査などによる福岡城の実態解明が切望される。
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以
上
、
①
～
⑦
が
『
年
表
稿
』
に
掲
げ
た
「
天
守
」
史
料
で
あ
る
。
年
表
に

掲
げ
な
か
っ
た
次
の
⑧
⑨
⑲
も
一
連
の
も
の
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

⑧
　
態
申
聞
仲
、
石
垣
之
儀
来
月
十
二
日
▲
々
つ
か
せ
可
申
仲
間
、
可
成
其
意
仲
、

則
着
到
明
晩
両
人
可
有
持
参
仲
、
此
由
各
へ
可
申
仲
、
其
内
石
を
寄
さ
せ

可
申
仲
、
恐
ⅰ
謹
言

七
月
廿
四
日加

水
　
御
書
判

（
‥
成
）

野
　
口
　
左
　
介
殿

（
宗
清
）

益
　
田
　
与
介
殿

（
野
口
8
0
5
）

⑨
　
　
（
略
）

一
天
守
之
石
垣
今
日
▲
〃
可
被
申
付
外
哉
、
由
断
ハ
有
間
数
伸
へ
と
も
精
を

入
可
被
申
仲

（略）
八
月
十
二
日

加
水
　
（
花
押
）栗

四
郎
右
衛
門
殿

井
九
郎
右
衛
門
殿

黒
惣
右
衛
門
殿

後
　
又
　
兵
　
衛
殿

母
　
多
　
兵
　
衛
殿

黒
三
左
衛
門
殿

⑲
　
　
以
上

（
三
奈
ⅲ
8
）

態
申
達
沖

t
り
を
ひ
ね
的
ハ
・
、
正
安
此
方
へ
こ
し
可
申
事

天
守
を
此
月
中
二
柱
立
可
仕
仲
間
、
共
通
大
工
．
奉
行
と
も
へ
か
た
く

可
申
問
仲
、
恐
i
謹
言

二
月
十
五
日
　
　
　
長
政
　
（
黒
印
）

黒
田
三
左
衛
門
殿

（
三
奈
欄
）

こ
の
他
、
「
天
守
南
之
方
つ
き
さ
し
の
石
垣
急
つ
き
可
申
祐
」
（
三
奈
聖
や
、

四
人
づ
つ
四
番
の
「
天
守
之
番
衆
」
を
定
め
た
史
料
（
資
料
聖
な
ど
が
あ
る
。
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⑤
一
天
守
二
有
之
道
具
井
家
内
之
道
具
、
何
も
諸
道
具
之
分
不
残
相
改
、
大

帳
二
仕
、
内
匠
・
十
太
夫
両
人
二
当
、
可
指
越
的

極
月
十
五
日
　
　
忠
之
　
御
書
判

郡
　
正
太
夫
と
の
へ

（
郡
家
5
3
0
）

③
は
黒
田
長
政
遺
言
覚
写
で
あ
り
、
官
兵
衛
は
長
政
の
四
男
高
政
で
初
代
東

蓮
寺
藩
主
（
後
・
直
方
藩
と
改
称
）
で
あ
る
°
一
ノ
谷
の
甲
は
、
黒
糸
威
胴
丸

具
足
の
名
称
で
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
°
④
⑤
は
二
代
藩
主

忠
之
の
判
物
で
あ
る
。
忠
之
の
藩
主
就
任
・
退
任
年
月
日
は
元
和
九
（
一
六
二

三
）
年
十
月
～
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
二
月
十
二
日
で
あ
る
7
④
⑤
の
内
容

は
、
①
②
に
見
え
る
天
守
破
却
の
記
事
と
相
違
し
て
忠
之
代
の
天
守
の
存
在
を

示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
構
造
・
規
模
は
不
明
な
が
ら
も
何
ら
か
の
構
築

物
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
前
に
成
っ

た
城
絵
図
に
は
天
守
は
な
く
、
天
守
台
が
画
か
れ
る
の
み
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
天
守
の
存
在
を
前
提
と
す
れ
ば
、
次
の
⑥
⑦
は
長
政
が
福
岡

城
天
守
の
普
請
に
つ
い
て
指
示
し
て
い
る
ご
と
く
に
考
え
ら
れ
る
。

⑥

猶
以
、
此
状
吉
へ
も
見
せ
可
中
仲
、
以
上

昨
日
到
伏
見
、
罷
着
伸

一
其
地
普
請
之
儀
、
て
ん
し
ゆ
ノ
う
ら
石
か
き
、
九
月
中
二
出
キ
外
様

（
晃
田
直
之
）

こ
と
、
皆
ⅰ
申
遺
仲
間
、
惣
右
衛
門
井
年
寄
共
と
し
め
普
請
所
二
相

本
ノ
マ
マ

詰
杵
か
、
石
場
二
居
伸
而
振
舞
こ
あ
ろ
き
中
性
か
、
又
ハ
知
行
所
へ

と
い
り
く
つ
ろ
き
中
か
、
毎
日
よ
く
く
見
仲
南
つ
け
お
き
可
中
仲
、

油
断
有
間
敷
外
事

（略）
（略）

八
月
廿
六
日

長
政
　
御
書
判

上
原
与
平
次
と
の
へ

堀
　
　
久
　
　
七
と
の
へ

林
　
太
郎
右
衛
門
と
の
へ

（
林
8
9
1
）

⑦
　
猶
々
、
我
木
下
国
挿
ハ
ぬ
巳
前
こ
、
天
守
ど
だ
い
出
来
神
様
精
入
可
申

付
仲
、
権
右
衛
門
二
申
遺
跡
う
ち
、
石
か
き
を
も
可
申
付
仲
、
以
上

其
地
普
請
之
儀
、
無
油
断
精
入
可
中
仲
、
随
而
城
山
手
か
さ
よ
り
の
お
か

（街）

び
之
所
、
拾
壱
間
二
石
垣
つ
き
中
性
へ
と
申
付
置
伸
所
、
た
と
へ
た
と
へ

加
水
こ
の
ミ
相
違
伸
と
も
、
前
之
こ
と
く
こ
可
申
付
仲
、
三
十
間
二
居
矢

本
ノ
マ
マ

倉
井
天
守
之
明
間
仲
、
為
其
申
越
仲
、
謹
言

九
月
朔
日

黒
甲長

政
　
御
窯
印

（
宗
清
）

益
　
田
　
与
　
介
殿

野
　
口
　
左
　
介
殿

（
野
口
8
1
1
）

⑦
の
黒
甲
長
政
は
黒
田
甲
斐
守
長
政
。
長
政
の
筑
前
守
任
官
は
慶
長
八
二

六
〇
三
）
年
三
月
二
十
五
日
な
の
で
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
長
政

の
京
着
は
慶
長
八
年
二
月
二
十
三
日
。
「
城
山
手
か
さ
よ
り
の
お
か
び
之
所
」
の

叙
述
は
福
岡
城
築
城
中
の
福
崎
の
地
形
を
想
わ
せ
る
。
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術
研
究
等
且
又
建
築
斯
道
」
　
の
参
考
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
「
此
上
ナ
キ
替
時

ノ
好
紀
念
物
」
と
し
て
、
「
風
致
景
容
ノ
設
備
」
と
も
な
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

興
福
寺
の
五
重
の
塔
が
金
十
五
円
で
落
札
さ
れ
た
　
（
石
井
研
堂
『
明
治
事
物
起

源
』
。
＝
高
田
良
信
『
1
法
隆
寺
日
記
～
を
ひ
ら
く
』
〔
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
5
1
0
〕
で

は
明
治
三
十
八
年
に
二
百
五
十
円
で
買
い
手
が
付
い
た
と
い
う
「
大
和
新
聞
」

の
記
事
を
引
く
。
）
　
「
文
明
開
化
」
　
の
時
代
と
、
宮
内
省
に
臨
時
全
．
国
宝
物
取
調

局
が
設
け
ら
れ
九
鬼
隆
一
の
下
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
狩
野
芳
崖
．
岡
倉
天
心
が
そ

の
掛
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
明
治
二
十
一
（
一
八
八
〇
）
　
年
で
あ
っ
た
時
代
背
景

を
想
う
時
、
こ
の
申
請
理
由
に
「
由
緒
」
を
「
文
明
」
化
す
る
高
い
認
識
を
見

る
思
い
が
す
る
。
ち
な
み
に
偶
然
な
が
ら
、
岡
倉
天
心
が
九
州
を
旅
し
、
博
多

聖
福
寺
で
「
聖
福
寺
古
地
図
一
巻
」
を
検
分
し
た
の
が
　
（
岡
倉
天
心
「
九
州
．

支
那
旅
行
日
誌
」
）
こ
れ
よ
り
も
五
年
後
の
明
治
四
十
五
二
九
一
二
）
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

三
　
天
守
に
つ
い
て

『
年
表
稿
』
に
掲
げ
た
「
天
守
」
関
係
史
料
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

先
ず
次
の
①
②
は
、
文
化
財
保
存
計
画
協
会
が
熊
本
城
宇
土
櫓
他
の
修
理
．

復
元
の
た
め
　
「
細
川
家
史
料
」
を
再
調
査
中
兄
い
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
　
（
西

日
本
新
聞
　
平
成
元
年
十
月
十
六
目
付
朝
刊
参
照
）
。

（
黒
田
長
政
）

①
一
票
筑
前
殿
之
儀
－
一
・
三
日
以
前
二
御
目
見
被
仕
候
、
内
々
御
め
し
候
て

被
下
候
様
二
申
候
つ
る
、
左
も
無
御
座
候
哉
、
御
前
へ
被
出
候
時
、
嘗
碁

へ

こ
罷
下
僚
バ
ン
と
思
召
候
ハ
ゝ
ハ
、
オ
ー
や
く
罷
下
候
由
、
御
意
之
通
承
及
候
、

と

1

　

t

又
、
主
居
城
を
も
、
大
か
た
も
き
や
く
被
仕
候
而
被
参
候
様
こ
、
下
々
取

沙
汰
申
候
、
い
つ
れ
こ
天
主
な
と
を
く
つ
さ
れ
候
事
ハ
、
必
定
之
様
二
申
候
、

定
可
被
問
召
と
存
候
事
、

〔
元
和
六
　
二
六
二
〇
）
　
年
三
月
十
五
日
　
（
細
川
）
〕

②
　
尚
々
、
（
略
）
、
又
ち
く
前
縁
連
之
事
、
何
と
も
取
沙
汰
無
御
座
候
、
ふ
く

岡
の
天
主
、
又
家
迄
も
く
づ
し
申
候
、
御
代
ニ
ハ
城
も
入
不
申
候
、
城
を

と
ら
れ
申
候
ハ
・
、
御
か
げ
を
以
取
返
し
可
申
と
存
、
如
右
申
付
候
よ
し

被
中
上
と
承
候
、
－
略
）
、

〔
元
和
六
　
（
一
六
二
〇
）
　
年
三
月
十
六
日
　
（
細
川
）
〕

①
か
ら
福
岡
城
天
主
　
（
守
）
　
が
取
り
壊
さ
れ
る
噂
が
あ
っ
た
こ
と
、
②
か
ら

長
政
の
恭
順
の
姿
勢
（
「
御
代
ニ
ハ
城
も
入
不
申
候
、
城
を
と
ら
れ
申
候
ハ
・
、

御
か
げ
を
以
取
返
し
可
申
」
）
が
知
ら
れ
る
。
天
守
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
史
料
で

あ
る
°と

こ
ろ
で
福
岡
藩
側
に
も
こ
れ
と
呼
応
す
る
以
下
の
史
料
を
兄
い
出
せ
る
°

③
　
高
薦
こ
て
我
ホ
着
伸
一
ノ
谷
ノ
甲
遺
咋
　
福
岡
天
守
二
有
之

（
東
蓮
寺
藩
主
高
政
）

官
兵
衛
二
道
分

〔
元
和
九
　
（
一
六
三
三
）
年
三
月
二
十
日
　
（
啓
藩
3
6
）
　
（
諸
家
4
9
6
）
〕

④
　
伊
藤
二
郎
兵
へ
差
下
仲
条
、
申
達
仲
、
愛
元
銀
子
無
之
仲
間
、
銀
子
弐
百

貫
目
程
従
天
守
取
出
、
二
郎
兵
へ
こ
相
渡
可
指
越
仲
、
為
其
申
遺
伸
也

八
月
四
日

忠
之
　
御
書
判

（
祐
直
）

野
村
隼
人
と
の
へ

郡
正
太
夫
と
の
へ

（
郡
家
5
2
3
）
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原
因
は
資
料
が
無
い
た
め
な
の
か
、
年
二
～
三
回
の
問
い
合
せ
も
毎
年
の
こ
と

で
あ
れ
ば
時
々
で
は
な
く
頻
々
の
問
い
合
せ
と
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

な
ど
の
疑
問
も
生
ま
れ
た
。
従
っ
て
、
先
ず
は
手
近
に
あ
る
資
料
を
検
索
し
て

整
理
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
本
『
年
表
稿
』
は
そ
の
結
果

で
あ
る
。

出
典
一
覧
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
お
分
り
の
よ
う
に
、
検
索
を
試
み
た
資
料

の
ほ
と
ん
ど
が
既
に
活
字
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
活
字
化
さ
れ
て

い
な
い
福
岡
県
立
図
書
館
そ
の
他
に
蔵
さ
れ
る
家
伝
類
に
ま
で
検
索
は
及
ん
で

い
な
い
し
、
ま
た
、
種
々
の
古
文
書
史
料
に
及
ん
だ
も
の
で
も
な
い
。
更
に
佐

賀
藩
を
始
め
と
す
る
近
隣
他
藩
の
史
料
、
ま
た
、
幕
府
史
料
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
以
上
が
、
『
年
表
稿
』
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

二
　
掲
載
事
項
に
つ
い
て

事
項
欄
に
掲
げ
た
内
容
は
第
一
に
普
請
・
作
事
に
関
わ
る
も
の
を
中
心
と
し

た
。
江
戸
城
天
守
台
を
始
め
と
す
る
幕
命
に
よ
る
所
謂
お
手
伝
普
請
、
福
岡
藩

江
戸
屋
敷
の
普
請
・
作
事
に
関
わ
る
も
の
も
多
く
を
掲
げ
る
よ
う
に
し
た
。
石

切
場
や
木
材
の
伐
採
地
、
運
漕
に
関
わ
る
資
料
が
そ
こ
に
兄
い
出
せ
る
か
ら
で

あ
る
。
次
に
ま
た
、
同
様
の
観
点
か
ら
福
岡
城
下
及
び
筑
前
国
の
風
水
害
や
火

災
．
地
震
等
の
災
異
も
多
く
を
掲
げ
る
よ
う
に
し
た
。

本
来
、
備
考
欄
を
設
け
て
掲
げ
る
べ
き
性
格
の
も
の
も
紙
幅
の
制
約
上
同
一

欄
に
掲
げ
た
。

年
表
の
性
格
上
、
に
わ
か
に
年
代
を
限
定
で
き
な
い
史
料
は
割
愛
し
た
。
例

え
ば
、
現
在
刊
行
中
の
『
福
岡
県
史
』
〔
㈱
西
日
本
文
化
協
会
　
地
域
史
研
究
所

刊
〕
の
う
ち
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
（
上
）
　
（
下
）
〔
昭
和
五
十
七
．
五
十

八
年
刊
〕
に
は
加
水
・
長
政
時
代
の
普
請
・
作
事
に
関
わ
る
史
料
が
豊
富
に
収

録
さ
れ
て
い
る
が
、
年
代
と
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
割
愛
し
た
。

な
お
、
年
代
の
範
囲
に
つ
い
て
は
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
の
黒
田
氏
の
筑

前
国
入
国
か
ら
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
ま
で
と
し
た
。
明
治
維
新
後
の

城
跡
の
改
変
に
つ
い
て
は
、
そ
の
あ
と
を
辿
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
ら

れ
る
が
、
紹
介
済
み
の
資
料
類
で
出
典
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
り
、

全
体
と
し
て
明
治
維
新
以
後
に
関
し
て
は
今
後
の
所
在
調
査
を
期
し
た
い
。

明
治
維
新
後
の
福
岡
城
関
係
資
料
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
「
明
治
初

年
　
福
岡
県
養
蚕
其
他
二
間
ス
ル
記
録
」
（
福
岡
県
史
編
さ
ん
資
料
7
7
8
～
7
8
1
　
福

岡
県
立
図
書
館
蔵
）
と
、
「
崇
福
寺
文
書
」
（
崇
福
寺
文
書
1
0
9
3
～
1
l
0
期
、
甜
　
崇
福

寺
蔵
　
福
岡
市
博
多
区
千
代
四
丁
目
7
－
7
9
　
）
と
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
、
福

岡
城
三
の
丸
を
桑
茶
製
育
試
験
場
に
し
て
殖
産
興
業
を
試
み
た
記
録
で
あ
り
、

そ
の
一
端
は
高
野
孤
鹿
氏
が
『
平
和
台
の
考
古
資
料
（
一
）
』
（
昭
和
四
十
七
年
）

で
「
福
岡
県
史
稿
」
（
福
岡
県
立
図
書
館
蔵
）
所
収
の
大
蔵
省
指
令
等
を
引
い
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
福
岡
城
櫓
．
城
門
払
下
げ
に
関
す
る
史
料
で
あ

る
（
同
史
料
は
、
『
福
岡
市
の
近
世
社
寺
建
築
』
調
査
責
任
者
土
田
充
義
氏
　
福

岡
市
教
育
委
員
会
　
平
成
二
年
刊
に
花
見
櫓
・
塩
見
櫓
の
平
面
略
図
と
と
も
に

所
収
）
。

後
者
の
櫓
払
下
げ
に
関
す
る
申
請
理
由
は
、
崇
福
寺
が
黒
田
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
由
緒
を
も
つ
こ
と
を
前
段
と
し
て
、
以
下
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
事
る
。

「
斯
ノ
如
キ
首
城
砦
附
属
ノ
模
櫓
ハ
今
日
二
於
テ
容
易
二
見
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル

特
殊
ノ
建
築
物
」
で
あ
り
、
「
歴
史
研
究
上
ノ
参
考
」
、
「
各
種
ノ
学
校
生
徒
及
学
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西
家

日
記

野
口

年
報

廃
城

林林便
覧

附
録

分
限

平
和

祝
部

田

　

＝

．
文
中
－
／

歩
兵

マ
ト

三
奈

南
丸

妙
行

毛
利

山
中

養
蚕

要
録

吉
田

聯
隊

西
家
文
書
　
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
（
上
）
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
5
7
年

野
村
望
東
尼
『
比
賓
嶋
日
記
』
佐
佐
木
信
綱
編
『
野
村
望
東
尼
全
集
』
野
村
望
東
尼
全
集
刊
行
会
　
昭
和
3
3
年

野
口
家
文
書
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
　
（
上
）
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
5
7
年

『
一
六
〇
四
年
度
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
』
　
E
u
b
e
r
t
 
C
i
e
s
－
i
K
 
S
．
Ⅰ
・
「
慶
長
年
間
に
お
け
る
博
多
の
キ
リ
シ
タ
ン
」
（
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
1
9
輯
　
吉
川
弘
文
館

昭
和
5
4
年
）

森
山
英
一
『
明
治
維
新
．
廃
城
一
覧
』
新
人
物
往
来
社
　
平
成
元
年

林
家
文
書
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
　
（
下
）
　
（
財
）
　
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
5
8
年

林
（
美
）
文
書
　
「
嘉
永
六
月
御
着
城
御
出
方
絵
図
控
」
　
（
財
）
　
西
日
本
文
化
協
会
福
岡
県
地
域
史
研
究
所
蔵

黒
田
家
文
書
1
　
（
部
分
書
目
便
覧
）
　
福
岡
県
立
図
書
館
蔵

加
藤
一
純
．
鷹
取
周
成
『
筑
前
国
続
風
土
記
附
録
』
　
寛
政
十
二
七
八
九
）
年
　
川
添
昭
二
．
福
岡
古
文
書
を
読
む
会
校
訂
　
文
献
出
版
　
昭
和
5
2
～
5
3
年

福
岡
地
方
史
談
会
校
訂
　
『
黒
田
三
溝
分
限
帳
』
　
福
岡
地
方
史
談
会
　
昭
和
5
3
年

高
野
孤
鹿
『
平
和
台
考
古
資
料
目
録
』
　
昭
和
4
5
年

祝
部
至
善
「
明
治
三
十
七
八
年
頃
　
福
岡
願
療
ヲ
中
心
ト
セ
ル
福
岡
市
ノ
一
部
」
『
福
岡
市
史
』
別
巻
　
福
岡
市
役
所
　
昭
和
4
3
年

細
川
家
史
料
八
　
『
大
日
本
近
世
史
料
』
　
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
5
7
年

歩
兵
第
百
八
十
七
聯
隊
駐
屯
図
面
　
福
岡
市
教
育
委
員
会
文
化
課
蔵
写
真

『
マ
ト
ス
回
想
録
』
　
H
u
訂
r
t
 
C
i
e
s
－
i
K
 
S
．
Ⅰ
・
「
慶
長
年
間
に
お
け
る
博
多
の
キ
リ
シ
タ
ン
」
　
（
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
1
9
輯
　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
5
4
年
）

三
奈
木
黒
田
家
文
書
　
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
　
（
下
）
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
5
8
年

福
岡
城
南
丸
多
聞
櫓
梁
納
墨
書
、
福
岡
城
南
丸
多
聞
櫓
棟
札
　
『
重
要
文
化
財
福
岡
城
南
丸
多
聞
櫓
修
理
工
事
報
告
書
』
　
福
岡
市
教
育
委
員
会
　
昭
和
5
0
年

妙
行
寺
文
書
　
森
山
み
ど
り
「
博
多
に
お
け
る
真
宗
寺
院
の
初
伝
－
妙
行
寺
文
書
を
め
ぐ
っ
て
l
」
　
『
福
岡
県
地
域
史
研
究
』
第
9
号
　
平
成
2
年
3
月

毛
利
家
文
書
　
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
（
下
）
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
5
8
年

黒
田
家
家
令
山
中
立
木
書
状
　
（
遠
藤
甚
蔵
宛
）

「
明
治
初
年
　
福
岡
県
養
蚕
其
他
二
開
ス
ル
記
録
」
　
福
岡
県
史
編
さ
ん
資
料
7
7
8
～
7
8
1
　
福
岡
県
立
図
書
館
蔵

秀
村
選
三
．
武
野
要
子
・
藤
本
隆
志
・
松
下
志
朗
．
東
宝
宣
昌
校
訂
『
博
多
津
要
録
』
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
　
昭
和
5
0
～
5
3
年

棺
垣
元
吉
監
修
『
吉
田
家
博
録
』
　
太
宰
府
天
満
宮
　
昭
和
5
6
年

福
岡
第
二
十
四
聯
隊
鎮
魂
紀
念
祭
之
園
　
福
岡
市
教
育
委
員
会
文
化
課
蔵
写
真

凡
　
例
　
に
　
代
　
え
　
て

一
　
は
じ
め
に

『
福
岡
城
関
係
資
料
年
表
稿
』
（
以
下
、
『
年
表
稿
』
と
す
る
。
）
に
若
干
の
注

記
を
加
え
た
い
°

国
の
史
跡
福
岡
城
跡
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
長
年
に
わ
た
る
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
九
八
七
　
（
昭
和
六
十
二
）
　
年
末
か
ら
始

ま
っ
た
鴻
臚
館
跡
発
掘
調
査
を
契
機
に
し
て
い
わ
ば
そ
の
上
物
で
あ
る
福
岡
城

跡
へ
の
関
心
の
度
合
も
更
に
増
し
た
感
が
あ
る
°
　
昭
和
六
十
三
年
度
に
は
　
『
舞

鶴
城
址
将
来
構
想
委
員
会
』
が
設
置
さ
れ
、
平
成
三
年
度
そ
の
答
申
が
な
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
前
よ
り
年
に
二
～
三
回
程
福
岡
城
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は

あ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
四
十
七
の
櫓
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
四

十
七
の
名
称
を
知
り
た
い
と
か
・
友
泉
亭
に
通
じ
る
抜
け
穴
が
あ
っ
た
と
聞
く

が
今
も
あ
る
の
か
と
か
、
舞
鶴
城
と
い
う
別
称
の
由
来
を
知
り
た
い
と
か
、
等
々

の
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
前
記
の
状
況
の
出
来
の
中
で
更
に
資
料
を
要
求
さ

れ
る
照
会
が
増
え
た
の
で
あ
る
が
、
正
鵠
を
得
た
回
答
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の
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出
典
一
覧

本
年
表
の
事
項
末
尾
の
（
　
）
内
に
略
称
で
あ
げ
た
出
典
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
出
典
の
配
列
は
通
常
の
読
み
に
従
っ
て
五
十
音
順
で
掲
げ
た
。

相
葉

麻
生

伊
丹

大
田

小
河

回
想

鶴
城

家
事

家
中

家
譜

贋
札

祈
念

九
州

旧
福

黒
田

啓
藩

郡
家

災
異

西
徳

西
遊

散
歩

史
稿

市
史

事
蹟

嶋
井

始
末

修
史

主
図

加
水

資
料

菅
家

石
城

瀬
戸

仙
崖

宗
湛

崇
福

続
風

諸
家

高
橋

探
索

筑
紫

長
崎

長
野

相
葉
佳
風
氏
宅
標
石
　
福
岡
市
中
央
区
地
行
1
1
3
－
3
0

新
城
常
三
校
訂
『
麻
生
文
書
』
『
九
州
史
料
叢
書
』
3
9
　
九
州
史
料
刊
行
会
　
昭
和
4
1
年
　
／

伊
丹
家
資
料
7
4
6
　
（
『
山
林
古
老
伝
』
）
　
福
岡
市
民
図
書
館
蔵

大
田
資
料
　
福
岡
県
立
図
書
館
蔵

小
河
家
文
書
　
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
（
上
）
　
蔚
）
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
5
7
年

老
の
回
想
録
　
秀
村
選
三
編
『
近
世
福
岡
博
多
史
料
』
第
一
集
所
収
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
　
昭
和
5
6
年

岡
澤
三
中
編
『
鶴
城
起
源
』
福
岡
古
野
貢
　
明
治
3
1
年

黒
田
家
文
書
1
6
2
　
（
変
災
之
巻
3
）
　
福
岡
県
立
図
書
館
蔵

「
福
岡
藩
家
中
分
限
帳
」
　
『
福
岡
県
史
資
料
』
第
九
輯
　
覆
刻
版
　
名
著
出
版
　
昭
和
4
7
年

川
添
昭
二
．
福
岡
古
文
書
を
読
む
会
校
訂
『
新
訂
増
補
黒
田
家
譜
』
　
文
献
出
版
　
昭
和
5
7
～
5
8
牛

堀
尾
彦
六
郎
談
「
明
治
三
年
福
岡
藩
贋
札
事
件
の
頼
末
」
『
筑
紫
史
談
』
第
式
拾
八
集
　
大
正
1
2
年

福
岡
城
祈
念
櫓
棟
札

福
岡
城
下
町
．
博
多
．
近
隣
古
図
　
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
蔵

山
中
立
木
筆
録
「
旧
福
岡
藩
事
蹟
談
話
会
筆
録
」
『
筑
紫
史
談
』
第
参
拾
七
集
　
大
正
l
5
年

黒
田
家
資
料
　
福
岡
市
美
術
館
蔵

長
野
誠
輯
『
福
岡
啓
薄
志
』
　
福
岡
県
史
編
さ
ん
資
料
　
福
岡
県
立
図
書
館
蔵

郡
家
文
書
　
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
（
上
）
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
5
7
年

福
岡
測
候
所
編
纂
『
福
岡
県
災
異
誌
』
　
昭
和
Ⅱ
年

西
徳
寺
梵
鐘
　
直
方
市
山
部
本
町
5
4
0

古
川
古
桧
軒
『
西
遊
雑
記
』
　
天
明
三
年

安
川
巌
「
歩
兵
第
2
4
連
隊
兵
舎
の
爆
発
」
　
『
ふ
く
お
か
歴
史
散
歩
』
第
2
巻
　
福
岡
市
役
所
広
報
課
　
昭
和
5
7
年

福
岡
県
史
稀
　
福
岡
県
立
図
書
館
蔵

『
福
岡
市
史
』
別
巻
　
福
岡
市
役
所
　
昭
和
4
3
年

島
田
寅
次
郎
「
本
県
に
於
け
る
有
栖
川
宮
俄
仁
親
王
御
事
蹟
」
　
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
第
十
五
輯
　
昭
和
1
9
年
　
福
岡
県
文
化
財
資
料
刊
行
会

昭
和
5
5
年
覆
刻

「
鴨
井
氏
年
録
」
　
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
町
方
（
一
）
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
6
2
年

奈
良
原
至
「
福
岡
藩
贋
札
事
件
始
末
」
前
掲
島
田
寅
次
郎
「
本
県
に
於
け
る
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
御
事
蹟
」
所
収

「
修
史
余
録
別
集
」
十
　
福
岡
県
史
編
さ
ん
資
料
3
7
6
　
福
岡
県
立
図
書
館
蔵

山
県
大
弐
『
主
図
会
結
記
』
大
類
伸
編
集
『
日
本
城
郭
史
料
集
』
所
収
　
人
物
往
来
社
　
昭
和
4
3
年

金
子
堅
太
郎
『
黒
田
加
水
伝
』
大
正
5
年
　
覆
刻
版
　
文
献
出
版
　
昭
和
5
1
年

福
岡
県
史
編
さ
ん
資
料
　
福
岡
県
立
図
書
館
蔵

菅
家
文
書
　
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
（
上
）
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
5
7
年

津
田
元
顧
校
定
．
元
貫
編
録
『
石
城
志
』
明
和
二
年
二
七
六
五
）
年
　
筑
紫
史
談
会
　
大
正
8
年
刊
　
九
州
公
論
社
　
昭
和
5
2
年
刊

瀬
戸
文
書
　
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
町
方
二
）
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
6
2
年

仙
崖
「
博
多
図
並
賛
」
福
岡
市
美
術
館
蔵

芳
賀
幸
四
郎
校
訂
『
宗
湛
日
記
』
茶
道
古
典
全
集
第
六
巻
　
淡
交
新
社
　
昭
和
3
3
年

崇
福
寺
文
書
　
崇
福
寺
（
福
岡
市
博
多
区
千
代
1
－
7
－
7
9
）
所
蔵

貝
原
益
軒
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
　
宝
永
六
　
（
一
七
〇
九
）
年
　
名
著
出
版
　
昭
和
4
8
年

諸
家
文
書
　
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
（
下
）
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
5
8
年

高
橋
家
文
書
　
『
福
岡
県
史
』
近
世
史
料
編
福
岡
藩
初
期
（
上
）
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
地
域
史
研
究
所
　
昭
和
5
7
年

三
木
俊
秋
．
桑
波
田
輿
校
訂
「
筑
前
筑
後
肥
前
肥
後
探
索
書
」
　
『
九
州
史
料
叢
書
』
1
6
　
九
州
史
料
刊
行
会
　
昭
和
3
3
年

筑
紫
豊
『
黒
田
家
御
所
蔵
古
記
録
調
査
概
報
』
昭
和
3
7
年
　
福
岡
県
立
図
書
館
蔵

カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
Ⅰ
ケ
　
『
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
日
々
』
東
洋
文
庫
2
6
　
平
凡
社
　
昭
和
3
9
年

『
長
野
日
記
』
秀
村
選
三
編
『
近
世
福
岡
博
多
史
料
』
第
一
集
所
収
　
（
財
）
西
日
本
文
化
協
会
　
昭
和
5
6
年
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明
治
　
　
十
（
一
八
七
七
）

明
治
十
九
　
二
八
八
六
）

明
治
二
十
　
二
八
八
七
）

明
治
二
十
四
二
八
九
一
）

明
治
二
十
五
二
八
九
二
）

明
治
二
十
六
二
八
九
三
）

三
月
　
　
九
日

三
月
二
十
七
日

六
月

是
　
　
　
　
　
年

十
二
月
　
十
二
日

一
月
　
十
七
日

二
月
　
十
九
日

三
月
　
　
八
目

三
月
　
十
三
日

四
月
　
　
十
日

明
治
二
十
八
二
八
九
五
）

明
治
三
十
二
一
八
九
八
）

明
治
三
十
四
二
九
〇
〓

明
治
三
十
五
二
九
〇
二
）

明
治
三
十
八
二
九
〇
五
）

明
治
四
十
　
二
九
〇
七
）

明
治
四
十
二
一
九
〇
八
）

大
正
　
　
四
二
九
一
五
）

大
正
　
　
五
二
九
一
六
）

大
正
　
　
七
二
九
一
八
）

大
正
　
　
八
二
九
一
九
）

大
正
　
　
九
二
九
二
〇
）

大
正
　
十
二
一
九
二
二
）

大
正
　
十
四
二
九
二
五
）

昭
和
　
　
八
二
九
三
三
）

昭
和
　
十
九
二
九
四
四
）

昭
和
　
二
十
二
九
四
五
）

十
一
月
二
十
一
日

是
　
　
　
　
　
年

一
月

八

月

　

一

目

十
二
月
二
十
四
日

四
月
　
二
十
日

五
月
二
十
九
日

十
二
月

是

　

　

　

．

年

是
　
　
　
　
・
年

四
月

是
　
　
　
　
　
年

四
月

六
月

三
月
　
　
六
日

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

四
月

九
月

征
討
総
督
二
品
親
王
有
栖
川
職
仁
親
王
、
旧
福
岡
城
本
丸
等
を
巡
見
し
鎮
台
分
営
を
点
検
す
。
（
事
項
）

越
智
彦
四
郎
ら
不
平
士
族
、
西
郷
隆
盛
の
挙
兵
に
呼
応
し
て
福
岡
城
の
襲
撃
を
企
て
る
が
鎮
圧
さ
れ
失
敗
o
　
（
廃
城
）

歩
兵
第
二
十
四
聯
隊
が
編
成
さ
れ
城
内
に
駐
屯
、
昭
和
2
0
年
ま
で
兵
営
と
し
て
使
用
さ
れ
る
°
　
（
廃
城
）

那
珂
川
西
岸
の
研
形
門
以
北
の
石
垣
及
び
西
中
島
橋
の
樹
形
門
を
撤
去
。
（
廃
城
）

安
永
三
年
長
崎
台
場
築
立
事
情
、
筑
前
の
古
絵
図
等
に
つ
い
て
照
会
（
東
京
か
ら
福
岡
へ
）
°
　
（
家
譜
）

桧
原
方
直
他
二
名
よ
り
西
川
護
．
兵
藤
利
明
宛
書
簡

筑
前
古
絵
図
（
博
多
．
福
岡
．
名
鴫
そ
の
他
古
戦
場
類
共
）
　
の
送
附
依
頼
。
（
家
譜
）

兵
藤
利
明
よ
り
桧
原
方
直
等
宛
書
簡

筑
前
古
図
に
つ
い
て
　
（
康
安
牛
中
外
名
嶋
．
岩
屋
．
御
家
御
入
国
後
之
図
式
）
。
（
家
譜
）

桧
原
方
直
他
二
名
よ
り
其
藤
利
明
宛
書
簡

編
輯
資
料
受
領
目
録
内

岩
屋
古
城
全
図
．
福
博
古
図
．
名
鳴
御
城
略
図
各
一
枚
。
（
家
譜
）

桧
原
方
直
他
二
名
よ
り
兵
藤
利
明
宛
書
簡

福
岡
の
絵
図
屋
敷
割
ま
で
添
・
そ
ら
れ
た
全
備
の
分
の
送
附
依
頼
。
（
家
語
）

桧
原
方
直
他
二
名
よ
り
兵
藤
利
明
宛
書
簡

古
書
・
絵
図
の
送
付
依
頼
。
（
家
譜
）

桧
原
方
直
他
二
名
よ
り
兵
藤
利
明
宛
書
簡

受
領
目
録
内

・
文
久
四
子
犬
鳴
谷
御
別
館
御
取
建
坪
割
図
並
附
属
之
野
原
見
取
り
図

，
筑
前
回
各
郡
古
城
カ
所
付
図
面

・
菊
地
古
戦
場
早
良
郡
略
図

．
博
多
古
図
一
種
ノ
内

各
一
枚
苑
　
（
家
譜
）

「
福
岡
第
二
十
四
聯
隊
鎮
魂
紀
念
祭
之
園
」
印
刷
発
行
さ
る
。
下
橋
御
門
．
松
木
坂
御
門
．
桐
木
坂
御
門
及
び
月
見
櫓
・
祈
念
櫓
．
潮
見
櫓
．
花
見
櫓
以
下
十
六
の
櫓
画
か

れ
て
あ
り
。
ま
た
、
高
屋
敷
跡
に
城
郭
遺
構
風
の
建
築
物
画
か
れ
て
あ
り
。
（
聯
隊
）

「
鶴
城
起
源
」
刊
、
附
図
に
軍
学
家
香
西
家
蔵
の
「
福
岡
城
之
園
」
あ
り
。
（
鶴
城
）

豊
後
国
鋳
物
師
渡
連
弥
兵
衛
、
正
蓮
寺
（
田
川
郡
方
丈
町
伊
方
）
　
の
梵
鐘
（
福
岡
城
棲
鐘
）
を
補
工
す
。
（
梵
鐘
）

金
物
櫓
爆
発
炎
上
す
。
（
散
歩
）

祝
部
至
善
（
明
治
一
五
～
昭
和
四
十
九
）
に
「
明
治
三
十
七
八
年
頃
、
福
岡
県
療
ヲ
中
心
ト
セ
ル
福
岡
市
ノ
一
部
」
と
題
す
風
俗
絵
あ
り
。
中
に
、
下
ノ
橋
．
赤
坂
門
．
薬

院
門
辺
り
を
画
く
絵
あ
り
。
（
祝
部
）

崇
福
寺
、
旧
福
岡
城
の
花
見
矢
倉
．
汐
見
矢
倉
二
棟
の
下
附
願
い
を
陸
軍
省
に
提
出
す
る
。
（
崇
福
皿
）

福
岡
市
役
所
、
旧
城
内
櫓
払
下
げ
の
代
金
二
十
七
円
十
五
銭
の
受
領
証
を
崇
福
寺
に
交
付
す
る
。
（
崇
福
腑
）

崇
福
寺
、
今
般
払
下
げ
許
可
に
な
っ
た
花
見
．
汐
見
櫓
の
二
棟
の
引
取
に
際
し
、
敷
石
の
下
附
願
い
を
提
出
す
る
。
（
崇
福
欄
）

こ
れ
よ
り
後
、
崇
福
寺
、
旧
福
岡
城
内
の
城
門
と
櫓
と
の
二
様
の
下
附
を
申
請
す
る
。
（
崇
福
1
0
9
9
）

金
子
堅
太
郎
「
黒
田
加
水
伝
」
刊
。
附
図
に
、
「
福
岡
城
本
丸
之
囲
」
「
福
岡
城
内
之
圃
」
あ
り
。
（
加
水
）

本
丸
表
門
、
花
見
櫓
、
月
見
櫓
を
崇
福
寺
へ
、
本
丸
裏
門
（
戦
災
焼
失
）
、
潮
見
櫓
等
を
浜
の
町
の
黒
田
家
別
郎
へ
、
祈
念
櫓
を
大
正
寺
へ
各
移
建
。
（
廃
城
）

崇
福
寺
、
旧
門
を
毀
ち
福
岡
城
の
城
門
を
移
築
し
て
山
門
と
す
る
。
（
崇
福
臓
㈲
）

福
岡
城
武
具
櫓
、
陸
軍
省
よ
り
福
岡
市
浜
町
の
黒
田
家
別
邸
に
払
下
げ
ら
る
。
（
石
城
）

皇
太
子
九
州
行
啓
し
、
福
岡
市
浜
町
の
黒
田
家
別
邸
移
築
の
武
具
櫓
に
於
て
各
種
の
武
器
を
見
る
。
（
山
中
）

陸
軍
省
囁
払
下
げ
の
「
福
岡
舞
鶴
城
」
の
櫓
、
崇
福
寺
末
大
正
寺
に
移
築
成
る
°
　
（
祈
念
）

「
老
の
回
想
録
」
起
稿
。
中
に
、
足
軽
住
居
地
地
行
．
春
吉
の
官
給
の
宅
地
割
に
つ
き
、
二
戸
の
宅
地
は
表
巾
三
間
奥
行
十
間
、
総
坪
三
十
坪
、
又
、
一
宅
地
毎
に
副
食
物

と
し
て
必
ず
一
植
樹
あ
る
べ
き
制
規
あ
り
L
と
。
（
回
想
）

西
側
の
大
濠
を
改
修
し
大
濠
公
園
を
造
成
。
（
廃
城
）

大
濠
の
東
．
南
側
の
濠
を
埋
め
立
て
る
°
　
（
廃
城
）

歩
兵
第
百
八
十
七
聯
隊
、
旧
福
岡
城
内
に
編
成
駐
屯
す
、
旧
水
之
手
、
下
屋
敷
の
池
、
現
存
す
。
（
歩
兵
）

米
占
領
軍
一
時
城
内
へ
進
駐
。
（
廃
城
）
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元
治
　
元
　
（
一
八
六
四
）

慶
応
　
元
　
二
八
六
四
）

慶
応
年
間

明
治
　
二
　
二
八
九
六
）

明
治
　
三
　
二
八
七
〇
）

明
治
　
四
　
二
八
七
一
）

明
治
　
五
　
二
八
七
二
）

明
治
ユ
ハ
　
二
八
七
三
）

明
治
　
七
　
二
八
七
四
）

明
治
　
八
　
二
八
七
五
）

明
治
　
九
　
二
八
七
六
）

明
治
　
十
　
（
一
八
七
七
）

六
月
二
十
五
日

七
月
　
　
二
目

七
月
　
　
三
日

十
一
月
十
四
日

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

三
月

六
月
二
十
六
日

二
月
　
十
九
日

七
月
　
十
九
日

三
月
　
　
九
日

七
月
　
　
二
日

七
月
　
　
十
日

七
月
　
十
一
日

七
月
　
十
四
日

七
月
　
十
五
日

七
月
　
十
八
日

七
月
二
十
五
日

七
月

八
月

九
月
　
　
二
日

十
月
　
十
九
日

二
月
二
十
五
日

三
月

六
月

八
月
　
十
五
日

是
　
　
　
　
　
年

一
月

一
円
　
　
四
日

六
月
　
二
十
日

十
月

是
　
　
　
　
　
年

十
月
上
旬

是

　

　

　

　

牛

五
月

是
　
　
　
　
　
年

三

月

　

一

目

．
市
中
火
消
と
し
て
足
軽
頗
四
人
組
を
定
め
る
。

・
火
災
の
際
は
、
早
太
鼓
・
早
拍
子
木
を
打
つ
こ
と
。
（
大
田
5
5
）

喜
多
岡
勇
平
の
斬
師
吉
、
黒
門
橋
へ
標
出
。
（
家
譜
）

斬
師
吉
に
対
し
、
癖
駁
書
を
黒
門
橋
へ
標
出
。
（
家
譜
）

勤
王
党
派
余
累
、
博
多
中
島
橋
に
璃
願
書
を
標
出
。
（
家
譜
）

野
村
望
東
尼
、
姫
島
流
滴
の
命
下
り
、
こ
の
夜
草
力
江
の
堤
伝
い
に
護
送
さ
る
°
く
さ
か
江
に
今
宵
流
る
る
月
影
は
ま
た
あ
す
の
よ
も
め
ぐ
り
か
へ
ら
む
。
（
日
記
）

大
老
黒
田
一
美
、
中
老
久
野
治
左
衛
門
、
向
野
村
乗
馬
、
同
浦
上
数
馬
、
同
大
音
左
京
、
同
立
花
采
女
、
同
郡
左
近
、
同
毛
利
内
記
、
城
内
に
居
住
す
。
（
分
限
）

土
手
丁
住
の
大
嶺
支
配
、
穴
生
方
戸
波
二
郎
左
衛
門
の
知
行
高
二
百
十
石
、
出
口
住
の
馬
廻
組
戸
波
又
兵
衛
の
知
行
高
百
石
。
（
分
限
）

慶
応
年
中
筑
前
福
岡
屋
敷
割
。
（
大
田
1
1
7
）

仏
式
兵
式
を
採
用
、
福
岡
城
内
黒
田
空
邸
を
伝
習
所
に
宛
て
、
騎
兵
は
南
馬
場
に
て
伝
習
。
（
家
譜
）

諸
務
変
革
の
廉
書
達
せ
ら
れ
る
。
十
一
条
、
内
、
支
配
地
総
絵
図
を
差
し
出
す
条
有
り
。
（
家
譜
）

福
岡
藩
の
太
政
官
札
贋
造
発
覚
。
前
年
よ
り
城
内
の
野
村
屋
敷
跡
の
空
き
屋
敷
を
製
造
場
と
し
て
行
わ
れ
る
。
（
贋
札
）

博
多
神
湊
商
会
、
藩
の
通
商
司
に
て
、
博
多
洲
崎
町
に
在
り
。
銀
会
所
、
藩
札
交
換
所
に
て
福
岡
本
町
に
在
り
。
（
家
譜
）

霞
力
開
藩
邸
の
絵
図
入
用
を
家
令
よ
り
申
し
越
す
。
（
家
譜
）

福
岡
藩
知
事
黒
田
長
知
免
官
さ
る
。
（
家
譜
）

新
知
事
有
栖
川
宮
殿
下
、
博
多
湾
に
着
鑑
、
鑑
中
、
箱
崎
潟
の
松
林
が
濃
梱
淡
霧
の
中
に
漂
妙
た
る
絶
景
を
覧
て
、
詠
歌
。
（
家
譜
）

有
栖
川
宮
、
入
庁
、
大
広
間
に
著
し
、
河
田
大
参
事
演
説
。
（
家
譜
）

福
岡
藩
兵
解
隊
命
令
、
直
ち
に
司
兵
局
（
福
岡
城
内
旧
国
老
黒
田
美
作
の
旧
邸
に
あ
り
）
を
閉
鎖
し
、
常
備
兵
を
解
散
。
（
家
譜
）

廃
藩
置
県
、
福
岡
県
庁
を
城
内
下
屋
敷
に
置
く
。
（
廃
城
）

県
庁
周
回
の
官
園
及
び
郭
内
士
族
邸
宅
跡
の
種
々
の
柑
類
・
竹
林
．
箪
・
蓮
の
売
却
益
金
を
以
っ
て
開
墾
費
用
に
宛
て
た
き
願
い
出
あ
り
。
（
養
蚕
）

長
持
、
家
族
と
と
も
に
福
岡
城
の
館
合
を
発
駕
、
福
岡
大
工
町
の
黒
田
一
雄
の
旧
浜
屋
敷
に
徒
転
。
（
家
譜
）

有
栖
川
宮
、
城
中
巡
覧
、
館
合
に
入
り
て
詠
歌
あ
り
°
き
の
ふ
ま
で
め
で
こ
し
人
の
名
残
り
に
や
露
に
し
ほ
る
る
庭
の
松
萩
。
（
始
末
）

佐
賀
隊
兵
隊
、
御
親
兵
と
し
て
、
藩
旗
を
翻
し
、
福
岡
城
門
を
ま
も
る
。
（
家
譜
）

福
岡
城
三
ノ
郭
は
城
外
と
す
る
指
令
あ
り
。
（
史
稿
）

旧
本
丸
に
於
い
て
、
九
日
よ
り
十
二
時
に
大
砲
を
一
発
づ
つ
毎
日
時
号
砲
を
執
行
す
る
こ
と
を
布
告
。
（
家
譜
）

今
日
よ
り
城
内
に
於
い
て
朝
八
時
畳
十
二
時
に
号
砲
を
打
つ
。
（
事
蹟
）

福
博
両
市
中
市
民
、
城
内
御
下
屋
敷
の
花
園
見
物
許
可
に
つ
き
群
衆
歓
楽
す
る
。
（
事
蹟
）

福
岡
県
、
福
岡
城
内
の
空
地
を
開
墾
し
、
桑
茶
の
育
成
、
養
蚕
の
興
業
を
図
る
、
先
ず
二
三
千
坪
の
仕
立
見
込
み
、
元
長
局
（
長
二
十
間
余
、
横
四
間
余
）
を
養
蚕
場
と
す
る
。

元
黒
田
一
美
屋
敷
（
九
反
九
畝
程
）
、
元
立
花
屋
敷
（
一
町
二
畝
程
）
、
元
郡
成
己
屋
敷
（
一
町
壱
畝
程
）
は
司
兵
局
入
用
、
官
宅
入
用
、
瓦
入
用
に
つ
き
建
家
現
存
。

元
毛
利
孫
十
郎
屋
敷
（
七
反
程
）
、
元
笠
城
屋
敷
（
六
反
七
畝
程
）
、
元
大
音
屋
敷
（
七
反
五
畝
程
）
、
元
野
村
屋
敷
（
九
反
四
畝
程
）
、
元
久
野
屋
敷
（
九
反
四
畝
程
）
は
、
空
地
。
但
し
元

野
村
屋
敷
内
に
小
板
茸
の
長
屋
一
軒
、
他
一
軒
、
元
郡
屋
敷
に
蔵
一
軒
残
る
°

毛
利
孫
十
郎
旧
宅
に
は
吉
田
輿
、
澤
野
央
。
、
石
内
武
七
郎
、
築
原
薫
、
原
田
萬
七
居
住
、
久
野
一
栄
旧
宅
に
は
小
金
丸
代
作
、
野
間
直
平
居
住
、
笠
置
直
通
旧
宅
に
は
高
橋
源
吉
居

住
す
。

元
作
事
方
に
あ
る
平
鍬
、
唐
鍬
、
伊
橡
鍬
、
熊
手
、
鶴
喘
、
鎌
、
錠
、
平
釜
の
諸
道
具
を
借
用
す
。

瓦
九
万
七
千
枚
払
下
げ
の
対
象
と
な
る
。
郭
内
に
旧
来
あ
っ
た
茶
園
も
追
々
摘
み
と
ら
す
。
上
ノ
橋
内
瓦
坂
よ
り
本
丸
東
門
ま
で
の
道
を
立
替
え
る
。
（
養
蚕
）

こ
れ
よ
り
先
、
「
福
岡
麒
療
旧
福
岡
城
郭
固
面
」
成
る
。
（
史
稿
）

福
岡
県
、
福
岡
城
外
三
ノ
郭
の
旧
知
事
宅
、
士
族
廃
宅
跡
を
初
め
と
す
る
荒
蕪
地
を
開
墾
し
、
桑
茶
製
育
試
験
場
を
起
こ
す
べ
く
大
蔵
省
へ
許
可
伺
い
を
提
出
す
る
°
（
史
稿
）

大
音
屋
敷
跡
の
小
池
の
蓮
根
を
志
摩
野
司
落
札
す
。
（
養
蚕
）

存
城
と
な
り
、
第
六
軍
管
に
属
す
。
（
廃
城
）

追
廻
門
よ
り
西
手
折
廻
し
県
庁
迄
の
内
の
石
垣
．
立
木
、
桐
ノ
木
坂
下
蔽
添
い
元
実
植
所
辺
の
場
所
、
旧
知
事
邸
宅
跡
、
花
見
櫓
．
塩
見
櫓
・
上
下
追
週
門
、
元
久
野
．
野

村
．
毛
利
・
笠
城
．
立
花
宅
跡
崩
シ
残
シ
物
、
そ
の
他
の
払
下
げ
願
い
あ
り
。
（
養
蚕
）

筑
前
竹
槍
一
揆
城
内
乱
入
、
県
庁
官
舎
を
焼
払
う
。
（
廃
城
）
筑
前
竹
槍
一
揆
、
福
岡
の
裏
手
よ
り
進
ん
で
下
の
橋
に
至
り
、
先
導
の
数
輩
、
桝
形
の
石
畳
を
乗
り
越
え
、

内
よ
り
鎖
せ
る
城
門
を
開
く
。
（
旧
福
）

旧
知
事
元
庁
内
は
是
道
春
時
に
は
遊
園
場
に
も
相
成
る
に
つ
き
、
第
一
第
二
大
区
よ
り
払
下
げ
後
も
遊
園
場
に
仕
度
き
申
し
立
て
あ
り
°
　
（
養
蚕
）

第
十
四
師
団
管
内
分
営
所
と
な
り
、
歩
兵
第
十
一
大
隊
の
分
遣
隊
が
駐
屯
。
（
廃
城
）

寛
文
四
年
二
六
六
四
）
改
鋳
の
福
岡
城
楼
鐘
を
、
田
川
郡
方
丈
町
伊
方
の
正
蓮
寺
購
入
す
る
。
（
西
徳
）

那
珂
川
西
岸
の
朴
形
門
以
南
の
石
垣
を
撤
去
。
（
廃
城
）

長
野
誠
、
二
宮
辛
口
所
蔵
の
「
寛
永
元
年
大
阪
御
普
請
二
詰
衆
」
を
補
訂
す
°
　
（
資
料
4
0
5
）

県
庁
城
外
に
移
転
、
兵
営
を
城
内
に
建
設
し
歩
兵
第
十
四
聯
隊
第
三
大
隊
の
分
遣
隊
が
駐
屯
。
（
廃
城
）

征
討
総
督
二
品
親
王
有
栖
川
職
仁
親
王
、
こ
の
日
福
岡
勝
立
寺
よ
り
福
岡
城
二
ノ
丸
に
転
営
す
。
（
事
蹟
）
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文
化
十
二
　
二
八
一
五
）

文
化
十
四
　
二
八
一
七
）

文
政
　
二
　
二
八
一
九
）

文
政
　
四
　
二
八
二
一
）

文
政
　
五
　
（
一
八
二
二
）

文
政
　
七
　
二
八
二
四
）

文
政
　
九
　
二
八
二
⊥
ハ
）

文
政
十
一
二
八
二
八
）

天
保
　
四
　
二
八
三
三
）

天
保
　
六
　
（
一
八
三
五
）

天
保
　
七
　
二
八
三
六
）

天
保
　
八
　
二
八
三
七
）

天
保
十
一
二
八
四
〇
）

弘
化
　
二
　
二
八
四
五
）

嘉
永
　
三
　
二
八
五
〇
）

嘉
永
　
四
∵
二
八
五
こ

高
水
　
五
　
二
八
五
二
）

嘉
永
　
六
　
二
八
五
三
）

嘉
永
　
七
　
二
八
五
四
）

嘉
永
年
間
　
〈
‥
八
四
八
～
五
四
）

安
政
　
二
　
二
八
五
五
）

安
政
　
五
　
二
八
五
八
）

万
延
　
元
　
二
八
六
〇
）

元
治
　
元
　
二
八
六
四
）

十
二
月
　
　
九
日

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

三
月
　
　
三
日

十
二
月
　
　
三
日

是
　
　
　
　
　
年

正
月
　
十
七
日

是
　
　
　
　
　
年

、
十
月
　
　
八
日

十
月
　
十
八
日

八
月
　
　
九
日

八
月
二
十
四
日

五
月
　
　
二
日

六
月
　
十
九
日

二
月
　
二
十
日

是
　
　
　
　
　
年

十
月
　
十
八
日

四
月
　
　
八
日

六
月
四
・
五
日

六
月
　
　
九
日

是
　
　
　
　
　
年

六
月
　
　
三
日

八
月
　
　
六
日

二
月
　
　
五
日

三
月
　
　
六
日

十
一
月

十
二
月
二
十
三
日

十
月
　
　
朔
日

三
月
　
　
七
日

六
月

五
月

六
月

六
月

十
月
　
　
朔
日

十
月
　
　
二
日

十
二
月
　
　
四
日

十
二
月
二
十
三
日

六
月

十
月

三
月
二
十
四
日

七
月

土
手
の
桜
の
木
の
協
に
存
寄
書
を
置
く
者
あ
り
。
（
吉
田
）

穴
生
方
戸
波
久
左
衛
門
の
知
行
高
弐
百
石
、
馬
過
組
戸
波
又
助
の
知
行
高
百
石
。
（
分
限
）

御
本
丸
御
家
頭
、
御
本
丸
御
玄
関
番
武
具
櫓
奉
行
、
煙
硝
蔵
奉
行
等
の
役
料
規
定
さ
る
°
　
（
分
限
）

本
丸
普
請
の
た
め
の
御
門
内
の
火
の
番
木
屈
焼
失
、
美
作
・
御
中
老
中
本
丸
へ
出
仕
。
（
家
事
）

御
家
老
話
の
間
、
住
居
替
に
て
、
御
酌
溜
入
用
に
付
き
、
家
諸
御
用
部
屋
向
の
間
に
移
る
。
（
家
諦
）

「
御
曲
輪
御
石
垣
破
損
所
朱
引
之
通
御
伺
絵
図
」
成
る
°
　
（
便
覧
）

記
録
所
、
二
階
へ
移
る
°
　
（
家
辞
）

下
ノ
橋
御
門
修
復
に
つ
き
御
用
番
大
久
保
加
賀
守
へ
絵
図
・
案
文
を
提
出
。
（
家
事
）

記
録
所
、
酌
溜
の
間
へ
移
る
。
（
家
藷
）

記
録
所
、
二
階
へ
移
る
。
明
年
、
再
び
酌
溜
へ
移
る
。
（
家
辞
）

御
国
大
風
雨
、
御
本
丸
御
櫓
等
吹
例
、
或
は
大
破
°
　
（
災
異
）

右
両
度
ノ
風
、
福
岡
至
っ
て
準
御
本
丸
御
櫓
四
ツ
吹
倒
。
（
災
異
）
　
堀
廻
り
所
々
吹
倒
れ
、
御
館
構
際
裏
門
吹
倒
る
。
（
家
事
）
　
東
西
に
か
け
火
災
あ
る
が
大
火
に
至

ら
ず
。
田
方
相
病
み
、
損
毛
°
　
（
家
事
）

薩
州
大
信
院
廟
前
へ
世
子
（
長
持
）
よ
り
石
燈
龍
一
体
寄
進
°
　
（
家
醇
）

斉
博
、
福
岡
波
止
場
よ
り
乗
船
、
水
練
の
業
を
一
覧
。
（
家
譜
）

中
嶋
裏
に
騎
射
馬
場
（
中
洲
畠
馬
場
）
を
作
る
た
め
奉
行
衆
検
分
す
。
（
瀬
戸
）

「
天
保
六
年
、
御
本
九
二
両
御
継
目
御
礼
之
節
之
図
式
」
成
る
。
（
便
覧
）

刀
置
所
の
事
、
御
酌
溜
詰
所
持
込
、
苦
し
か
ら
ず
の
こ
と
。
（
家
藩
）

聖
福
寺
第
百
二
十
三
．
百
二
十
五
世
住
持
仙
崖
捜
す
。
西
中
島
橋
及
び
桝
形
門
を
画
い
た
と
覚
し
き
画
幅
あ
り
。
（
仙
崖
）

領
内
、
上
座
郡
大
川
筋
増
水
、
土
手
破
損
、
田
島
砂
入
。
（
家
事
）

大
雨
に
て
城
下
裾
を
初
め
、
薬
院
．
春
吉
洪
水
、
そ
の
外
郡
々
も
洪
水
に
て
水
漬
け
、
川
土
手
破
損
、
山
抜
け
橋
落
ち
、
家
流
夫
、
死
人
、
牛
馬
溺
死
あ
り
、
城
過
り
砂
留

石
垣
破
損
°
　
（
家
事
）

大
雨
被
害
、
二
条
．
広
橋
棟
へ
届
け
る
°
　
（
家
事
）

大
風
に
て
御
館
破
損
多
く
、
城
下
侍
屋
敷
を
初
め
郡
々
破
損
多
し
、
田
島
作
物
等
損
毛
あ
り
。
（
家
事
）

四
ツ
半
時
頃
よ
り
大
風
雨
、
御
館
破
損
、
城
下
を
初
め
郡
々
破
損
多
く
、
田
島
作
物
損
毛
あ
り
。
（
家
事
）

桜
田
邸
類
焼
、
斉
清
は
長
元
の
芝
新
堀
邸
へ
、
夫
人
は
溜
池
邸
へ
立
退
く
、
但
し
、
北
側
霞
通
坂
下
表
御
長
屋
、
北
御
物
見
よ
り
表
御
門
迄
の
御
長
屋
、
坂
下
内
御
長
屋
は
、

無
事
。
（
家
譜
）

斉
清
、
新
堀
邸
よ
り
桜
田
北
物
見
長
屋
へ
引
き
移
る
。
（
家
譜
）

都
府
楼
跡
保
存
せ
ん
と
し
、
碑
石
を
建
立
。
（
表
）
都
府
楼
奮
跡
　
（
裏
）
嘉
永
五
年
王
子
正
月
建
。
（
家
譜
）

長
持
厄
視
に
仲
、
御
家
譜
編
集
手
伝
両
人
共
、
広
隈
に
て
、
酒
．
吸
い
物
．
小
樽
餅
を
項
戴
す
。
（
家
譜
）
．

桜
田
邸
落
成
、
奥
向
は
落
成
に
到
ら
ず
。
（
家
譜
）

桜
田
郎
普
請
成
就
°
　
（
家
譜
）

呉
服
町
の
大
工
弥
三
日
、
南
丸
西
平
櫓
の
立
替
に
従
事
す
。
（
南
丸
）

前
年
三
月
よ
り
始
め
た
南
丸
西
平
櫓
南
よ
り
長
さ
二
十
八
開
（
第
一
室
よ
り
第
十
五
室
）
の
新
規
建
て
替
え
、
成
就
す
。
作
事
奉
行
に
戸
披
久
右
衛
門
宗
允
あ
り
。
（
南
丸
）

こ
れ
よ
り
先
江
戸
上
屋
敷
普
請
に
つ
き
、
瀬
戸
惣
右
衛
門
以
下
御
用
開
町
人
、
瓦
二
万
枚
を
指
上
ぐ
。
（
瀬
戸
）

長
浦
、
福
岡
着
城
に
つ
き
御
出
方
絵
図
成
る
°
上
の
橋
御
門
よ
り
城
内
側
に
幅
六
間
の
瓦
坂
、
黒
田
播
磨
屋
敷
前
の
土
手
沿
い
に
椒
（
か
ら
た
ち
）
の
生
け
垣
あ
り
。
（
林
）

記
録
所
、
二
階
下
の
間
を
引
き
渡
さ
れ
る
。
（
家
諮
）

江
戸
大
地
震
、
四
郎
御
館
御
長
屋
大
破
°
　
（
家
譜
）

大
書
院
、
世
子
御
部
屋
、
奥
御
芥
屋
、
解
除
°
　
（
家
譜
）

長
崎
海
軍
伝
習
所
カ
ッ
テ
ン
デ
ィ
ー
ケ
一
行
福
岡
に
入
港
°
池
や
噴
水
を
設
け
た
椅
麗
な
庭
の
あ
る
藩
侯
の
邸
に
伺
候
す
る
。
（
長
崎
）

「
福
岡
藩
家
中
分
限
帳
」
成
る
、
土
手
の
丁
住
、
大
頭
支
配
穴
生
方
戸
波
二
郎
左
衛
門
の
知
行
高
二
百
十
石
、
出
口
住
、
御
馬
週
組
の
戸
波
又
兵
衛
の
知
行
高
百
石
°
（
家
中
）

御
路
次
方
、
利
休
流
の
堀
川
書
蔵
は
鳥
飼
芥
屋
内
居
住
す
。
掃
除
坊
主
二
百
五
十
一
人
、
御
花
作
り
十
二
人
あ
り
。
（
家
中
）

三
月
よ
り
始
め
た
櫓
の
新
規
建
替
え
、
こ
の
日
成
就
す
、
作
事
奉
行
戸
波
二
郎
左
衛
門
宗
允
。
（
祈
念
）

吉
田
太
郎
正
実
、
中
原
出
羽
守
安
定
、
牧
市
内
勝
聾
を
斬
殺
、
唐
人
町
口
門
に
一
紙
を
掲
げ
て
そ
の
罪
を
知
ら
し
む
。
又
、
博
多
米
商
原
惣
右
衛
門
を
斬
殺
し
そ
の
首
級
を

黒
門
に
掲
げ
る
。
（
家
藩
）

異
国
船
渡
来
時
に
お
け
る
相
図
の
打
ち
方
規
則
を
定
め
る
。

・
玄
海
に
て
相
図
打
ち
、
志
賀
西
堂
崎
波
奈
に
て
受
け
継
ぎ
、
本
丸
に
て
太
鼓
・
鐘
交
互
に
打
ち
、
園
応
寺
他
十
三
寺
に
て
鐘
を
打
つ
こ
と
°

．
相
図
に
よ
り
、
旗
本
輩
は
御
館
御
門
前
に
、
城
下
在
郷
の
者
に
つ
い
て
は
、
黒
門
よ
り
東
、
大
名
町
．
谷
追
廻
辺
居
住
の
者
は
上
ノ
橋
に
、
天
神
丁
よ
り
東
春
吉
．
薬
院
．

博
多
辺
は
橋
口
天
満
宮
境
内
、
黒
門
よ
り
東
、
地
行
．
烏
飼
．
西
新
は
八
幡
宮
社
内
に
そ
れ
ぞ
れ
集
合
の
こ
と
。

．
春
吉
組
足
軽
頭
以
上
は
薬
院
門
、
地
行
組
足
軽
頭
ロ
は
下
ノ
橋
に
集
合
の
こ
と
。
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寛
政
　
七
　
（
一
七
九
五
）

寛
政
　
八
　
二
七
九
六
）

寛
政
　
九
　
二
七
九
七
）

寛
政
　
十
　
二
七
九
八
）

寛
政
十
二
　
二
八
〇
〇
）

寛
政
十
三
　
二
八
〇
〓

享
和
　
元
　
二
八
〇
一
）

享
和
　
二
　
二
八
〇
二
）

享
和
　
三
　
二
八
〇
三
）

文
化
　
元
　
二
八
〇
四
）

文
化
　
二
　
二
八
〇
五
）

文
化
　
三
　
二
八
〇
六
）

文
化
　
四
　
二
八
〇
七
）

文
化
　
五
　
二
八
〇
八
）

文
化
　
六
　
二
八
〇
九
）

文
化
　
八
　
二
八
一
〓

文
化
　
九
　
二
八
一
二
）

文
化
　
十
（
一
四
一
三
）

文
化
十
一
二
八
一
四
）

文
化
十
二
　
二
八
一
五
）

二
月
　
　
七
日

五
月
　
　
八
日

八
月
二
十
四
日

十
二
月
　
　
七
日

是
　
　
　
　
　
後

是
　
　
　
　
　
先

三
月
　
　
十
日

七
月
二
十
八
日

十
一
月
　
十
七
日

六
月
　
十
八
日

二
月
　
　
朔
日

五
月
　
　
七
日

五
月

十
二
月
二
十
八
日

四
月
　
十
八
日

正
月

七
月
二
十
八
日

九
月
　
　
朔
日

九
月
　
　
四
日

正
月
　
十
七
日

五
月
二
十
五
日

二
月
　
二
十
日

四
月
二
十
四
日

五
月
　
十
三
日

八
月
二
十
九
日

十
一
月
　
　
十
日

十
二
月
　
　
四
日

四
月
　
　
六
日

六
月
　
十
四
日

二
月
　
　
五
目

六
月
二
十
三
日

七
月
　
　
朔
日

八
月
二
十
一
日

九
月
　
　
二
目

十
月
　
　
四
日

十
一
月
　
十
四
日

十
二
月
　
十
六
日

十
二
月
　
十
二
日

三
月
　
十
四
日

三
月
二
十
八
日

四
月
　
十
一
日

十
一
月
　
　
朔
日

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

九
月
二
十
八
日

八
月
　
十
六
日

十
二
月
二
十
八
日

十
一
月
二
十
七
日

増
上
寺
献
備
の
灯
籠
修
補
す
。
（
家
譜
）

斉
隆
、
荒
戸
山
別
館
に
到
る
。
（
家
譜
）

斉
隆
逝
去
。
（
家
譜
）

老
臣
、
大
書
院
に
列
座
し
諸
役
人
を
召
し
て
、
財
用
心
得
を
令
す
。
（
家
譜
）

斉
隆
の
石
碑
は
、
早
良
郡
柏
原
山
に
て
切
り
立
て
、
翌
年
秋
に
完
成
す
o
　
（
家
譜
）

斉
隆
、
長
政
の
遺
風
を
し
た
い
、
本
丸
釈
迦
の
間
に
て
異
見
会
を
行
な
う
。
（
家
譜
）

桜
田
邸
、
営
作
中
途
に
て
火
災
と
な
る
。
（
家
譜
）

国
中
の
洪
水
災
害
の
損
害
を
幕
府
に
届
け
出
る
。
（
家
譜
）

大
書
院
に
諸
役
人
を
集
め
、
家
老
よ
り
諸
士
減
俸
（
百
石
に
付
き
米
二
俵
）
を
命
ず
。
（
家
譜
）

国
中
大
雨
、
洪
水
に
て
溺
死
十
人
．
流
失
潰
家
七
土
穴
戸
、
田
島
五
千
石
余
り
損
耗
す
。
（
家
譜
）

唐
人
町
よ
り
出
火
、
城
内
に
及
び
、
銀
奉
行
の
役
宅
二
戸
を
焼
失
、
長
順
、
友
泉
亭
に
避
難
、
西
学
問
所
も
、
焼
失
す
。
哀
譜
）

日
光
山
正
遷
宮
に
付
き
、
献
備
の
鳥
居
を
洗
磨
せ
し
む
°
　
（
家
譜
）

「
福
岡
城
下
屋
敷
全
図
」
の
写
し
成
る
。
（
大
田
）

桜
田
の
邸
館
の
営
作
成
就
す
。
（
家
譜
）

荒
戸
湊
辰
巳
の
方
に
折
り
曲
げ
て
長
石
二
十
間
、
幅
三
十
間
程
に
粟
立
て
る
こ
と
を
願
い
出
、
許
可
。
哀
譜
）

下
の
橋
御
門
建
て
替
え
。
（
家
事
）

長
順
、
居
城
東
北
上
橋
門
脇
の
石
垣
率
み
の
築
改
を
願
い
出
、
許
可
さ
れ
る
。
（
家
譜
）

御
笠
蔵
の
御
道
具
・
御
国
絵
図
を
取
り
出
し
風
に
曝
す
。
（
吉
田
）

忠
之
代
の
家
中
人
数
附
一
仲
、
御
笠
殿
に
あ
り
。
（
吉
田
）

長
順
、
初
参
府
、
東
本
丸
に
上
が
り
、
二
祖
の
宮
に
詣
で
る
。
（
家
譜
）

御
丸
御
用
の
松
木
十
四
・
五
本
を
御
丸
内
樹
木
所
御
裏
御
門
脇
及
び
黒
門
脇
土
手
ノ
町
裏
に
て
伐
り
立
て
ん
と
し
、
軍
学
師
香
西
庄
左
衛
門
の
意
見
を
微
す
。
（
吉
田
）

大
雨
に
て
国
中
洪
水
。
（
家
譜
）

孝
高
（
加
水
）
　
の
二
百
回
忌
の
神
祭
を
本
丸
水
鏡
社
に
て
行
う
。
（
家
譜
）

増
上
寺
安
国
殿
に
献
備
の
石
鳥
居
を
洗
磨
す
°
　
（
家
譜
）

大
雨
に
て
洪
水
。
（
家
譜
）

暴
風
洪
水
。
（
家
譜
）

公
儀
の
命
に
よ
り
、
郡
村
名
調
を
行
い
、
勘
定
所
に
呈
す
。
（
家
譜
）

長
順
、
香
西
庄
左
衛
門
に
甲
陽
軍
鑑
法
之
巻
の
講
釈
を
開
く
。
（
家
譜
）

御
家
藷
御
用
の
為
、
小
書
院
御
酌
滑
を
御
座
敷
奉
行
よ
り
引
渡
さ
れ
る
。
哀
詩
）

大
雨
洪
水
。
（
家
譜
）

追
廻
し
馬
場
の
内
、
久
世
半
左
衛
門
宅
か
ら
失
火
、
馬
場
頭
．
蓮
池
迄
延
焼
、
蓮
池
の
鷹
部
屋
も
焼
失
し
、
追
週
の
門
内
に
造
り
改
め
る
。
哀
譜
）

福
岡
城
石
垣
修
理
許
可
の
奉
書
を
達
せ
ら
れ
る
。
（
家
譜
）

福
岡
城
東
郭
の
北
門
続
き
の
石
垣
改
修
を
願
い
出
、
許
可
さ
れ
る
°
　
（
家
譜
）

福
岡
城
惣
曲
輪
の
外
の
中
堀
と
佐
嘉
堀
の
両
側
に
石
垣
構
築
を
願
い
出
、
許
可
さ
れ
る
。
（
家
譜
）

斉
清
、
本
丸
に
て
継
目
の
礼
を
受
く
。
（
家
譜
）

斉
清
、
本
丸
に
登
り
聖
照
両
を
、
拝
し
、
棲
櫓
を
巡
り
、
武
具
諸
器
を
閲
し
、
城
郭
器
械
を
掌
る
役
人
を
．
質
す
。
（
家
譜
）

斉
清
、
領
内
巡
覧
に
城
を
出
（
十
一
日
）
、
直
方
館
跡
を
見
る
°
　
（
家
譜
）

斉
清
、
大
書
院
に
出
産
し
、
倹
約
を
令
す
。
（
家
譜
）

当
年
数
度
の
洪
水
。
（
家
譜
）

老
中
土
井
大
炊
頭
よ
り
紅
葉
山
御
宮
献
備
の
鳥
居
修
覆
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
（
家
譜
）

福
岡
外
郭
中
嶋
北
門
続
き
石
垣
、
南
門
続
き
石
垣
の
修
補
を
願
い
出
る
。
（
五
月
二
十
八
日
許
可
）
。
（
家
啓
）

宝
満
山
柵
伽
院
泰
稚
、
信
稚
一
派
の
山
伏
七
十
九
人
国
中
の
峰
入
勤
行
し
、
こ
の
目
本
丸
と
下
の
館
に
入
て
修
法
す
°
（
家
譜
）

斉
清
、
香
西
庄
左
衛
門
に
軍
学
を
学
ぶ
。
（
家
譜
）

桧
原
櫓
（
三
階
建
）
を
建
替
え
る
。
（
吉
田
）

こ
の
年
よ
り
、
翌
年
に
か
け
、
佐
嘉
堀
．
中
堀
土
留
石
垣
を
残
島
石
を
用
い
て
築
く
、
足
軽
頭
穴
生
方
戸
波
久
左
衛
門
。
（
吉
田
）

「
福
岡
城
下
町
・
博
多
・
近
隣
古
図
」
の
写
し
成
る
°
　
（
九
州
）

本
丸
御
社
へ
新
穀
を
備
え
る
。
（
吉
田
）

福
岡
城
の
外
郭
、
東
取
入
北
門
続
き
の
石
垣
修
補
囁
い
に
つ
い
て
老
中
奉
書
渡
さ
る
。
哀
醇
）

こ
れ
よ
り
先
、
中
島
取
入
北
方
石
垣
崩
所
の
普
請
成
就
す
。
御
要
害
作
事
奉
行
大
井
市
右
衛
門
、
足
軽
頭
穴
生
方
戸
波
久
左
衛
門
。
（
吉
田
）

府
下
の
浜
町
野
村
新
右
衛
門
屋
敷
よ
り
出
火
、
福
岡
大
火
。
（
家
譜
）
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安
永
　
九
　
二
七
八
〇
）

天
明
　
二
　
二
七
八
二
）

天
明
　
三
　
（
一
七
八
三
）

天
明
　
四
　
（
一
七
八
四
）

天
明
　
五
　
二
七
八
五
）

天
明
　
八
　
（
一
七
八
八
）

寛
政
　
元
　
二
七
八
九
）

寛
政
　
二
　
二
七
九
〇
）

寛
政
　
三
　
（
一
七
九
一
）

寛
政
　
四
　
二
七
九
二
）

寛
政
　
五
　
（
一
七
九
三
）

寛
政
ユ
ハ
　
（
一
七
九
四
）

寛
政
　
七
　
（
一
七
九
五
）

十
月
二
十
五
日

三
月
　
十
二
日

二
月
　
　
二
日

二
月
二
十
三
日

六
月
　
　
九
日

六
月
　
十
三
日

六
月
　
十
五
日

～
二
十
三
日

六
月
二
十
七
日

六
月
二
十
八
日

八
月
二
十
一
日

二
月
二
十
三
日

八
月
頃

開
正
月
　
　
九
日

二
月

七
月
　
十
一
日

．
七
月
　
十
二
日

八
月
　
　
四
日

是
　
　
　
　
　
年

五
月
　
　
六
日

五
月
　
　
七
日

四
月
　
　
五
日

四
月
　
十
三
日

三
月
二
十
三
日

四
月
　
十
一
日

二
月
二
十
一
日

六
月
　
　
九
日

六
月
　
十
二
日

七
月
二
十
三
日

八
月
　
十
二
日

八
月
　
十
五
日

四
月
　
十
五
日

四
月
　
十
六
日

五
月
　
　
二
日

六
月
　
　
朔
日

六
月
　
　
三
日

九
月
　
　
五
日

十
月
　
十
五
日

十
月
　
十
七
日

十
月
二
十
三
日

十
一
月
　
　
七
日

十
一
月

是
　
　
　
　
　
年

正
月
　
　
十
日

二
月
　
十
九
日

二
月
　
二
十
日

二
月
二
十
一
日

二
月
二
十
九
日

二
月
　
　
六
日

国
中
洪
水
早
魅
に
て
田
方
損
毛
し
収
縮
不
足
に
よ
る
諸
士
所
務
減
を
免
ぜ
ざ
る
こ
と
を
、
大
書
院
に
老
臣
列
座
に
て
命
ず
。
（
家
譜
）

日
光
山
献
備
の
鳥
居
．
灯
龍
を
修
補
す
。
（
家
藩
）

治
高
、
家
督
を
継
ぎ
、
桜
田
屋
敷
小
書
院
に
て
台
命
を
受
け
る
。
（
家
譜
）

治
高
帰
国
、
老
臣
鎗
の
間
に
列
座
し
、
中
老
以
下
諸
有
司
に
遺
す
。
（
家
譜
）

治
高
、
初
め
て
本
丸
に
登
り
、
奥
斗
抱
を
い
わ
う
°
　
（
家
譜
）

治
高
、
家
老
用
人
致
仕
の
老
臣
を
め
し
、
料
理
を
相
伴
さ
せ
る
。
（
家
諸
）

治
高
、
本
丸
に
て
継
目
の
礼
を
請
け
る
。
（
家
蕗
）

治
高
、
下
の
館
に
て
、
僧
徒
．
神
職
及
び
商
家
の
礼
を
受
け
る
。
（
家
譜
）

治
高
・
社
僧
．
神
職
の
礼
を
請
け
る
。
治
高
、
中
老
筋
目
の
隠
居
を
居
間
に
召
す
。
（
家
譜
）

沿
高
、
福
岡
城
中
に
て
逝
去
。
東
長
寺
に
葬
る
。
石
碑
は
、
悟
土
郡
徳
永
山
に
取
る
°
　
（
家
諮
）

璃
津
院
、
桜
田
邸
中
上
の
段
へ
移
居
す
る
°
代
替
わ
り
に
よ
り
上
屋
敷
．
中
屋
敷
・
白
金
．
渋
谷
の
下
屋
敷
の
坪
数
並
び
に
所
付
の
書
付
を
差
し
出
す
。
（
家
譜
）

古
川
古
松
軒
、
九
州
を
旅
し
、
『
西
遊
雑
記
』
を
著
す
。
「
御
城
は
平
地
に
し
て
天
守
な
き
よ
き
城
也
」
と
記
し
、
又
、
福
博
の
景
観
を
画
く
。
（
西
遊
）

福
岡
城
周
囲
の
堀
の
土
揚
場
を
、
南
方
池
の
瑞
に
作
る
こ
と
を
絵
図
を
以
て
願
い
で
、
許
可
さ
れ
る
°
　
（
家
譜
）

東
西
学
問
所
開
設
さ
れ
る
。
（
家
譜
）

長
野
、
福
岡
の
館
に
来
、
小
書
院
に
縮
戸
頭
を
呼
び
だ
し
、
長
崎
代
番
の
命
、
厚
く
礼
謝
す
。
本
丸
に
登
り
、
両
権
現
の
社
に
礼
拝
す
。
そ
の
夜
、
会
所
に
宿
す
。
（
家
誇
）

長
野
、
雑
草
隈
の
別
館
に
止
宿
。
（
家
藩
）

長
話
、
本
丸
両
権
現
お
よ
び
幹
亮
権
現
の
社
に
絵
馬
を
寄
進
す
°
　
（
家
諮
）

「
従
是
西
御
丸
材
木
困
所
」
　
の
標
石
建
て
ら
る
。
（
相
葉
）

長
野
、
福
岡
に
来
り
て
会
所
に
止
宿
。
（
家
譜
）

長
野
、
館
に
来
、
弓
の
間
に
て
剣
鎗
長
刀
の
武
芸
を
見
物
、
会
所
に
到
り
、
蹴
鞠
を
見
物
°
　
（
家
諮
）

巡
見
使
避
国
、
城
下
通
過
の
時
、
家
老
格
上
ノ
橋
に
出
て
挨
拶
す
°
　
（
家
譜
）

渋
谷
の
屋
敷
北
の
竹
垣
七
拾
間
ば
か
り
焼
失
す
°
　
（
家
譜
）

長
昂
甲
胃
着
初
、
着
具
の
間
に
て
小
具
足
を
か
た
め
小
書
院
に
出
て
よ
ろ
い
を
著
す
。
（
家
譜
）

亀
門
山
座
主
梯
伽
院
、
福
岡
に
来
、
本
丸
に
登
り
若
一
王
子
の
社
に
て
法
を
修
し
、
下
の
館
に
も
来
り
、
大
広
間
の
庭
に
て
護
摩
を
修
す
。
（
家
藩
）

博
多
中
嶋
町
船
人
改
修
を
絵
図
を
添
え
て
伺
う
。
二
十
七
日
、
老
中
奉
書
に
て
許
可
。
三
月
よ
り
船
人
掘
替
は
じ
め
　
十
二
月
に
完
成
°
　
（
家
譜
）

江
戸
紅
葉
山
献
備
の
鳥
居
、
上
縮
金
に
て
修
補
す
。
（
家
啓
）

大
雨
洪
水
に
て
国
中
田
島
五
千
八
百
石
余
、
損
耗
し
、
潰
家
百
六
十
軒
余
、
溺
死
の
者
四
人
有
り
°
　
（
家
譜
）

こ
の
日
と
二
十
六
日
両
度
の
大
風
に
稲
作
大
い
に
損
毛
す
。
（
家
譜
）

日
光
宮
献
備
の
石
鳥
居
を
修
補
せ
し
む
。
（
家
譜
）

高
照
山
東
照
宮
石
鳥
居
修
補
。
石
は
早
良
郡
柏
原
山
よ
り
取
る
°
　
（
家
藩
）

斉
隆
帰
国
、
箱
崎
の
茶
屋
に
入
る
。
（
家
誇
）

賓
隆
着
城
、
三
の
丸
の
館
に
入
り
、
居
間
に
て
奥
斗
地
を
祝
う
。
（
家
譜
）

斉
隆
、
初
め
て
本
丸
に
登
り
、
老
臣
の
輩
を
長
床
の
間
に
召
す
。
（
家
譜
）

斉
隆
、
本
丸
に
登
り
、
両
権
現
の
社
に
参
拝
す
。
（
家
譜
）

新
館
移
徒
の
賀
宴
を
開
き
、
嚇
子
等
興
業
す
。
新
館
は
、
寛
文
九
年
光
之
の
時
に
新
造
、
そ
の
後
回
禄
に
か
か
り
、
又
は
破
壊
に
及
び
た
る
も
の
を
斉
隆
入
国
の
前
、
老
臣

評
議
し
て
遣
り
直
す
こ
と
を
決
し
、
寛
政
二
年
十
一
月
斧
初
、
同
五
年
二
月
に
完
成
す
。
（
家
藩
）

斉
隆
、
こ
の
日
よ
り
、
本
丸
に
て
、
家
中
諸
士
の
礼
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
下
の
館
に
て
、
中
老
以
下
の
隠
居
、
寺
社
、
町
人
の
礼
を
受
け
る
。
（
家
譜
）

斉
隆
、
長
野
を
居
間
に
て
饗
応
す
。
（
家
諸
）

賓
隆
、
本
丸
に
登
り
所
々
の
櫓
を
巡
覧
、
武
具
は
じ
め
絵
図
・
水
帳
類
を
検
閲
す
。
（
家
譜
）

斉
隆
入
部
祝
義
と
し
て
、
居
間
に
て
嚇
子
を
催
す
°
　
（
家
諮
）

家
老
中
、
譜
の
間
の
入
口
に
、
長
政
の
三
ヵ
条
の
法
令
を
写
し
て
か
け
る
。
（
家
譜
）

剣
匠
信
園
長
兵
衛
美
直
を
館
に
召
し
、
大
書
院
の
庭
に
て
刀
を
鍛
ず
。
斉
隆
、
弓
の
間
に
て
是
を
見
る
。
（
家
譜
）

「
従
天
明
六
年
至
寛
政
五
年
、
御
館
御
作
事
記
」
成
る
。
（
便
覧
）

麹
町
よ
り
出
火
し
、
桜
田
の
邸
類
焼
す
°
　
（
家
藩
）

斉
隆
、
東
郡
巡
覧
に
出
る
。
青
柳
の
別
館
に
宿
す
。
（
家
譜
）

斉
隆
、
赤
間
に
宿
す
。
（
家
譜
）

斉
隆
、
底
井
野
の
別
館
に
到
る
。
（
家
啓
）

斉
隆
、
箱
崎
の
別
館
に
入
り
て
、
程
な
く
帰
館
。
（
家
譜
）

斉
隆
長
子
　
（
斉
清
）
、
福
岡
の
城
に
て
誕
生
す
°
　
（
家
譜
）
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明
和
　
七
　
二
七
七
〇
）

明
和
　
八
　
（
一
七
七
一
）

安
永
　
元
　
二
七
七
二
）

安
永
　
二
　
二
七
七
三
）

安
永
　
三
　
（
一
七
七
四
）

安
永
　
四
　
二
七
七
五
）

安
永
　
五
　
二
七
七
六
）

安
永
　
六
　
二
七
七
七
）

安
永
　
七
　
（
一
七
七
八
）

安
永
　
八
　
二
七
七
九
）

安
永
　
九
　
二
七
八
〇
）

六
月
　
十
三
日

六
月
　
十
五
日

六
月
　
十
六
日

六
月
　
十
七
日

閏
六
月
　
十
八
日

二
月
　
十
七
日

六
月
　
　
朔
日

六
月
　
十
四
日

六
月
二
十
四
日

二
月
二
十
九
日

是
　
　
　
　
　
年

開
三
月
　
二
十
日

問
三
月
二
十
一
日

閏
三
月
二
十
二
日

四
月
二
十
四
日

五
月
　
　
四
日

七
月
　
　
七
日

八
月
二
十
四
日

九
月
　
　
朔
日

九
月
　
　
二
言
目

九
月
　
　
二
目

十
一
月
　
　
朔
日

十
二
月
二
十
五
日

五
月
　
　
三
日

六
月
　
十
七
日

六
月
二
十
三
日

十
一
月
　
十
五
日

三
月
　
十
一
日

三
月
　
十
九
日

三
月
二
十
三
日

五
月
二
十
五
日

十
一
月
　
十
五
日

十
一
月
　
十
五
日

三
月
　
　
朔
日

十
二
月
　
　
五
目

十
二
月
　
十
五
日

六
月
　
　
十
日

八
月
　
　
八
目

二
月
　
十
三
日

二
月
　
十
八
日

二
月
二
十
六
日

三
月
　
十
九
日

四
月
　
十
三
日

六
月
二
十
九
日

十
月
　
　
朔
日

十
月
二
十
二
日

慧
肝
の
僧
徒
．
薗
方
多
賀
明
神
の
社
人
．
宝
満
の
山
伏
、
猫
城
八
幡
の
社
人
の
礼
を
う
け
る
く
　
（
家
譜
）

下
の
館
居
間
の
庭
、
新
馬
場
の
内
に
山
王
の
社
を
建
て
、
祭
礼
行
な
わ
れ
る
°
治
之
の
産
神
。

（
後
、
安
永
二
年
社
地
を
改
替
、
四
年
に
芥
屋
内
の
稲
荷
の
社
と
相
殿
に
祭
る
）
。
（
家
譜
）

治
之
、
中
老
の
隠
居
の
礼
を
請
け
る
。
（
家
譜
）

例
月
の
寄
合
を
継
高
の
隠
宅
に
て
催
し
、
治
之
も
至
り
、
家
老
中
を
集
め
、
父
子
政
事
を
開
く
。

（
開
六
月
十
七
日
．
七
月
十
七
日
．
八
月
晦
日
に
も
隠
宅
に
て
催
さ
れ
る
）
。
（
家
譜
）

治
之
、
本
丸
に
、
登
り
、
櫓
を
巡
見
、
器
械
を
検
閲
す
る
。
人
家
譜
）

継
高
、
浦
上
彦
兵
衛
の
山
荘
で
花
を
質
す
°
　
（
家
譜
）

三
の
丸
下
の
館
の
傍
に
馬
場
を
築
き
、
乗
物
の
規
式
を
行
う
。
（
家
譜
）

治
之
、
三
の
丸
下
の
館
傍
の
馬
場
に
て
馬
に
乗
る
。
（
家
譜
）

継
高
夫
人
、
桜
田
邸
中
上
の
段
の
館
に
移
り
住
む
°
　
（
家
譜
）

江
戸
大
火
、
桜
田
の
藩
邸
焼
失
す
。
（
家
譜
）

戸
波
次
大
夫
の
知
行
高
百
石
。
（
分
限
）

治
之
、
書
院
に
て
、
経
書
兵
書
の
講
談
を
聞
き
、
弓
の
間
に
て
剣
術
を
見
る
。
（
家
譜
）

治
之
、
弓
の
間
に
て
、
鎗
術
．
長
刀
．
．
和
術
・
射
術
を
見
る
。
（
家
譜
）

治
之
、
追
週
馬
場
に
て
騎
法
を
見
る
。
（
家
譜
）

孝
高
（
加
水
）
　
の
神
霊
を
水
鏡
椿
現
と
称
し
、
聖
照
権
現
と
合
両
す
°
　
（
家
譜
）

継
高
・
孝
高
（
加
水
）
の
神
霊
を
本
丸
の
社
の
左
殿
に
鎮
座
し
水
鏡
権
現
と
称
す
。
本
丸
の
玄
関
よ
り
広
間
、
東
廊
下
を
経
て
梅
の
間
に
在
り
て
、
夫
よ
り
神
殿
に
移
ら
せ

る
。
老
臣
以
下
限
あ
る
輩
に
、
継
高
の
隠
宅
に
て
赤
飯
吸
物
酒
を
賜
い
し
後
、
表
の
館
に
て
治
之
よ
り
も
賜
る
。
（
家
譜
）

治
之
側
室
子
年
三
郎
の
部
屋
が
完
成
し
、
移
る
。
（
家
譜
）

遊
行
五
十
三
世
上
八
尊
如
、
領
内
に
入
る
。
（
家
譜
）

大
書
院
に
家
老
列
座
し
、
久
野
四
兵
衛
よ
り
、
中
老
諸
役
人
に
、
増
除
米
半
減
を
遺
す
。
（
家
譜
）

治
之
側
室
子
年
三
郎
・
初
め
て
産
神
島
飼
八
滴
宮
に
詣
で
る
°
出
駕
の
前
、
治
之
の
居
間
に
て
、
慰
斗
抱
を
祝
い
、
表
玄
関
よ
り
出
窄
帰
路
、
継
高
の
隠
宅
居
間
に
て
慰

斗
抱
を
祝
い
、
部
屋
へ
帰
る
。
（
家
譜
）

聖
照
権
現
の
社
修
葦
の
為
、
神
体
を
祈
念
櫓
に
移
す
。
四
月
祭
輿
十
五
日
遷
座
。
（
家
譜
）

桜
田
邸
の
継
高
夫
人
の
構
、
営
作
成
就
す
。
（
家
譜
）

早
良
郡
生
の
桧
原
に
鎮
座
す
る
壱
岐
直
真
根
子
の
両
の
再
建
の
た
め
正
遷
宮
。
翌
年
二
月
完
成
。
（
家
譜
）

治
之
、
浦
上
数
馬
正
昭
の
継
目
の
礼
を
請
け
る
°
　
（
家
譜
）

継
高
、
隠
宅
に
て
死
去
。
（
家
譜
）

治
之
、
隠
宅
の
芥
屋
門
ま
で
柩
に
随
う
。
（
家
譜
）

桜
田
の
邸
落
成
の
祝
宴
を
催
す
。
（
家
譜
）

長
政
献
偏
の
日
光
山
の
鳥
居
修
覆
を
終
え
る
。
（
家
譜
）

拍
之
、
底
井
野
の
別
館
に
て
、
隼
三
郎
麻
疹
の
由
を
聞
き
、
宰
府
に
析
商
さ
せ
る
。
（
家
譜
）

治
之
、
帰
城
、
隼
三
郎
、
錠
内
の
居
間
に
て
対
面
。
（
家
譜
）

大
雨
洪
水
に
て
民
屋
十
五
軒
潰
れ
、
男
四
人
溺
死
、
田
高
香
力
式
千
五
百
弐
捨
石
余
損
耗
す
°
（
家
譜
）

治
之
、
継
高
拝
領
の
大
鷹
に
て
、
早
良
郡
で
鷹
狩
を
し
、
獲
っ
た
玄
鶴
を
奥
大
滑
に
て
、
二
川
権
作
に
包
丁
さ
せ
る
。
（
家
譜
）

隼
三
郎
袴
着
初
、
父
君
の
居
間
に
て
奥
斗
地
を
祝
う
。
（
家
譜
）

福
岡
城
中
月
見
櫓
の
下
、
石
垣
一
カ
所
の
修
補
を
、
絵
図
を
以
て
伺
い
出
、
許
可
が
出
る
。
（
家
諮
）

治
之
、
圭
光
院
夫
人
の
房
室
に
来
、
儀
物
を
贈
る
。
（
家
譜
）

治
之
夫
人
、
婚
姻
後
初
め
て
上
の
段
の
構
に
招
か
れ
る
。
（
圭
光
院
の
房
室
を
上
の
段
と
称
シ
、
夫
人
の
椿
を
下
の
段
と
い
う
）
°
（
家
藩
）

洪
水
に
て
田
島
高
凡
千
九
百
八
石
余
損
耗
、
流
家
二
軒
、
潰
家
二
十
五
軒
。
（
家
譜
）

台
風
禍
甚
大
、
高
五
万
五
千
百
八
十
三
石
余
、
倒
家
千
百
五
十
一
軒
、
倒
木
一
万
千
九
百
七
十
二
本
、
圧
死
六
人
。
幕
府
に
届
け
出
る
。
（
家
譜
）

治
之
、
拝
領
の
御
鷹
の
鶴
を
、
小
書
院
に
て
拝
載
す
。
（
家
諮
）

拍
之
、
久
野
外
記
の
浜
屋
敷
に
柾
駕
す
。
（
家
諮
）

拍
之
、
野
村
東
馬
の
浜
屋
敷
に
臨
む
。
（
家
誇
）

穂
波
郡
内
野
宿
火
災
、
別
館
は
、
志
な
し
。
（
家
譜
）

治
之
、
黒
田
美
作
の
浜
屋
敷
に
屈
請
さ
る
。
（
家
譜
）

早
良
郡
姪
浜
浦
西
紺
屋
よ
り
出
火
、
村
分
ま
で
延
焼
。
（
家
書
）

治
之
、
郡
平
馬
の
致
仕
を
お
し
と
ど
め
、
青
江
久
次
の
刀
を
与
え
る
。
（
家
譜
）

福
岡
城
の
東
郭
、
石
垣
修
補
を
絵
図
を
以
て
願
い
出
許
可
さ
れ
る
。
（
家
譜
）
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賓
暦
十
二
　
二
七
六
二
）

賀
暦
十
三
　
二
七
六
三
）

明
和
　
元
　
二
七
六
四
）

明
和
　
二
　
（
一
七
六
五
）

明
和
　
四
　
（
一
七
六
七
）

明
和
　
五
　
二
七
六
八
）

明
和
　
六
　
二
七
六
九
）

明
和
　
七
　
二
七
七
〇
）

開
四
月
　
　
八
日

九
月
　
　
六
日

五
月
　
十
七
日

五
月
　
十
八
日

七
月
　
　
朔
日

八
月
二
十
五
日

八
月
二
十
九
日

九
月
　
　
七
日

九
月

十
月
　
十
九
日

十
一
月
二
十
八
日

正
月

二
月
　
十
六
日

四
月
　
　
朔
日

三
月

四
月
二
十
五
日

四
月
　
十
一
日

六
月
　
　
五
日

七
月
　
十
七
日

八
月

四
月
　
　
朔
日

五
月
　
　
五
日

五
月
　
　
九
日

五
月
　
十
五
日

六
月
　
　
四
日

六
月
　
十
六
日

八
月
　
　
二
日

八
月
　
　
二
日

九
月

三
月
　
　
五
日

三
月
　
十
九
日

三
月
二
十
一
日

六
月
二
十
一
日

八
月
　
　
二
日

是
　
　
　
　
　
年

正
月
　
　
元
旦

四
月
　
十
五
日

五
月
　
　
二
日

五
月
　
　
九
日

五
月
　
十
三
日

五
月
　
十
六
日

五
月
　
十
七
日

五
月
二
十
五
日

五
月
二
十
八
日

～
六
月
七
日

六
月
　
　
九
日

却
田
l
直
l
単
、
三
の
郭
東
御
門
外
橋
の
西
東
よ
り
1
番
の
屋
敷
か
ら
、
三
の
郭
の
内
南
側
の
屋
敷
に
屋
敷
替
え
°
　
（
吉
田
）

継
高
、
兵
法
間
に
て
、
黒
田
一
庸
継
目
の
礼
を
う
け
る
°
　
（
家
諸
）

本
丸
釈
迦
の
間
で
の
異
見
会
再
開
さ
れ
る
°
　
（
吉
田
）

継
高
、
大
書
院
に
出
座
し
、
中
老
諸
役
人
を
呼
び
出
し
、
増
除
米
を
免
す
。
（
家
諸
）

継
高
、
儒
者
．
軍
学
者
に
定
日
を
立
て
館
に
て
講
談
す
る
こ
と
を
命
ず
。
（
家
諦
）

月
番
よ
り
、
武
芸
師
家
も
門
弟
召
し
連
れ
、
館
に
て
修
行
す
る
こ
と
を
遺
す
。
（
家
藩
）

継
高
、
居
間
に
て
吉
田
式
部
加
増
の
礼
を
う
け
る
。
（
家
譜
）

長
経
の
槻
柩
、
追
週
門
よ
り
、
柳
原
通
り
、
養
巴
町
鉄
砲
町
・
薬
院
門
よ
り
因
幡
町
を
経
て
崇
福
寺
へ
至
る
。
（
家
譜
）

下
の
館
奥
の
芥
屋
台
所
よ
り
出
火
（
同
所
の
鎮
守
に
御
備
の
御
供
米
を
炊
き
、
其
跡
よ
り
失
火
）
、
兵
法
間
に
火
移
り
、
大
書
院
小
書
院
よ
り
役
所
玄
関
に
至
る
ま
で
焼
失
、

居
間
、
大
奥
の
構
・
宝
蔵
．
記
録
蔵
は
無
事
。
継
高
並
び
息
女
方
は
友
泉
亭
へ
移
る
。
下
の
館
の
門
内
に
小
屋
を
か
け
大
頭
昼
夜
交
番
、
宝
蔵
．
記
録
蔵
は
足
軽
頭
が
守
護
。

三
カ
所
の
門
外
は
大
組
の
士
が
昼
夜
交
番
す
。
（
家
譜
）
　
（
続
風
）
　
（
苫
田
）

新
館
再
建
に
あ
た
り
規
模
を
縮
小
す
。
翌
年
三
月
二
十
二
日
完
成
す
°
　
（
家
譜
）

新
館
の
斧
立
あ
り
。
（
家
譜
）

棟
上
の
規
式
行
な
わ
れ
る
°
　
（
家
譜
）

家
中
諸
士
、
二
の
丸
に
て
年
頭
を
賀
す
。
（
家
藩
）

高
満
（
隼
之
助
．
治
之
）
　
の
部
屋
、
桜
田
邸
内
に
成
就
し
、
l
橋
よ
り
移
住
す
°
　
（
家
譜
）

継
高
著
城
、
直
に
新
御
館
に
入
る
°
　
（
吉
田
）

福
岡
城
外
郭
、
東
取
入
南
門
続
き
石
垣
修
補
の
た
め
、
幕
府
提
出
用
の
「
御
城
祖
絵
図
」
成
る
。
（
黒
田
）

福
岡
城
外
郭
、
東
取
り
入
南
門
続
き
の
石
垣
の
修
補
を
許
可
さ
れ
る
。
（
家
蒋
）

寵
門
山
座
主
柵
伽
院
、
本
丸
若
一
王
子
の
社
に
て
法
を
修
す
。
（
家
譜
）

大
洪
水
。
田
畑
、
砂
入
、
水
押
と
な
り
、
堰
塘
道
路
き
れ
崩
れ
る
。
（
家
譜
）

長
政
を
両
る
神
殿
聖
照
宮
を
本
丸
の
庭
内
、
殿
（
天
）
主
の
台
の
協
に
建
立
°
　
（
吉
田
）

山
県
大
弐
処
刑
さ
る
°
　
こ
れ
よ
り
先
、
大
式
、
諸
国
の
城
郭
縄
張
図
を
収
集
す
°
中
に
福
岡
城
純
張
図
あ
り
。
（
主
図
）

継
高
、
票
田
源
左
衛
門
・
郡
平
馬
を
居
間
に
呼
び
事
を
司
ら
し
め
る
。
（
家
誇
）

役
人
を
本
丸
に
遣
わ
し
、
両
を
建
て
る
べ
き
地
形
を
見
る
。
（
家
藩
）

斧
初
あ
り
。
（
家
譜
）

老
臣
等
役
人
と
共
に
再
び
本
丸
に
登
り
、
両
地
を
検
し
て
、
天
守
台
の
下
を
下
し
て
定
め
る
°
　
（
家
誇
）

両
地
を
清
め
る
。
（
家
蒋
）

棟
上
の
儀
式
あ
り
、
両
は
東
に
向
け
て
建
て
、
神
体
は
吉
祥
院
の
僧
尊
乗
に
授
く
。
（
家
譜
）

尊
乗
、
警
固
大
明
神
の
社
に
て
七
力
日
開
眼
供
養
し
、
神
体
を
警
固
鋼
よ
り
本
丸
に
移
す
。
釈
迦
の
間
に
仮
座
あ
り
、
御
両
に
鎮
座
。
継
高
、
月
見
櫓
の
下
に
下
乗
し
、
渡

り
殿
に
て
拝
礼
、
源
左
衛
門
・
平
馬
は
鳥
居
の
内
、
大
音
伊
織
そ
の
他
は
玉
垣
の
外
石
燈
龍
の
末
よ
り
列
座
す
。
（
家
諮
）

継
高
、
本
丸
に
両
を
建
て
長
政
の
神
霊
を
祭
る
（
聖
照
権
現
）
、
家
臣
等
鳥
居
、
石
灯
龍
、
金
灯
龍
等
を
奉
献
す
。
（
家
譜
）

こ
の
日
よ
り
、
吉
祥
院
、
御
本
丸
御
宮
（
聖
照
宮
）
　
の
祭
両
を
仰
せ
付
け
ら
る
、
鐘
摘
一
人
、
二
石
一
人
扶
持
を
給
さ
る
°
　
（
家
中
）
。

継
高
、
遊
猟
の
帰
り
浦
上
彦
兵
衛
の
追
週
の
山
荘
に
過
る
°
　
（
家
譜
）

治
之
の
た
め
三
の
丸
館
営
作
、
三
月
二
十
一
日
斧
初
、
翌
七
年
完
成
す
°
長
志
登
表
百
枚
を
贈
る
°
　
（
家
譜
）

斧
初
あ
り
°
　
（
家
譜
）

棟
上
の
儀
式
行
な
わ
れ
る
。
（
家
藩
）

継
高
、
自
ら
聖
照
権
現
の
扁
額
を
書
し
、
神
両
の
記
一
巻
を
奉
縮
す
°
ま
た
馬
週
以
下
の
諸
士
百
三
十
八
人
旗
建
長
柄
建
石
を
献
ず
。
（
家
譜
）

福
岡
城
内
採
集
の
瓦
に
「
明
和
六
歳
今
宿
瓦
師
又
右
衛
門
」
　
の
銘
あ
り
°
　
（
平
和
）

本
丸
長
床
の
間
に
家
老
出
座
、
継
高
致
仕
．
拍
之
襲
封
囁
受
理
の
書
状
を
読
み
聞
か
す
。
（
家
諸
）

．
治
之
帰
図
、
着
城
す
、
諸
士
、
先
例
に
依
て
箱
崎
桧
原
に
迎
拝
し
、
玄
関
に
て
拝
謁
、
居
間
に
着
座
し
、
慰
斗
抱
を
祝
う
、
隠
宅
へ
行
き
父
君
に
見
ゆ
°
　
（
家
謹

．
拍
之
、
長
崎
巡
視
の
た
め
福
岡
を
発
す
。
（
家
譜
）

．
治
之
、
長
崎
を
発
す
。
（
家
譜
）

．
治
之
、
長
崎
か
ら
の
帰
路
に
太
宰
府
天
満
宮
に
参
り
大
鳥
居
の
宅
に
入
る
°
　
（
家
譜
）

・
治
之
、
本
丸
に
登
り
、
閣
内
を
巡
覧
、
釈
迦
間
に
座
し
老
臣
に
伴
食
せ
し
む
°
　
（
家
譜
）

・
継
高
、
自
詠
の
和
歌
を
扁
額
と
し
て
、
聖
照
権
現
に
奉
納
す
。
（
家
譜
）

．
継
高
．
治
之
、
追
週
の
馬
場
へ
行
き
、
拝
領
の
馬
を
桑
鴫
甚
十
郎
に
乗
ら
し
め
、
又
、
治
之
自
身
乗
り
て
継
高
に
見
せ
る
。
（
家
譜
）

．
治
之
、
本
丸
に
て
家
中
諸
士
の
礼
を
う
け
る
。
（
家
譜
）

．
拍
之
、
常
の
館
に
て
僧
徒
・
社
人
．
商
家
ま
で
礼
を
う
け
る
。
（
家
譜
）
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賛
暦
　
五
　
（
一
七
五
五
）

賛
暦
　
六
　
（
一
七
五
六
）

賛
暦
　
七
　
二
七
五
七
）

賛
暦
／
八
　
（
一
七
五
八
）

賛
暦
　
九
　
（
一
七
五
九
）

賛
暦
　
十
二
七
六
〇
）

賛
暦
十
一
二
七
六
一
）

贅
暦
十
二
　
二
七
六
二
）

二
月
二
十
五
日

六
月
二
十
四
日

六
月

九

月

　

六

日

九
月
　
十
三
日

是
　
　
　
　
　
年

四
月
　
　
七
日

五
月
　
　
三
日

六
月
　
　
六
日

八
月
　
　
十
日

十
一
月
　
　
九
日

十
一
月
　
十
三
日

二
月
　
十
二
日

二
月
二
十
四
日

蘭
秋
下
旬

九
月
　
十
五
日

正
月
二
十
五
日

四
月
　
十
三
日

四
月
　
十
四
日

四
月
　
十
七
日

四
月
　
十
八
日

四
月
　
十
九
日

四
月
　
二
十
日

四
月
二
十
二
日

五
月
　
　
五
目

五
月
二
十
一
日

～
二
十
五
日

六
月
　
　
九
日

六
月
　
十
七
日

六
月
　
十
九
日

六
月
二
十
二
日

六
月
　
二
十
日

～
二
十
六
日

六
月
二
十
八
日

是
　
　
　
　
　
年

二
月
　
　
九
日

三
月
　
十
五
日

三
月
二
十
八
日

四
月
　
十
八
日

六
月
　
十
六
日

六
月
二
十
五
日

六
月
二
十
七
日

八
月
二
十
九
日

七
月
　
二
十
日

四
月
　
　
六
日

開
四
月
　
　
四
日

拝
領
の
鶴
、
福
岡
に
達
し
、
大
書
院
に
て
項
戴
す
。
（
家
譜
）

早
良
郡
野
方
村
天
満
宮
の
社
を
改
め
、
正
遷
宮
、
新
た
に
石
の
鳥
居
を
造
立
し
、
祭
料
と
し
て
、
年
十
二
俵
を
寄
附
す
る
－
家
譜
）

継
高
、
館
に
て
武
芸
を
見
る
。
（
家
譜
）

黒
田
玉
松
、
名
を
一
興
と
改
め
、
居
間
に
て
拝
謁
す
。
（
家
譜
）

継
高
参
勤
に
つ
き
、
例
に
依
て
、
美
作
の
家
に
入
る
。
（
家
譜
）

荒
戸
波
戸
修
築
の
許
可
出
る
°
　
（
家
譜
）

館
南
隣
の
大
音
彦
左
衛
門
の
宅
焼
失
。
（
家
譜
）

立
花
勘
左
衛
門
、
薬
院
の
別
業
に
入
る
。
（
家
譜
）

継
高
・
重
政
の
婚
礼
祝
と
し
て
、
居
間
に
て
黒
田
美
作
等
に
侍
食
せ
し
む
。
そ
の
後
、
兵
法
間
に
て
舞
嘲
子
が
あ
る
°
（
家
譜
）

継
高
・
崇
福
寺
で
の
宣
政
十
三
阿
恵
の
法
事
に
出
席
す
る
た
め
、
上
ノ
橋
ま
で
出
駕
す
る
が
、
風
雨
の
た
め
引
き
返
す
。
（
家
譜
）

福
岡
城
本
丸
丘
寅
の
方
・
月
見
櫓
下
の
石
垣
・
学
み
・
櫓
傾
く
。
石
垣
修
補
・
又
・
元
文
年
中
設
置
の
三
カ
所
橋
脇
の
水
舛
を
享
保
以
前
の
如
く
寛
に
直
し
た
き
旨
、
絵
図
を

以
て
伺
い
許
可
さ
る
。
（
家
藷
）

継
高
、
底
井
野
の
別
館
に
て
長
邦
に
馳
走
し
、
共
に
遊
猟
す
。
（
家
譜
）

継
高
、
下
の
館
新
聞
に
、
家
老
．
用
勤
．
縮
戸
頭
等
を
召
し
て
観
桜
。
（
家
譜
）

継
高
、
別
事
に
て
観
桜
、
自
詠
の
和
歌
を
披
露
°
　
（
家
譜
）

福
岡
城
絵
図
写
し
成
る
°
　
（
大
田
3
2
8
）

継
高
、
重
政
の
た
め
に
、
福
岡
城
二
の
丸
内
に
居
室
を
造
る
°
　
（
家
譜
）

重
政
初
て
帰
国
・
諸
士
箱
崎
桧
原
に
迎
え
拝
謁
す
。
着
城
し
・
兵
法
間
に
着
座
、
同
所
又
は
大
書
院
に
て
家
老
以
上
諸
役
人
に
拝
謁
す
、
そ
れ
よ
り
二
の
丸
の
新
館
に
入

る
°
　
（
家
譜
）

継
高
帰
国
、
着
城
し
、
重
政
、
玄
関
に
出
迎
え
拝
賀
す
る
。
継
高
、
居
間
に
て
吸
物
・
酒
を
出
し
祝
せ
ら
る
°
（
家
譜
）

継
高
・
二
の
丸
の
館
に
至
り
、
重
政
の
初
人
を
祝
す
重
政
、
玄
関
に
出
迎
え
、
居
間
に
案
内
す
る
。
重
政
父
君
の
僕
．
小
川
権
左
衛
門
を
居
間
に
召
見
、
別
間
に
て
酒
某
を

与
え
る
。
（
家
譜
）

継
高
、
重
政
を
下
の
館
に
招
く
。
（
家
譜
）

継
高
、
重
政
を
伴
い
、
友
泉
亭
に
て
遊
ぶ
。
（
家
譜
）

重
政
、
継
高
を
招
請
し
、
玄
関
ま
で
出
迎
え
、
居
間
に
案
内
す
る
。
（
家
薄
）

重
政
、
住
吉
の
社
な
ら
び
に
箱
崎
八
幡
宮
に
詣
で
、
同
所
別
館
に
て
休
息
す
。
（
家
譜
）

重
政
、
下
の
館
に
て
継
高
に
謁
し
、
妹
方
の
房
室
に
入
り
対
面
す
。
（
家
藩
）

重
政
、
下
の
館
に
て
慶
賀
を
申
す
。
（
家
藩
）

重
政
、
下
の
館
に
て
家
中
諸
士
の
礼
を
受
け
る
。
（
家
譜
）

垂
政
、
国
中
の
社
人
．
僧
徒
な
ら
び
に
両
市
中
商
家
の
礼
を
請
け
る
。
（
家
譜
）

重
政
、
秋
月
の
臣
及
び
太
宰
府
．
多
賀
．
宝
満
の
社
家
の
礼
を
請
け
る
。
（
家
譜
）

重
政
、
二
の
丸
に
て
、
黒
田
美
作
等
を
召
し
、
侍
食
せ
し
む
。
（
家
譜
）

長
郡
、
下
の
館
に
て
継
高
に
対
面
－
一
の
丸
に
て
重
政
に
対
顔
、
友
泉
亭
に
招
か
る
。
（
家
藩
）

重
政
、
中
老
そ
の
他
の
諸
士
に
下
の
館
に
て
吸
物
．
酒
を
与
え
る
°
　
（
家
譜
）

継
高
、
小
川
権
左
衛
門
を
家
老
格
に
命
じ
（
二
十
五
旦
居
間
に
て
礼
を
請
け
、
兵
法
間
溜
り
に
て
吸
物
．
酒
を
賜
わ
る
。
（
家
譜
）

継
高
側
室
の
塵
神
を
京
都
よ
り
勧
辞
し
、
福
岡
城
内
に
西
天
皇
（
奇
田
稲
姫
を
祭
る
）
の
社
を
建
つ
°
（
附
録
．
巻
之
四
）

長
経
の
居
室
完
成
し
、
移
徒
す
°
　
（
家
譜
）

重
政
、
鎌
鎗
の
法
を
高
田
長
太
夫
に
学
び
、
麻
布
の
屋
敷
に
て
、
長
太
夫
よ
り
印
可
を
も
ら
う
°
（
家
譜
）

重
政
、
香
西
嘉
藤
次
の
兵
書
講
義
を
開
く
。
（
家
藩
）

大
音
彦
左
衛
門
、
諸
役
人
を
居
間
に
召
集
し
、
国
財
乏
し
き
た
め
欠
略
の
法
を
立
ら
る
趣
を
申
渡
す
。
（
家
静
）

居
間
に
・
用
勤
．
縮
戸
頭
．
裏
判
役
．
目
附
頭
．
用
開
．
町
奉
行
．
勘
定
奉
行
．
船
手
頭
を
召
し
、
欠
略
の
法
を
立
て
る
こ
と
を
、
大
音
彦
左
衛
門
よ
り
申
し
渡
す
。
（
家
譜
）

大
書
院
に
て
中
老
初
め
諸
役
人
等
を
呼
び
出
し
、
倹
約
を
申
し
渡
す
。
弓
の
間
に
て
、
右
筆
頭
取
は
じ
め
組
仲
、
役
懸
り
の
面
々
に
も
申
し
渡
す
。
大
書
院
に
お
い
て
、
黒

田
美
作
及
家
老
中
列
座
し
、
中
老
以
下
面
々
に
命
令
を
右
筆
頭
取
読
み
聞
か
す
。
弓
の
間
に
て
も
同
様
°
（
家
譜
）

白
金
台
の
宅
と
、
一
柳
土
佐
守
の
渋
谷
の
下
屋
敷
と
を
相
対
替
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
白
金
の
宅
地
を
朝
き
渡
す
－
家
諸
）

白
金
の
宅
地
と
相
対
菅
の
淡
谷
の
屋
敷
を
請
け
取
る
°
哀
譜
）

継
高
、
吉
田
久
兵
衛
を
居
間
に
召
し
、
兵
法
間
に
て
吸
物
酒
を
与
え
る
。
（
家
藩
）

吉
田
保
年
再
勤
を
命
じ
ら
れ
る
、
二
の
丸
へ
籠
出
、
重
政
に
御
礼
。
（
吉
田
）

継
高
、
書
付
を
国
内
に
合
す
。
目
安
箱
を
福
岡
名
嶋
町
．
西
之
会
所
門
に
設
置
。
（
家
譜
）
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寛
保
　
三
　
二
七
四
三
）

延
事
　
元
　
二
七
四
四
）

延
享
　
二
　
二
七
四
五
）

延
享
　
三
　
二
七
四
六
）

延
享
　
四
　
二
七
四
七
）

寛
延
　
二
　
（
Ⅰ
七
四
九
）

寛
延
　
三
　
二
七
五
〇
）

寛
延
　
四
　
二
七
五
一
）

賀
暦
　
二
　
二
七
五
二
）

賀
暦
　
三
　
二
七
五
三
）

賛
暦
　
四
二
七
五
四
）

閂
四
月
　
二
十
日

問
四
月
二
十
三
日

問
四
月
二
十
七
日

六
月
二
十
八
日

八
月
　
十
三
日

十
一
月
　
　
五
日

十
一
月
　
　
六
日

十
一
月
二
十
五
日

正
月
　
　
三
日

二
月
二
十
一
日

二
月
二
十
二
日

二
月
二
十
四
日

四
月
二
十
六
日

五
月
　
十
三
日

十
二
月
　
十
六
日

正
月
　
　
十
日

四
月
　
十
四
日

十
一
月
二
十
六
日

十
一
月
二
十
九
日

十
二
月
　
　
六
日

十
二
月
　
十
六
日

是
　
　
　
　
　
年

正
月
二
十
一
日

二
月
二
十
一
日

四
月
　
　
五
日

四
月
　
十
四
日

四
月
二
十
八
日

七
月
二
十
七
日

四
月
　
十
六
日

十
一
月
　
　
十
日

十
二
月
　
　
二
日

十
二
月
　
　
十
日

八
月
　
　
五
日

二
月

八
月
　
　
九
日

十
月
　
　
二
日

十
月
　
二
十
日

六
月
　
十
三
日

八
月
　
　
十
日

八
月
二
十
三
日

八
月

二
月
　
　
三
日

二
月
　
二
十
日

六
月
　
　
朔
日

六
月
　
　
八
日

二
月
　
十
九
日

三
月
二
十
一
日

三
月
二
十
五
日

三
月

継
高
、
弓
の
間
に
於
て
剣
術
を
見
る
。
（
家
譜
）

継
高
、
大
書
院
の
廊
下
に
て
射
術
を
見
る
。
（
家
誇
）

継
高
、
弓
の
間
に
て
鎗
術
を
見
る
。
（
家
啓
）

博
多
新
川
端
町
う
え
の
侍
屋
敷
五
カ
所
を
、
町
屋
敷
と
し
て
売
り
払
う
、
中
に
戸
披
弥
五
太
夫
の
屋
敷
あ
り
。
（
要
録
）

国
中
大
風
雨
に
て
土
人
の
宅
千
三
百
二
十
六
軒
例
壊
す
。
田
畑
の
損
毛
は
す
く
な
し
。
（
家
譜
）

中
嶋
取
入
南
の
門
続
石
垣
の
修
補
許
可
さ
れ
る
。
（
家
譜
）

甲
斐
守
　
（
長
貞
）
、
三
の
丸
の
館
に
て
継
高
と
対
面
。
（
家
譜
）

御
館
　
（
御
下
屋
敷
）
　
の
塵
芥
を
両
市
中
の
公
役
と
し
て
毎
日
馬
子
一
人
宛
、
馬
一
正
宛
差
し
出
さ
せ
、
湊
町
浜
へ
運
ば
せ
る
。
（
要
録
）

継
高
十
女
、
三
の
丸
の
館
に
て
西
壁
。
（
家
譜
）

拝
領
の
鶴
、
例
に
依
て
大
書
院
に
て
拝
戴
す
。
（
家
諦
）

江
戸
大
火
、
白
金
屋
敷
類
焼
。
（
家
諦
）

御
薦
野
御
腐
拝
領
に
つ
き
、
年
行
司
中
、
御
枕
儀
の
為
御
館
に
参
上
す
る
。
（
要
録
）

御
城
堀
へ
身
投
げ
あ
る
時
の
引
揚
げ
人
足
出
方
に
つ
き
定
め
あ
り
°
　
（
要
録
）

熊
本
屋
助
次
郎
客
、
備
前
国
川
野
五
郎
八
は
御
舟
材
木
御
用
。
（
要
録
）

浜
口
町
浜
残
屈
七
右
衛
門
は
親
代
よ
り
材
木
御
用
。
（
要
録
）

継
高
十
一
女
、
三
の
丸
新
宅
に
て
出
生
。
（
家
醇
）

継
高
、
遊
行
上
八
　
（
五
十
一
世
賦
存
）
　
と
、
下
の
館
に
て
対
面
す
°
　
（
家
譜
）

中
嶋
取
入
石
垣
修
補
を
願
い
出
る
°
　
（
家
譜
）

備
前
国
尻
海
浦
（
邑
久
郡
）
河
野
次
左
衛
門
手
代
河
野
五
郎
は
、
来
秋
の
麻
布
御
殿
御
作
事
に
つ
き
、
槻
一
本
を
献
上
す
る
。
（
要
録
）

中
嶋
取
入
石
垣
修
補
、
許
可
さ
れ
る
。
（
家
藷
）

川
端
町
下
の
町
名
を
鰯
町
と
改
称
す
る
。
（
要
録
）

「
福
岡
城
下
屋
敷
全
図
」
　
の
写
し
成
る
。
（
大
田
3
3
0
）

左
京
、
鎧
初
の
儀
行
な
わ
る
°
朝
五
ツ
時
、
大
書
院
に
出
座
。
（
家
譜
）

下
の
館
芥
屋
内
に
、
天
満
宮
の
社
を
造
立
し
、
神
体
を
勧
請
す
°
　
（
家
諸
）

本
光
院
、
白
金
の
館
に
移
る
。
（
家
醇
）

継
高
、
三
の
丸
に
て
射
術
を
見
る
°
　
（
家
諮
）

継
高
、
後
浜
に
て
鉄
砲
・
大
筒
を
う
た
せ
見
物
す
。
（
家
譜
）

継
高
、
館
に
て
側
筒
の
物
に
小
筒
を
う
た
せ
見
物
す
。
（
家
譜
）

御
笠
郡
二
日
市
よ
り
博
多
洲
口
ま
で
の
間
の
堀
川
開
さ
く
の
許
可
を
得
、
工
事
を
始
む
　
（
完
成
せ
ず
）
。
（
家
譜
）

継
高
十
二
女
、
三
の
丸
の
新
宅
に
出
生
。
（
家
辞
）

重
政
、
父
君
を
麻
布
の
宅
に
て
饗
す
。
（
家
諦
）

継
高
、
十
三
女
、
城
内
に
て
出
生
°
　
（
家
譜
）

御
台
所
．
御
到
来
所
．
御
座
敷
方
．
御
鑓
方
．
御
値
段
役
所
．
御
細
工
方
に
御
用
の
諸
職
人
．
町
人
の
御
門
出
入
札
を
渡
し
切
り
に
す
る
。
（
要
録
）

両
市
中
年
行
事
中
、
御
用
間
中
、
残
ら
ず
御
館
御
裏
判
所
に
お
い
て
、
御
当
用
銀
指
支
に
つ
き
、
先
縮
銀
三
百
貫
目
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
。
（
要
録
）

廿
家
町
ゆ
き
屋
次
郎
兵
衛
、
酒
造
水
は
き
の
水
道
設
置
を
願
い
で
許
さ
れ
る
°
五
十
間
余
の
水
道
に
つ
き
、
こ
ぎ
石
を
早
良
郡
残
島
に
お
い
て
－
二
職
分
相
渡
さ
れ
る
。
（
要
録
）

御
秘
蔵
の
鳩
、
放
し
飼
い
に
相
成
る
に
つ
き
、
子
供
の
捕
え
ざ
る
よ
う
の
御
触
れ
あ
り
。
（
要
録
）

備
前
邑
久
郡
尻
海
川
野
五
郎
ハ
、
数
年
御
用
を
勤
む
る
に
つ
き
、
御
門
出
入
を
願
い
出
る
。
外
側
三
カ
所
の
御
門
出
入
は
御
城
代
頭
よ
り
、
御
館
御
門
の
出
入
は
御
目
附
頭

よ
り
許
可
さ
れ
る
。
（
要
録
）

江
戸
橋
本
の
稲
荷
に
石
燈
龍
二
基
建
立
、
桜
田
邸
中
上
の
段
に
、
神
両
一
宇
造
立
す
。
（
家
譜
）

福
岡
城
内
東
赤
坂
門
西
の
方
石
垣
の
修
補
を
願
い
出
る
。
（
家
誇
）

福
岡
城
内
東
赤
坂
門
西
の
方
石
垣
の
修
補
、
許
可
さ
れ
る
°
　
（
家
譜
）

香
椎
宮
浜
の
鳥
居
を
石
に
改
め
、
田
嶋
の
社
の
瑞
癖
の
外
に
木
の
鳥
居
を
建
て
、
金
幣
一
束
寄
進
。
（
家
譜
）

継
高
、
少
将
就
任
の
慶
賀
と
し
て
、
下
の
館
に
て
散
楽
を
興
行
、
書
院
に
出
て
諸
士
に
目
を
渡
す
。
（
家
譜
）

道
生
田
の
薬
庫
普
請
成
就
。
（
家
譜
）

継
高
、
居
間
に
て
、
家
老
成
の
礼
を
請
け
る
°
　
（
家
譜
）

継
高
、
常
の
館
に
て
剣
術
を
見
る
。
（
家
譜
）

京
師
吉
生
森
幸
安
、
「
日
本
志
西
海
郡
筑
前
国
那
珂
郡
博
多
福
岡
両
地
区
図
」
を
模
写
す
。
（
市
史
）

吉
田
安
次
郎
、
兵
法
間
に
て
一
種
一
荷
を
献
じ
て
、
中
老
就
任
の
礼
を
申
し
上
げ
る
。
（
家
譜
）

黒
田
美
作
隠
居
、
子
玉
松
、
兵
法
間
に
て
継
目
の
礼
を
申
す
。
（
家
譜
）

継
高
が
か
ね
て
城
南
田
嶋
村
の
境
内
に
経
営
し
て
い
た
別
館
が
完
成
、
「
友
泉
亭
」
と
名
付
く
。
（
家
譜
）
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元
文
　
二
　
二
七
三
七
）

元
文
　
三
　
（
一
七
三
八
）

元
文
　
四
∵
二
七
三
九
）

元
文
　
五
　
二
七
四
〇
）

寛
保
　
元
　
二
七
四
一
）

寛
保
　
二
　
二
七
四
二
）

寛
保
　
三
（
一
七
四
三
）

五
月
　
　
朔
日

五
月
　
　
五
日

五
月
　
　
九
日

五
月
　
十
五
日

五
月
　
十
七
日

六
月
　
　
七
日

六
月
二
十
六
日

七
月
二
十
六
日

八
月
　
　
七
日

八
月
　
十
一
日

八
月
　
十
六
日

八
月
二
十
四
日

九
月
　
　
十
日

九
月
　
十
六
日

九
月
二
十
六
日

十
一
月
　
　
七
日

問
十
一
月
　
三
日

是
　
　
　
　
　
年

二
月
　
　
六
日

三
月
　
　
三
日

五
月

六
月

八
月
　
　
朔
日

十
一
月
　
　
四
日

十
一
月
　
　
五
日

十
二
月
　
　
九
日

十
二
月
二
十
三
日

三
月
　
　
九
日

四
月
　
十
一
日

六
月
　
十
七
日

六
月
二
十
六
日

六
月
　
　
晦
日

八
月
　
　
五
日

九
月
　
　
六
日

九
月
　
十
二
日

四
月
二
十
一
日

五
月
　
　
七
日

五
月
　
十
二
日

八
月
　
　
晦
日

八
月

八
月

六
月
　
　
二
目

是
　
　
　
　
　
年

三
月
　
十
三
日

三
月
二
十
一
日

問
四
月
　
　
五
日

吉
田
栄
年
、
家
作
の
松
木
三
百
本
を
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

継
高
、
吉
田
六
郎
太
夫
栄
年
を
居
間
に
召
し
、
二
千
石
加
増
す
。
（
家
譜
）
　
（
吉
田
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
・
栄
年
の
加
増
の
御
礼
に
出
殿
を
相
窺
う
、
老
体
の
た
め
歩
行
困
難
に
よ
り
、
御
芥
屋
に
ア
ン
ダ
に
て
罷
り
出
ず
－
吉
田
）

継
高
、
仙
光
院
（
光
之
側
室
）
　
の
宅
に
耗
駕
。
（
家
譜
）

継
高
、
園
性
院
（
綱
政
側
室
）
　
の
宅
に
杜
駕
°
　
（
家
譜
）

吉
田
栄
年
、
北
の
丸
書
院
張
附
の
、
狩
野
友
元
筆
の
雪
山
水
と
柏
原
の
画
を
賜
わ
る
°
（
吉
田
）

紅
葉
山
の
石
鳥
居
の
再
建
を
命
じ
ら
れ
、
石
を
国
1
り
江
戸
へ
避
著
す
。
（
家
譜
）

日
光
献
上
の
鳥
居
の
銘
文
を
記
し
て
出
す
こ
と
を
命
じ
ら
れ
る
。
（
家
譜
）

吉
田
栄
年
、
本
丸
武
具
櫓
に
あ
る
吉
田
長
利
鷺
の
丸
の
馬
印
を
返
し
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

紅
葉
山
石
鳥
居
建
て
は
じ
め
る
。
（
家
譜
）

紅
葉
山
石
鳥
居
、
笠
石
を
揚
げ
て
落
成
す
°
　
（
家
諌
）

本
多
中
務
大
輔
．
本
多
伊
像
守
、
紅
葉
山
鳥
居
を
見
分
。
（
家
譜
）

城
内
下
の
館
に
て
重
政
誕
生
。
（
家
誇
）

四
月
の
火
事
で
焼
失
し
た
福
岡
城
上
の
橋
の
門
の
造
営
お
よ
び
そ
の
左
右
の
石
垣
の
修
補
許
可
さ
れ
る
。
（
家
譜
）

吉
田
栄
年
の
居
屋
敷
、
類
焼
後
家
作
漸
々
に
成
就
、
こ
の
日
家
内
、
筆
子
町
浜
屋
敷
よ
り
残
ら
ず
移
徒
°
（
吉
田
）

継
高
参
府
、
桜
田
の
新
宅
に
入
る
。
（
家
譜
）

上
鹿
部
古
毛
村
と
筑
後
国
生
薬
郡
高
田
村
と
に
境
目
争
論
、
間
数
坪
数
を
改
め
、
新
に
境
に
杭
を
立
て
る
°
（
家
譜
）

吉
田
栄
年
此
度
火
災
に
武
器
焼
失
せ
L
に
よ
り
鷺
の
丸
の
拝
受
を
願
う
。
（
吉
田
）

御
新
宅
へ
、
芦
屋
寺
中
召
出
さ
る
。
（
要
録
）

白
金
本
光
院
の
房
室
の
長
局
よ
り
出
火
、
本
光
院
井
に
宣
政
夫
人
居
室
焼
失
、
外
長
屋
二
軒
、
門
一
カ
所
、
垣
週
三
十
間
斗
り
焼
失
。
（
家
譜
）

洪
水
、
田
島
三
千
七
百
十
八
町
余
水
損
、
潰
家
．
用
土
堤
塘
・
井
手
破
壊
。
哀
譜
）

川
端
天
神
脇
の
小
橋
、
石
橋
に
掛
け
替
え
る
。
（
要
録
）

福
岡
城
本
丸
南
の
方
・
土
居
下
石
蕗
二
カ
所
・
追
避
門
西
の
方
1
居
下
石
垣
一
カ
所
、
同
所
西
北
の
方
土
居
下
石
垣
二
カ
所
、
西
取
入
門
北
の
方
堀
端
石
垣
二
カ
所
、
下
の

橋
門
北
の
方
堀
端
石
垣
一
カ
所
の
修
補
許
可
さ
れ
る
。
（
家
譜
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
、
御
庭
の
南
天
、
鉢
椿
で
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

左
京
様
（
継
高
長
子
・
重
政
）
祝
儀
の
能
あ
り
・
拝
見
の
町
人
・
城
内
の
招
番
大
腰
掛
ケ
辺
に
揃
い
、
御
館
御
門
よ
り
入
り
、
御
玄
関
脇
の
小
路
次
を
通
り
、
御
庭
に
入
る
°

（要録）

白
金
下
屋
敷
落
成
す
、
宣
政
麻
布
屋
敷
よ
り
移
る
。
（
家
譜
）

那
珂
川
筋
、
住
吉
村
脇
に
水
車
を
仕
立
つ
。
（
要
録
）

御
城
下
六
町
筋
の
町
家
、
先
年
の
火
災
以
後
鹿
末
に
な
る
に
よ
り
、
新
規
の
家
作
に
瓦
埠
、
白
壁
を
奨
励
す
る
。
（
要
録
）

福
岡
城
内
に
て
継
高
の
ユ
ハ
女
誕
生
。
（
家
藩
）

両
市
中
町
人
家
作
に
つ
き
、
代
銀
上
縮
に
て
、
粕
屋
郡
山
手
山
．
八
木
山
、
早
良
郡
小
笠
木
山
の
材
木
を
与
う
。
（
要
録
）

福
岡
城
内
に
て
継
高
の
七
女
誕
生
。
（
家
譜
）

遠
賀
郡
若
松
で
火
災
、
洲
口
番
所
そ
の
外
般
手
加
子
の
家
．
鹿
家
焼
亡
。
（
家
譜
）

両
市
中
町
々
境
に
、
掃
除
受
持
の
塀
示
杭
を
建
て
る
°
　
（
要
録
）

継
高
、
家
老
用
勤
に
居
間
に
て
侍
食
せ
し
む
。
（
家
譜
）

御
花
壇
鮭
の
菊
紅
錦
繍
紫
白
（
咲
分
）
、
三
井
寺
紅
黄
（
咲
分
）
　
の
珍
花
を
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

継
高
を
吉
田
六
郎
太
夫
の
宅
に
屈
請
す
°
　
（
家
藩
）

継
高
、
吉
田
高
成
の
居
屋
敷
（
三
の
郭
東
一
番
の
屋
敷
）
　
に
御
成
°
　
（
吉
田
）

福
岡
城
惣
堀
週
の
授
い
、
西
取
入
門
よ
り
西
の
方
、
池
の
瑞
を
土
揚
場
に
す
る
こ
と
を
絵
図
を
以
て
願
い
出
許
可
さ
れ
る
。
（
家
譜
）

御
館
御
用
の
日
用
賃
銀
を
文
銀
壱
匁
五
分
に
定
め
る
。
（
要
録
）

継
高
の
八
女
、
福
岡
城
三
の
丸
に
て
出
生
°
　
（
家
譜
）

宗
像
郡
津
屋
崎
浦
の
入
江
に
石
堤
を
築
き
、
新
田
を
開
墾
、
吉
田
六
郎
太
夫
検
察
し
、
残
り
を
塩
浜
と
す
る
と
国
益
増
す
と
郡
奉
行
に
示
す
°
（
家
譜
）

箱
崎
放
生
会
の
祭
礼
に
は
、
往
古
よ
り
御
矢
倉
の
御
鳥
毛
御
鈴
を
借
り
出
す
。
（
要
録
）

福
岡
城
三
の
丸
の
新
宅
に
て
長
経
出
生
。
（
家
譜
）

「
寛
保
2
年
御
家
敷
絵
図
」
成
る
。
（
筑
紫
）

両
市
中
人
馬
次
所
、
福
岡
は
貸
子
町
惣
右
衛
門
、
博
多
は
糀
局
番
苫
屋
伊
右
衛
門
に
決
ま
る
。
（
要
録
）

博
多
嶋
屋
孫
右
衛
門
・
福
岡
本
町
に
表
口
四
間
の
屋
敷
を
拝
領
。
川
端
町
上
紅
屋
岩
助
・
福
岡
呉
服
町
に
表
口
七
開
式
尺
七
寸
五
分
の
屋
敷
を
拝
領
。
博
多
川
崎
屈
惣
兵
衛
、

福
岡
本
町
に
表
口
四
間
五
寸
の
屋
敷
を
拝
領
。
（
要
録
）

継
高
九
女
、
福
岡
三
の
丸
の
館
に
て
出
生
°
　
（
家
譜
）
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享
保
十
六
　
二
七
三
一
）

享
保
十
七
　
（
一
七
三
二
）

享
保
十
八
　
二
七
三
三
）

享
保
十
九
　
二
七
三
四
）

享
保
二
十
　
二
七
三
五
）

元
文
　
元
　
二
七
三
六
）

元
文
　
二
　
二
七
三
七
）

三
月
　
十
七
日

三
月

春
四
月
　
十
五
日

五
月
　
　
下
旬

六
月
　
　
六
日

六
月
　
　
六
日

六
月
二
十
六
日

九
月
二
十
三
日

八
月
二
十
五
日

二
月
　
　
六
日

九
月
　
十
二
日

九
月
二
十
五
日

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

正

月

　

一

目

正
月
二
十
一
日

二
月
　
　
九
日

二
月
　
十
五
日

三
月
　
ユ
ハ
日

三
月
二
十
一
日

四
月
二
十
六
日

七
月
　
　
二
目

九
月
　
十
三
日

九
月
二
十
四
日

二
月
　
　
七
日

二
月
二
十
七
日

九
月
　
　
十
日

十
月
　
　
三
日

十
月
二
十
三
日

間
三
月
　
十
七
日

六
月
　
　
五
日

七
月
　
十
七
日

九
月
二
十
一
日

九
月
二
十
二
日

十
一
月
　
　
二
日

二
月
二
十
九
日

三
月
　
十
六
日

四
月
　
十
六
日

七
月
　
　
九
日

八
月
　
十
六
日

二
月
二
十
九
日

三
月
二
十
一
日

四
月
二
十
一
日

四
月
二
十
－
日

四
月
二
十
三
日

江
戸
森
本
町
よ
り
出
火
、
麻
布
中
屋
敷
類
焼
す
。
（
象
誇
）

長
崎
戸
町
の
石
火
矢
蔵
を
、
鍋
鳴
家
と
費
用
を
合
せ
て
改
造
。
（
家
藷
）

江
戸
御
屋
敷
類
焼
に
つ
き
、
家
中
よ
り
御
座
敷
書
院
過
り
其
外
を
江
戸
へ
送
る
、
両
市
中
も
銀
米
、
瓦
倉
を
差
出
す
。
（
要
録
）
　
（
吉
田
）

桜
田
屋
敷
類
焼
°
享
保
十
七
年
新
普
請
、
元
文
二
年
完
成
°
　
（
家
譜
）
　
（
吉
田
）
　
（
長
野
）

江
戸
御
上
屋
敷
普
請
に
つ
き
、
鳥
飼
御
芥
屋
跡
内
外
の
大
松
を
普
請
用
材
と
す
°
　
（
長
野
）

継
高
の
第
三
女
、
福
岡
城
内
北
の
丸
に
て
誕
生
。
（
家
譜
）

御
要
所
下
書
古
昧
半
助
、
鳥
飼
御
芥
屋
の
内
、
今
度
松
伐
除
跡
の
空
地
を
居
宅
地
と
し
て
願
い
、
許
さ
る
°
　
（
長
野
）

御
内
祝
の
た
め
、
こ
の
日
、
北
ノ
丸
床
揚
げ
。
（
吉
田
）

地
行
六
番
町
出
火
、
足
軽
家
五
十
五
軒
他
焼
失
。
（
長
野
）

福
岡
城
堀
過
り
の
石
垣
の
修
補
許
可
。
（
家
藩
）

故
立
花
重
矩
の
妻
（
吉
田
増
年
の
五
女
）
、
福
岡
城
三
の
郭
東
御
門
内
の
東
、
吉
田
栄
年
が
屋
敷
（
別
屋
を
構
う
）
　
に
て
死
す
°
　
（
吉
田
）

吉
田
拍
年
（
竹
翁
）
、
御
花
壇
の
菊
華
両
種
（
朽
葉
色
八
重
・
淡
黄
八
重
）
を
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
、
菊
花
拝
見
、
濃
藤
色
の
花
一
種
を
賜
わ
る
°
　
（
吉
田
）

吉
田
栄
年
の
養
子
保
年
、
婚
礼
後
、
三
の
郭
　
（
上
の
橋
）
　
内
東
の
屋
敷
部
屋
か
ら
屋
敷
の
本
宅
に
住
す
。
（
吉
田
）

江
戸
御
普
請
に
つ
き
、
御
殿
内
小
書
院
・
御
広
間
解
家
し
、
ま
た
、
御
館
前
の
大
腰
掛
、
二
の
御
丸
書
院
、
評
定
所
三
カ
所
解
体
、
江
戸
へ
送
る
°
ま
た
、
吉
田
六
郎
大
夫

浦
上
三
郎
兵
衛
・
矢
野
六
大
夫
・
久
野
四
兵
衛
．
大
音
六
左
衛
門
・
加
藤
半
左
衛
門
、
御
成
座
敷
を
解
き
江
戸
へ
送
る
°
　
（
長
野
）

去
年
の
江
戸
御
普
請
に
際
し
、
福
岡
城
御
殿
内
の
小
書
院
、
御
広
間
両
御
座
敷
を
解
家
し
た
た
め
、
惣
御
礼
を
大
書
院
に
於
て
行
う
。
（
長
野
）

勘
定
所
門
脇
（
通
町
南
側
下
の
橋
筋
の
角
）
　
に
目
安
箱
を
設
置
。
（
家
薄
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
、
御
座
の
梅
花
（
紅
梅
儀
後
梅
）
一
桶
を
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

継
高
、
兵
法
の
間
に
て
諸
役
人
を
召
し
、
家
老
列
座
に
て
倹
約
質
素
を
申
し
付
け
る
。
（
家
港
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
、
御
花
壇
の
牡
丹
花
三
種
を
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

吉
田
拍
年
（
竹
翁
）
、
継
高
帰
城
に
つ
き
、
小
作
事
所
前
を
通
り
、
御
館
裏
御
門
ま
で
ア
ン
ダ
に
て
出
館
。
（
吉
田
）

苫
田
治
年
　
（
竹
翁
）
、
御
庭
の
草
花
を
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

苫
田
拍
年
（
竹
翁
）
、
御
岳
の
熟
瓜
を
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
、
佐
賀
堀
の
鯉
の
料
理
を
賜
わ
る
°
　
（
吉
田
）

御
花
壇
実
生
の
菊
華
両
種
咲
く
°
　
（
吉
田
）

箱
崎
大
火
、
別
館
．
町
芥
屋
．
制
札
場
他
士
人
宅
・
民
家
・
蔵
．
馬
次
所
．
寺
類
焼
す
。
（
家
譜
）

継
高
、
土
俵
酒
井
謙
岐
守
よ
り
麻
布
の
中
屋
敷
に
て
、
帰
国
の
い
と
ま
を
賜
う
。
（
家
譜
）

継
高
、
用
心
除
の
定
書
を
本
丸
宝
蔵
に
縮
め
る
。
（
家
藩
）

吉
田
治
年
　
（
竹
翁
）
、
御
庭
の
菊
花
三
種
を
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
、
御
庭
の
牡
丹
花
（
紅
白
三
輪
）
を
賜
わ
る
°
　
（
吉
田
）

継
高
、
黒
田
美
作
の
浜
屋
敷
に
入
る
。
（
家
譜
）

継
高
、
吉
田
三
郎
太
夫
の
浜
屋
敷
に
柾
駕
す
。
（
家
譜
）

福
岡
大
風
、
国
中
倒
家
三
千
二
百
五
軒
、
倒
木
七
千
五
百
二
十
本
余
、
諸
士
の
第
宅
も
破
損
す
°
　
（
家
譜
）

継
高
、
参
勤
首
途
の
視
に
黒
田
美
作
の
宅
に
桂
駕
す
。
（
家
譜
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
、
御
花
壇
の
菊
花
二
輪
を
賜
わ
る
°
　
（
吉
田
）

継
高
江
戸
着
、
麻
布
の
屋
敷
に
入
る
°
　
（
家
譜
）

福
岡
城
外
上
の
橋
．
下
の
橋
．
退
避
橋
三
所
の
棟
際
下
水
の
寛
の
修
理
を
絵
図
を
以
て
伺
う
。
（
家
譜
）

城
外
水
覚
の
修
理
許
可
。
（
家
醇
）

福
岡
城
北
の
丸
に
て
側
室
の
男
子
西
壁
。
（
家
諦
）
　
（
吉
田
）

継
高
、
吉
田
三
郎
太
夫
の
浜
屋
敷
に
柁
駕
す
。
（
家
譜
）

継
高
、
黒
田
美
作
の
浜
屋
敷
に
屈
請
す
。
（
家
譜
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
、
御
庭
の
桜
（
彼
岸
桜
）
一
桶
を
賜
わ
る
。
（
苫
田
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
、
御
花
壇
の
牡
丹
花
両
種
　
（
紅
．
藤
色
）
を
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

浦
上
三
郎
兵
衛
屋
敷
玄
関
よ
り
出
火
、
矢
野
市
大
夫
・
票
田
美
作
屋
敷
焼
失
、
吉
田
栄
年
屋
敷
、
外
長
屋
・
玄
関
．
馬
屋
．
台
所
．
大
工
木
屋
．
奥
蔵
残
る
、
其
外
、
奥
表

井
に
長
屋
残
ら
ず
焼
失
。
上
の
橋
御
門
焼
失
、
武
具
の
内
鉄
砲
道
具
．
弓
道
具
は
多
門
櫓
に
入
置
く
故
焼
け
ず
、
御
門
櫓
に
入
置
く
先
祖
の
具
足
．
着
料
の
具
足
を
初
、
其

外
武
具
・
馬
具
残
ら
ず
焼
失
。
（
吉
田
）

七
時
、
福
岡
城
内
、
浦
上
三
郎
兵
衛
の
宅
よ
り
出
火
、
矢
野
市
太
夫
．
黒
田
美
作
の
宅
を
延
焼
、
上
の
橋
の
門
に
火
移
り
、
吉
田
六
郎
太
夫
の
屋
敷
ま
で
類
焼
。
三
郎
兵
衛

宅
は
表
長
屋
残
る
。
市
太
夫
宅
は
表
長
屋
・
馬
屋
残
る
。
六
郎
太
夫
宅
は
表
長
屋
．
玄
関
．
麻
．
台
所
残
る
。
美
作
宅
は
全
焼
°
（
家
譜
）

吉
田
拍
年
（
竹
翁
）
、
御
花
壇
の
彗
薬
一
瓶
を
賜
わ
る
。
（
吉
田
）
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享
保
　
五
　
二
七
二
〇
）

享
保
　
六
　
二
七
二
一
）

享
保
　
七
　
二
九
二
二
）

享
保
　
八
　
二
七
二
二
）

享
保
　
九
　
（
一
七
二
四
）

享
保
　
十
二
七
二
五
）

享
保
十
一
（
一
七
二
六
）

享
保
十
二
　
（
一
七
二
七
）

享
保
十
三
　
（
一
七
二
八
）

享
保
十
四
二
七
二
九
）

享
保
十
六
　
（
一
七
三
一
）

八
月
　
十
一
日

九
月
二
十
六
日

十
月
　
　
三
日

十
月
二
十
二
日

十
月
二
十
五
日

十
二
月
二
十
五
日

正
月
　
　
朔
日

正
月
　
十
五
日

三
月
　
十
七
日

五
月
二
十
八
日

九
月
二
十
一
日

十
月
　
　
三
日

二
月
二
十
五
日

七
月
二
十
四
日

十
月
　
　
四
日

走
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

八
月
　
十
四
日

十
月
二
十
四
日

十
一
月
　
十
八
日

／／

十
二
月
　
十
三
日

冬
二
月
　
十
五
日

三
月
　
　
九
日

六
月
　
十
六
日

九
月
　
十
四
日

十
二
月
二
十
六
日

二
月
二
十
九
日

四
月
　
十
一
日

七
月
　
十
六
日

七
月
二
十
六
日

二
月
　
二
十
日

六
月
二
十
九
日

十
二
月
　
十
二
日

是
　
　
　
　
　
年

二
月
　
一

日

二
月
　
　
三
日

三
月
　
十
一
日

ユ
ハ
月
二
十
九
日

八
月
　
　
三
日

八
月
　
十
八
日

閃
九
月
　
　
三
日

三
月
　
　
三
日

崩
家
（
四
百
一
軒
）
、
流
家
（
十
七
軒
）
、
溺
死
（
男
二
人
）
、
堤
・
井
手
・
道
．
桶
・
井
梱
・
瑠
璃
等
功
壊
．
（
家
譜
）

本
丸
御
番
を
大
組
中
・
桧
木
坂
御
矢
倉
御
番
を
・
御
留
守
中
は
足
軽
頭
中
・
御
在
国
中
は
馬
週
中
に
、
御
館
御
玄
官
御
番
を
御
無
足
中
に
命
じ
、
御
城
代
与
中
は
本
丸
惣
誌

と
す
る
°
　
（
資
料
4
1
3
）

福
岡
城
東
の
橋
（
土
橋
）
長
6
間
1
尺
・
巾
2
間
1
尺
・
城
西
の
橋
（
下
橋
）
長
6
間
2
尺
、
巾
2
間
3
尺
5
寸
、
城
南
の
橋
（
追
週
橋
）
、
及
び
各
棟
際
の
水
道
懸
樋
＝
箱

水
道
）
・
大
破
に
つ
き
・
修
寮
の
儀
を
幕
府
に
伺
う
。
こ
の
頃
、
御
城
曲
輪
御
堀
過
り
、
土
留
．
石
垣
の
崩
れ
、
或
は
卒
の
箇
所
大
小
7
8
カ
所
の
う
ち
、
1
0
カ
所
程
の
修
濱

に
つ
き
絵
図
を
以
て
幕
府
に
伺
う
°
　
（
長
野
）

江
戸
麻
布
御
屋
敷
空
長
屋
よ
り
出
火
。
（
吉
田
）

上
ノ
橋
．
下
ノ
橋
・
追
週
ロ
ノ
橋
、
及
び
橋
際
の
水
道
掛
樋
の
掛
直
し
．
修
覆
は
御
窺
に
及
ば
ず
°
（
吉
日
）

大
洪
水
に
よ
る
城
外
破
損
の
修
補
を
願
い
出
る
°
　
（
家
譜
）

荒
戸
新
町
よ
り
出
火
、
商
家
百
三
十
一
軒
、
寺
二
所
焼
失
す
。
（
家
譜
）

諸
士
御
礼
の
後
、
継
高
、
本
丸
に
登
り
、
釈
迦
の
間
に
着
座
。
（
吉
田
）

博
多
よ
り
松
噴
子
、
本
丸
御
館
に
来
る
、
大
広
間
上
段
よ
り
ご
覧
、
町
奉
行
両
人
兵
法
稽
古
所
前
に
伺
候
。
（
吉
田
）

継
高
、
荒
戸
東
照
宮
に
参
詣
。
帰
城
後
、
奥
の
馬
場
に
て
叙
法
を
見
る
°
（
家
譜
）

桜
田
屋
敷
の
上
段
に
宣
政
の
隠
宅
完
成
、
移
動
す
。
（
家
譜
）

継
高
、
美
作
の
家
に
臨
み
、
帰
城
の
後
、
美
作
、
五
松
館
に
て
礼
を
申
す
°
　
（
家
譜
）

慶
長
～
寛
永
に
い
た
る
ま
で
の
間
の
江
戸
城
廻
り
普
請
の
覚
を
普
請
奉
行
朽
木
丹
後
守
に
出
す
。
（
家
譜
）

継
高
、
郡
平
馬
宅
に
て
桜
を
見
る
。
（
家
譜
）

荒
戸
波
頭
修
寮
の
許
可
°
　
（
家
譜
）

継
高
、
日
下
部
丹
波
守
に
木
屋
瀬
の
別
館
で
出
会
。
（
家
譜
）

中
島
東
の
橋
を
懸
替
え
る
。
柱
は
そ
の
ま
ま
置
、
板
そ
の
外
上
道
具
を
新
造
、
姫
路
屋
喜
八
請
会
い
°
（
長
野
）

追
避
御
隠
宅
跡
の
御
畑
を
、
春
よ
り
近
習
衆
の
屋
敷
と
し
て
下
す
、
段
々
家
作
、
屋
敷
九
軒
に
成
る
°
（
長
野
）

大
風
水
害
、
遠
賀
．
穂
波
．
早
良
郡
等
の
山
崩
多
し
°
　
（
家
譜
）

幕
命
に
よ
り
志
摩
郡
好
士
嶽
古
城
よ
り
壱
岐
国
の
方
位
を
記
し
提
出
す
。
（
家
譜
）

福
岡
大
火
、
八
五
五
軒
余
焼
失
°
　
（
家
譜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ゝ

荒
戸
四
番
丁
よ
り
出
火
、
焼
失
軒
数
六
四
七
軒
、
同
竃
数
千
三
十
三
竃
、
原
書
口
の
御
門
の
高
塀
八
開
程
も
焼
失
す
°
（
長
野
）

薬
院
岩
戸
口
よ
り
出
火
す
°
　
（
長
野
）

竹
森
清
左
衛
門
の
宅
の
旗
庫
を
修
補
。
（
家
誇
）

福
岡
大
火
の
時
焼
失
し
た
薬
院
口
の
門
の
再
建
、
同
所
石
垣
の
修
補
許
可
。
（
家
譜
）

北
の
丸
勤
め
を
仰
付
け
ら
れ
、
お
犬
ど
の
江
戸
よ
り
下
着
°
　
（
長
野
）

継
高
、
兵
法
の
間
に
於
て
初
め
て
聡
子
を
開
く
°
　
（
長
野
）

吉
田
増
年
妻
、
御
城
三
の
郭
東
御
門
内
の
東
、
吉
田
栄
年
が
屋
敷
（
裏
に
別
屋
を
構
う
）
に
て
死
す
°
　
（
吉
田
）

荒
戸
杉
土
手
吉
田
次
郎
右
衛
門
宅
出
火
、
焼
失
°
　
（
長
野
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
、
御
自
愛
の
牡
丹
　
（
紅
白
）
両
種
を
賜
わ
る
。
（
吉
田
）

竃
門
山
の
座
主
樗
伽
院
秀
雅
、
本
丸
若
一
王
子
の
社
に
て
法
修
し
礼
守
を
献
ず
°
そ
の
後
、
下
の
館
大
広
間
に
て
勤
行
す
。
（
家
譜
）

福
岡
城
外
橋
口
取
入
石
垣
の
修
補
許
可
°
　
（
家
譜
）

村
田
縫
右
衛
門
は
、
御
北
の
丸
、
今
度
か
い
に
ん
の
女
中
の
弟
故
、
新
知
二
百
石
を
下
さ
る
°
　
（
長
野
）

福
岡
大
火
、
士
人
の
宅
十
二
区
、
足
軽
屋
敷
二
百
三
十
六
軒
、
商
家
五
十
八
戸
焼
失
す
°
　
（
家
諮
）

鳥
飼
道
借
屋
よ
り
出
火
、
足
軽
家
二
二
ハ
軒
他
を
焼
失
°
　
（
長
野
）

吉
田
治
年
（
竹
翁
）
、
吉
田
栄
年
の
宅
（
三
の
郭
東
御
門
内
東
の
屋
敷
）
　
に
行
く
°
　
（
吉
田
）
　
マ
ゝ

野
村
太
郎
兵
衛
祐
明
に
隠
居
の
命
あ
り
、
居
屋
敷
三
の
郭
の
北
西
よ
り
三
番
は
立
花
平
左
衛
門
増
敬
の
屋
敷
（
大
名
町
南
側
西
よ
り
一
番
）
と
替
え
ら
る
°
（
吉
田
）

御
小
人
．
小
役
人
井
御
用
聞
諸
町
人
の
城
内
出
入
に
つ
き
、
従
来
の
裏
門
出
入
を
止
め
、
表
御
門
出
入
と
す
。
（
長
野
）

鎌
田
九
郎
兵
衛
大
組
に
加
え
ら
れ
、
親
代
に
御
矢
倉
に
召
し
上
げ
置
か
れ
た
武
具
を
返
却
さ
れ
る
。
（
長
野
）

高
木
作
右
衛
門
、
江
戸
よ
り
帰
国
の
途
次
、
御
館
御
居
間
に
於
て
御
目
見
、
御
兵
法
の
間
に
於
て
料
理
下
さ
る
。
（
長
野
）

北
の
丸
御
妊
婦
出
産
あ
り
。
（
長
野
）

吉
宗
公
か
ら
拝
領
の
鶴
を
、
兵
法
の
間
に
て
披
く
。
（
家
誇
）

吉
田
栄
年
の
養
子
保
年
－
二
の
郭
（
上
ノ
橋
）
内
東
の
屋
敷
部
屋
に
住
す
°
　
（
家
譜
）

今
年
空
梅
雨
に
て
六
万
七
千
六
百
石
余
の
損
害
°
（
家
譜
）

博
多
洪
水
、
田
嶋
土
手
切
れ
、
鳥
飼
村
へ
水
込
上
る
、
薬
院
、
博
多
川
端
も
同
じ
。
（
長
野
）

福
岡
城
下
西
の
と
り
入
門
番
所
下
の
石
垣
二
カ
所
、
同
所
続
き
堀
端
土
手
下
石
垣
一
ヶ
所
、
同
所
向
側
堀
端
石
垣
一
ヶ
所
の
修
補
許
可
。
（
家
藷
）

吉
田
栄
年
、
北
の
丸
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
る
。
（
吉
田
）
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正
徳
　
五
　
二
七
一
五
）

正
徳
　
六
　
二
七
一
六
）

享
保
　
元
　
二
七
二
ハ
）

享
保
　
二
　
二
七
一
七
）

享
保
　
三
　
二
七
一
八
）

享
保
　
四
　
二
七
一
九
）

享
保
　
五
　
二
七
二
〇
）

八
月
　
十
七
日

九
月
　
　
二
日

／／

九
月
　
　
六
日

二
月
　
　
二
日

二
月
　
　
七
日

四
月
　
　
二
日

四
月
　
十
一
日

五
月
二
十
一
日

九
月
二
十
二
日

九
月
二
十
四
日

是
　
　
　
　
　
年

正
月
二
十
二
日

五
月
　
十
五
日

七
月
　
　
九
日

七
月

九
月
　
　
七
日

九
月
二
十
九
日

三
月
二
十
八
日

十
月
　
　
七
日

十
月
二
十
一
日

十
一
月
十
日

三
月
　
　
六
日

五
月
　
　
十
日

八
月

九
月
　
十
六
日

十
一
月
　
　
六
日

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

二
月
二
十
三
日

五
月
　
　
七
日

五
月
二
十
四
日

六
月
　
十
九
日

六
月
二
十
一
日

／／

六
月
二
十
五
日

七
月
　
十
一
日

七
月
二
十
一
日

一

■

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

丁

／

治
年
、
本
丸
に
登
り
、
武
具
櫓
を
点
検
、
古
き
御
旗
四
十
流
れ
を
見
つ
く
。
（
吉
田
）

大
風
吹
と
云
ヘ
ビ
も
、
福
岡
御
城
大
破
に
及
ば
ず
。
（
吉
田
）

黒
田
長
清
福
岡
御
出
、
大
書
院
に
於
て
、
中
老
以
下
諸
役
人
面
々
に
、
御
蔵
給
地
一
統
平
均
を
仰
付
く
。
（
吉
田
）

直
方
藩
主
長
清
出
福
、
二
の
丸
に
着
座
、
五
日
下
の
館
に
入
り
、
大
広
間
に
於
て
剣
術
、
鎗
術
を
見
る
。
（
長
野
）

長
清
、
御
本
丸
巡
見
す
、
御
玄
関
．
広
間
．
釈
迦
の
間
．
龍
の
間
．
御
居
間
・
天
守
台
．
武
具
櫓
を
巡
見
す
。
（
吉
田
）

宣
政
養
子
若
殿
　
（
継
高
）
鐙
初
、
故
光
之
の
鎧
を
著
し
、
水
牛
の
由
目
を
つ
く
。
（
家
譜
）
　
（
長
野
）

吉
之
下
国
、
二
の
丸
に
着
座
°
　
（
吉
田
）

二
の
丸
に
て
能
興
行
。
（
吉
田
）

屋
敷
替
あ
り
、
斉
藤
丹
下
屋
敷
（
三
の
郭
の
北
西
よ
り
一
番
）
を
郡
平
馬
に
、
郡
平
馬
屋
敷
（
三
の
郭
の
北
西
よ
り
五
番
）
を
矢
野
安
大
夫
へ
、
矢
野
安
大
夫
屋
敷
（
福
岡

天
神
町
北
側
東
よ
り
五
番
）
を
斉
藤
三
郎
大
夫
に
、
斉
藤
三
郎
大
夫
屋
敷
（
福
岡
荒
津
通
町
南
側
東
よ
り
五
番
）
を
沢
辺
角
大
夫
へ
与
う
。
（
吉
田
）

福
岡
唐
人
町
よ
り
出
火
、
二
百
七
十
余
戸
延
焼
す
。
（
家
譜
）
　
（
長
野
）

福
岡
城
過
り
石
垣
の
所
々
、
段
々
修
補
し
、
残
る
所
一
箇
所
に
つ
き
、
公
儀
御
代
替
り
故
、
改
め
て
窺
書
を
差
し
出
す
も
、
前
々
の
如
く
勝
手
次
第
の
修
寮
を
許
さ
る
。
（
吉
田
）

長
清
、
長
崎
御
番
よ
り
の
帰
路
、
福
岡
御
者
、
二
十
六
日
晩
、
御
館
御
兵
法
の
間
に
て
諸
役
人
御
目
見
、
去
々
年
（
正
徳
四
）
　
に
同
じ
。
（
吉
田
）

戸
波
武
大
夫
の
知
行
高
二
百
石
、
戸
波
弥
五
大
夫
の
知
行
高
百
石
。
（
分
限
）

江
戸
小
石
川
よ
り
出
火
、
鉄
砲
洲
長
浦
の
屋
敷
類
焼
す
°
　
（
家
譜
）

長
清
、
二
の
丸
御
者
、
十
七
日
御
館
御
出
、
兵
法
の
間
に
於
て
巡
見
、
同
晩
二
の
丸
に
て
射
芸
御
覧
、
十
八
日
追
週
馬
場
に
て
家
中
馬
術
御
覧
あ
り
。
（
吉
田
）

幕
府
屋
敷
改
役
へ
、
桜
田
上
屋
敷
・
赤
坂
中
屋
敷
．
白
金
下
屋
敷
の
坪
数
を
書
上
げ
差
出
す
。
（
家
譜
）

桜
田
上
屋
敷
、
麻
布
．
白
金
屋
敷
の
坪
割
を
、
六
尺
五
寸
間
か
ら
六
尺
間
に
改
め
る
°
　
（
家
譜
）

長
浦
、
下
の
館
に
入
る
。
十
日
直
方
へ
帰
向
。
（
家
藩
）

長
清
、
直
方
を
発
し
参
勤
、
十
一
月
五
目
江
戸
に
著
す
。
浅
府
の
屋
敷
に
入
る
°
　
（
家
啓
）

老
中
久
世
大
和
守
諸
国
に
国
絵
図
を
求
む
°
境
目
御
用
懸
り
立
花
小
左
衛
門
（
城
代
頭
）
．
御
国
絵
図
懸
り
大
橋
又
兵
衛
（
馬
廻
）
．
月
成
権
⊥
ハ
（
馬
避
）
．
絵
図
書
キ
上

田
権
太
郎
（
城
代
組
）
・
山
本
源
助
　
（
城
代
組
星
野
助
右
衛
門
算
術
の
弟
子
）
°
　
（
吉
田
）

唐
船
打
払
に
勤
め
た
面
々
に
対
し
、
大
書
院
、
大
広
間
、
式
台
に
て
料
理
を
下
さ
る
。
（
長
野
）

秋
月
藩
主
黒
田
長
治
福
岡
に
到
る
。
名
島
会
所
よ
り
御
館
御
出
招
き
番
坂
下
に
て
駕
龍
を
下
る
。
御
館
御
門
番
所
の
前
に
側
筒
頭
一
人
出
居
る
。
（
吉
田
）

伊
崎
よ
り
出
火
、
大
火
と
な
る
。
新
町
の
薪
炭
倉
、
長
倉
、
材
木
倉
に
被
害
あ
り
。
下
橋
口
の
御
権
威
は
残
る
。
（
長
野
）

福
岡
大
火
。
伊
崎
よ
り
出
火
、
源
光
院
前
に
燃
え
出
、
士
人
．
加
子
の
家
、
御
山
の
下
焼
失
。
筈
子
町
堀
端
ま
で
娩
出
、
堀
端
の
熊
澤
十
老
中
左
衛
門
の
屋
敷
に
て
鎮
火
。

本
丸
．
二
の
丸
は
無
事
、
城
内
北
側
の
屋
敷
は
延
焼
せ
ず
。
勘
定
所
左
右
向
屋
敷
ま
で
焼
°
　
（
家
譜
）

長
清
、
直
方
御
立
、
御
館
御
出
、
兵
法
の
間
に
て
夕
御
膳
、
広
間
に
て
鎗
兵
法
御
覧
、
二
の
丸
に
滞
留
。
（
家
譜
）

幕
府
勘
定
奉
行
へ
、
筑
前
国
よ
り
筑
後
．
肥
前
．
豊
前
の
見
当
山
を
絵
図
に
し
て
提
出
す
°
　
（
家
諸
）

延
宝
四
年
以
来
の
本
丸
定
番
を
止
め
、
大
組
中
よ
り
一
人
宛
御
玄
関
勤
番
、
松
木
坂
櫓
に
は
足
軽
頭
、
馬
週
勤
番
、
御
館
へ
は
無
足
相
詰
む
る
よ
う
定
む
、
昔
は
本
丸
に
は

中
老
番
頭
相
詰
む
と
。
（
長
野
）

長
清
、
直
方
よ
り
御
出
、
二
の
丸
に
滞
留
す
。
（
吉
田
）

こ
れ
よ
り
以
前
、
福
岡
城
上
の
橋
大
破
に
及
ぶ
に
つ
き
、
掛
け
直
し
を
江
戸
に
窺
う
、
同
じ
く
橋
際
に
あ
る
水
道
の
掛
樋
の
掛
直
し
も
窺
う
。
（
吉
田
）

本
丸
定
番
原
三
五
右
衛
門
辞
す
、
以
後
、
本
丸
番
は
大
組
中
日
々
交
替
に
て
御
玄
関
に
勤
番
、
松
ノ
木
矢
倉
番
は
足
軽
中
．
馬
週
中
勤
番
、
城
代
組
は
本
丸
惣
語
に
詰
め
る

こ
と
を
定
む
0
　
（
吉
田
）

御
勘
定
所
長
蔵
西
所
の
火
除
の
為
、
林
太
郎
大
夫
以
下
の
居
屋
敷
を
召
上
｛
＼
°
　
（
長
野
）

長
浦
（
直
方
藩
主
．
継
高
実
父
）
麻
府
屋
敷
に
て
逝
去
°
天
真
寺
に
葬
る
°
　
（
家
譜
）

大
久
保
下
野
守
の
命
に
よ
り
（
前
年
十
一
月
二
十
六
日
）
福
岡
城
よ
り
粕
屋
那
立
花
山
古
城
跡
、
志
摩
郡
毘
沙
門
嶽
の
方
位
、
鞍
手
郡
宮
田
村
近
所
笠
木
古
城
跡
よ
り
豊
前

国
彦
山
の
方
位
、
遠
賀
郡
鳴
水
村
近
所
帆
柱
古
城
跡
よ
り
彦
山
の
方
位
を
定
め
、
書
出
し
、
下
絵
図
を
下
野
守
に
提
出
。
（
家
譜
）

継
高
福
岡
着
城
、
直
に
御
館
に
入
る
（
光
之
初
め
て
入
国
の
時
は
、
下
の
御
館
繕
い
に
よ
り
二
の
丸
に
入
る
。
綱
政
は
御
館
に
、
宣
政
の
時
は
、
先
ず
本
丸
に
入
り
、
同
日

御
館
に
移
る
）
°
　
（
吉
田
）

継
高
、
本
丸
に
登
り
、
釈
迦
の
間
に
て
鰭
の
吸
物
酒
を
ま
い
り
、
家
老
中
に
侍
食
せ
し
む
°
（
家
譜
）

継
高
初
め
て
本
丸
に
登
る
、
松
の
木
坂
よ
り
登
り
、
本
丸
表
御
門
よ
り
入
り
、
御
玄
関
よ
り
釈
迦
の
間
に
着
座
°
　
（
吉
田
）

大
雨
洪
水
に
て
田
島
水
押
五
万
六
千
三
百
石
余
。
山
抜
．
崩
家
．
流
家
．
道
．
橋
等
損
壊
、
被
害
甚
大
。
（
家
藩
）

城
廻
り
土
留
め
・
石
垣
．
土
手
所
々
崩
れ
或
は
学
む
、
絵
図
を
以
て
江
戸
に
修
覆
を
伺
う
。
破
損
の
所
は
都
合
七
十
八
箇
所
。
（
吉
田
）
　
（
長
野
）

継
高
、
本
丸
に
て
家
中
の
賀
礼
を
請
け
る
°
そ
の
後
、
常
の
間
に
て
、
社
人
．
僧
徒
．
商
家
ま
で
賀
礼
を
清
く
。
（
家
蕗
）

継
高
、
本
九
・
二
の
丸
巡
見
°
松
の
木
坂
よ
り
登
り
、
道
具
矢
倉
御
門
よ
り
入
／
り
、
鉄
砲
櫓
・
武
具
櫓
見
分
、
天
守
台
の
協
よ
り
鉄
（
タ
ロ
カ
ネ
）
門
を
通
り
、
月
見
櫓
過

り
を
見
て
、
表
御
門
よ
り
出
ず
－
屑
子
雁
木
を
通
り
、
二
の
丸
表
御
門
よ
り
入
り
、
御
間
の
内
見
分
、
裏
御
門
よ
り
出
で
て
、
水
の
手
を
見
、
桐
の
木
坂
を
通
っ
て
帰
館
o

（
吉
田
）
　
（
家
譜
）

福
岡
大
雨
洪
水
、
城
下
土
留
の
石
垣
及
び
土
居
、
或
は
窄
み
出
、
所
々
破
損
多
し
°
田
島
の
砂
入
・
水
押
し
（
五
万
六
千
三
百
石
余
）
、
山
抜
（
六
千
二
百
二
十
九
カ
所
）
、
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賛
永
　
六
　
二
七
〇
九
）

賛
永
　
七
　
（
一
七
一
〇
）

正
徳
　
元
　
（
一
七
一
一
）

正
徳
　
二
　
二
七
一
二
）

正
徳
　
三
　
二
七
一
三
）

正
徳
　
四
∵
二
七
一
四
）

正
徳
　
五
　
二
七
一
五
）

二
月
　
　
七
日

三
月
二
十
日
過

四
月
　
　
二
目

五
月
　
十
三
日

九
月
　
　
五
目

十
一
月

十
二
月
　
　
上
旬

七
月
　
　
八
日

九
月
二
十
八
日

六
月
二
十
四
日

十
一
月
　
　
六
日

四
月
二
十
一
日

五
月
二
十
一
日

八
月
二
十
五
日

八
月
二
十
八
日

八
月
　
　
晦
日

九
月
　
　
十
日

九
月
　
十
二
日

九
月
　
十
九
日

正
月
　
　
朔
日

正
月
　
　
二
日

正
月
　
十
三
日

三
月
　
十
一
日

四
月
　
　
六
日

四
月
　
十
一
日

四
月
　
十
九
日

四
月
二
十
二
日

四
月
二
十
八
日

四
月
二
十
八
日

四
月
二
十
九
日

五
月
二
日

七
月
　
二
十
日

八
月
　
　
三
日

八
月
　
　
六
日

九
月
　
　
二
日

十
二
月
二
十
五
日

是
　
　
　
　
　
年

正
月
　
　
朔
日

六
月
　
十
九
日

七
月
　
十
三
日

十
一
月
二
十
二
日

是
　
　
　
　
牛

四
月
　
十
五
日

四
月
二
十
一
日

七
月
　
　
五
日

綱
政
長
子
吉
之
、
帰
国
、
二
の
丸
に
着
座
。
（
吉
田
）
　
（
長
野
）

綱
政
夫
人
心
空
院
の
御
塔
石
、
油
山
よ
り
出
る
。
（
長
野
）

二
の
丸
に
於
て
御
能
あ
り
。
（
長
野
）

綱
政
長
子
吉
之
、
参
勤
の
首
途
、
綱
政
の
下
の
御
館
に
入
る
。
（
長
野
）

お
つ
れ
殿
、
江
戸
よ
り
下
着
直
に
北
の
丸
に
落
着
す
。
（
長
野
）

鳥
飼
御
堀
に
大
白
鳥
来
る
。
（
長
野
）

吉
田
治
年
、
福
岡
よ
り
大
廻
り
の
船
便
で
取
り
寄
せ
た
牡
丹
両
種
（
広
沢
．
月
影
）
を
綱
政
長
子
吉
之
の
夫
人
に
献
上
。
（
吉
田
）

北
丸
御
普
請
成
就
す
。
（
長
野
）

吉
田
治
年
等
、
北
の
丸
　
（
妾
を
置
き
玉
う
別
業
を
北
の
丸
と
云
）
　
に
於
て
侍
食
す
。
（
吉
田
）

綱
政
の
棺
を
、
御
館
表
玄
関
よ
り
出
し
、
表
御
門
．
上
の
橋
．
本
町
．
天
神
の
町
．
博
多
掛
町
筋
．
崇
福
寺
に
到
る
。
（
家
譜
）

宣
政
、
福
岡
御
文
庫
に
蔵
す
黒
田
御
家
譜
を
江
戸
へ
奉
る
。
（
吉
田
）

宣
政
帰
城
。
諸
士
、
箱
崎
桧
原
に
出
迎
え
る
。
本
丸
に
入
り
釈
迦
の
間
に
て
尉
火
斗
蝕
を
祝
い
，
家
老
、
中
老
井
嫡
子
を
召
し
出
す
。
畢
て
下
の
館
へ
入
る
。
（
家
譜
）

宣
政
初
め
て
下
回
、
本
丸
に
於
て
諸
士
の
礼
を
受
け
る
。
五
月
二
十
一
日
、
本
丸
龍
の
間
、
釈
迦
の
間
．
広
間
に
て
諸
士
の
礼
あ
り
。
（
吉
田
）
　
（
長
野
）

宣
政
、
本
丸
に
登
り
、
居
間
に
於
て
、
秋
月
藩
主
黒
田
長
軌
と
対
顔
す
。
同
日
晩
、
御
館
兵
法
の
間
に
於
て
饗
応
あ
り
。
（
吉
田
）
　
（
長
野
）

宣
政
、
兵
法
の
間
・
大
書
院
・
小
書
院
・
大
書
院
広
間
・
小
書
院
広
間
．
大
広
間
・
広
間
に
て
諸
士
に
料
理
を
賜
う
。
（
吉
田
）

大
広
間
に
於
て
、
御
継
目
の
御
視
儀
御
料
理
を
下
さ
る
°
　
（
長
野
）

浅
府
白
金
の
屋
敷
坪
数
書
付
を
幕
府
屋
敷
改
役
へ
差
出
す
。
（
家
譜
）

福
岡
城
過
り
石
垣
学
の
築
直
し
の
た
め
絵
図
を
江
戸
へ
差
し
出
す
。
（
吉
田
）

宣
政
、
浅
府
よ
り
桜
田
の
宅
に
移
住
す
。
（
家
譜
）

御
館
に
て
年
始
の
礼
あ
り
、
終
り
て
宣
政
、
本
丸
に
登
る
、
家
老
中
従
行
す
。
（
吉
田
）

弓
の
間
に
て
博
多
．
福
岡
町
人
の
礼
あ
り
、
終
り
て
、
御
館
裏
の
馬
場
に
て
御
馬
乗
初
。
広
間
の
庭
に
て
弓
射
初
．
鉄
砲
打
初
あ
り
o
　
（
吉
田
）

表
舞
台
に
て
能
興
業
。
（
吉
田
）

宣
政
、
黒
田
美
作
一
利
の
宅
　
（
三
の
郭
の
北
東
一
番
の
屋
敷
）
　
に
御
成
。
（
吉
田
）

宣
政
、
黒
田
　
（
隅
田
）
主
膳
垂
時
の
宅
　
（
三
の
郭
の
北
西
一
番
の
屋
敷
）
　
に
御
成
。
（
吉
田
）

宣
政
、
斉
藤
丹
下
貞
則
の
宅
　
（
三
の
郭
御
館
御
門
外
の
屋
敷
）
　
に
御
成
。
（
吉
田
）

宣
政
、
黒
田
靭
負
重
実
の
宅
　
（
三
の
郭
追
週
御
門
内
の
屋
敷
）
　
に
御
成
。
（
吉
田
）

宣
政
、
郡
平
馬
時
戊
の
宅
　
（
三
の
郭
の
北
東
よ
り
二
番
の
屋
敷
）
　
に
御
成
。
（
吉
田
）

宣
政
、
吉
田
式
部
治
年
の
宅
（
三
の
郭
東
御
門
内
東
の
屋
敷
）
　
に
御
成
。
（
吉
田
）

福
岡
城
石
垣
修
補
に
つ
き
、
本
丸
よ
り
の
方
角
、
石
垣
に
あ
る
櫓
多
門
の
名
、
修
補
の
箇
所
数
を
書
き
出
す
よ
う
絵
図
を
返
さ
る
。
絵
図
の
写
は
城
代
頭
に
渡
し
、
本
丸
に

蔵
め
る
。
（
吉
田
）

福
岡
城
三
の
丸
曲
輪
の
内
、
本
丸
よ
り
亥
の
方
、
下
の
橋
口
門
の
内
、
石
垣
一
カ
所
、
乾
の
方
石
垣
二
カ
所
、
中
の
方
追
進
言
門
内
、
石
垣
一
が
所
の
修
復
を
絵
図
を
以
て

願
い
出
、
老
中
連
名
奉
書
に
よ
り
許
可
。
（
家
譜
）

宣
政
、
野
村
太
郎
兵
衛
祐
明
の
宅
（
三
の
郭
の
北
西
よ
り
三
番
の
屋
敷
）
　
に
御
成
。
（
吉
田
）

諸
氏
屋
敷
替
あ
り
。
斉
藤
丹
下
（
御
館
御
門
外
）
は
黒
田
主
謄
屋
敷
（
三
の
郭
の
北
西
の
一
番
）
に
、
大
音
六
左
衛
門
（
福
岡
大
名
町
北
側
上
の
橋
西
よ
り
三
番
）
は
斉
藤

丹
下
屋
敷
（
御
館
御
門
外
）
に
、
日
成
茂
左
衛
門
は
大
音
六
左
衛
門
屋
敷
（
福
岡
大
名
町
北
側
上
の
橋
よ
り
三
番
）
に
、
隅
田
清
次
郎
は
湯
浅
七
大
夫
屋
敷
（
福
岡
薬
院
堀

端
西
よ
り
二
番
）
　
に
、
屋
敷
替
え
。
（
吉
田
）

長
軌
、
桜
田
か
ら
芝
新
堀
屋
敷
に
移
る
。
（
家
譜
）

宣
政
、
野
村
太
郎
兵
衛
祐
明
の
宅
に
再
び
御
成
。
（
吉
田
）

宣
政
、
大
音
六
左
衛
門
厚
増
の
宅
　
（
御
館
御
門
外
の
屋
敷
）
　
に
御
成
。
（
吉
田
）

福
岡
御
館
煤
弘
。
（
吉
田
）

『
山
林
古
老
伝
』
成
る
。
中
に
、
城
中
に
植
え
置
く
べ
き
草
木
と
し
て
、
勝
軍
木
・
栗
．
梯
（
柿
カ
）
．
み
か
ん
・
椋
木
．
梅
．
げ
ず
．
抽
せ
ん
．
唐
こ
酒
．
藤
・
さ
い
か

い
し
．
り
や
う
ほ
う
．
松
．
竹
・
桐
．
う
る
し
．
青
木
・
茶
．
山
い
も
・
と
こ
ろ
．
葱
冬
．
燈
心
・
石
菖
蒲
、
の
記
載
あ
り
。
（
伊
丹
7
1
6
）

家
老
中
（
黒
田
一
利
．
黒
田
重
実
．
郡
時
成
．
吉
田
治
年
）
、
例
の
如
く
本
丸
に
登
り
釈
迦
の
間
に
於
て
城
代
頭
（
郡
徳
左
衛
門
・
立
花
小
左
衛
門
）
　
に
謁
す
。
（
吉
田
）

直
方
藩
主
黒
田
長
清
、
福
岡
御
出
、
二
の
丸
に
御
滞
座
。
（
吉
田
）

当
三
月
以
来
の
諸
士
遺
跡
等
の
裁
許
に
つ
き
、
滞
留
中
の
直
方
藩
主
黒
田
直
清
に
窺
ひ
、
二
の
丸
に
家
老
中
列
座
、
詮
議
を
遂
ぐ
°
　
（
吉
田
）

黒
田
長
清
福
岡
御
出
、
二
の
丸
に
於
て
、
家
老
．
中
老
以
下
の
面
々
に
、
河
内
守
よ
り
の
御
書
を
拝
見
さ
す
。
（
吉
田
）

l
l
有
、
宣
政
、
病
気
に
よ
り
蟄
居
、
直
方
藩
主
黒
田
長
清
、
福
岡
国
政
の
指
図
を
享
保
四
年
ま
で
と
る
。
こ
の
間
、
長
浦
福
岡
御
出
の
際
は
、
二
の
丸
に
滞
留
す
。
（
吉
田
）

直
方
藩
主
黒
田
長
清
、
二
の
丸
御
者
、
二
十
一
日
、
御
館
へ
御
出
、
広
間
庭
に
て
射
芸
を
御
覧
、
兵
法
の
間
に
て
夕
御
膳
、
終
り
て
追
廻
馬
場
へ
御
出
、
家
中
馬
術
御
覧
。
（
吉
田
）

兵
法
の
間
に
、
長
浦
出
席
、
家
老
中
列
座
の
も
と
、
矢
野
安
大
夫
幸
致
（
中
老
）
　
の
江
戸
御
部
屋
勤
を
仰
付
く
。
（
吉
田
）

御
旗
奉
行
竹
森
八
郎
兵
衛
貞
矩
（
竹
森
貞
右
衛
門
貞
武
入
道
以
順
の
嫡
子
）
の
宅
（
三
の
郭
西
御
門
外
堀
端
よ
り
五
番
の
屋
敷
）
に
於
て
御
旗
庭
指
興
行
す
°
前
日
、
吉
田
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元
禄
十
二
　
二
六
九
九
）

元
禄
十
三
　
二
七
〇
〇
）

元
禄
十
四
　
二
七
〇
一
）

元
禄
十
五
　
二
七
〇
二
）

元
禄
十
六
　
二
七
〇
三
）

元
禄
十
七
　
二
七
〇
四
）

賀
永
　
元
　
二
七
〇
四
）

賀
永
　
二
　
二
七
〇
五
）

賀
永
　
三
　
二
七
〇
六
）

賀
永
　
四
　
二
七
〇
七
）

賀
永
　
五
　
二
七
〇
八
）

五
月
　
十
一
日

五
月
二
十
六
日

七
月
　
　
六
日

十
一
初

正
月
二
十
八
日

二
月
二
十
六
・
七
日

三
月
　
　
三
日

四
月
　
　
三
日

八
月
二
十
四
日

九
月
　
　
下
旬

十
月
二
十
二
日

是
　
　
　
　
　
年

二
月
　
　
八
目

六
月
　
十
八
日

六
月
　
十
九
日

七
月
二
十
二
日

八
月
二
十
九
日

九
月

正
月
　
十
一
日

二
月
　
　
朔
日

七
月
　
　
十
日

八
月

八
月
　
　
九
日

八
月
二
十
一
日

十
一
月
二
十
六
日

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
比

七
月
二
十
四
、
五
日

二
月

（
四
月
十
一
日
）

五
月
二
十
八
日

十
二
月
二
十
九
日

四
月
二
十
五
日

六
月
　
　
六
日

七
月
　
　
朔
日

八
月
　
　
朔
日

八
月
　
十
三
日

九

月

　

一

日

正
月
　
十
五
日

五
月
　
二
十
日

五
月
二
十
二
日

七
月
二
十
七
日

十
月
　
　
四
日

十
一
月
　
　
朔
日

正
月
二
十
二
日

春十
一
月
　
十
三
日

小
書
院
に
お
い
て
黒
田
三
左
衛
門
つ
ぎ
め
の
礼
を
受
け
る
。

三
左
衛
門
、
常
の
居
間
に
召
さ
れ
る
。
（
家
蒋
）

天
楯
、
西
桧
原
に
皇
草
庵
を
建
て
る
°
　
（
家
譜
）

国
絵
図
浄
書
完
成
°
　
（
家
諮
）

野
取
帳
に
至
る
ま
で
浄
書
。
（
家
譜
）

綱
政
、
小
書
院
の
奥
の
間
に
て
、
黒
田
源
左
衛
門
の
家
禄
拝
受
の
礼
を
う
け
る
。
（
家
譜
）

福
岡
城
下
地
震
あ
り
°
　
（
家
醇
）

綱
政
の
園
亭
に
光
之
来
る
。
光
之
、
綱
政
の
居
間
に
入
り
、
製
斗
抱
を
視
て
帰
る
。
（
家
薄
）

前
年
十
二
月
十
七
日
に
中
嶋
橋
口
加
子
町
裏
の
石
壁
四
十
間
許
り
崩
れ
、
修
補
の
許
し
を
得
る
－
戸
波
次
郎
兵
衛
、
同
武
太
夫
を
奉
行
と
し
て
修
築
す
。
哀
話
）

綱
政
、
愛
宕
山
鳥
居
を
建
立
す
。
（
家
譜
）

御
堀
に
白
鳥
来
る
。
（
長
野
）

薬
院
中
庄
出
火
、
香
西
庄
左
衛
門
懸
屋
敷
以
下
四
十
数
軒
焼
失
す
。
（
長
野
）

中
嶋
の
船
人
不
便
に
て
、
名
嶋
古
池
に
船
人
を
掘
る
こ
と
を
宰
臣
ま
で
伺
う
。
許
可
お
り
る
が
人
工
多
く
費
用
便
な
ら
ざ
る
に
よ
り
て
修
築
さ
れ
ず
°
（
家
譜
）

在
江
戸
の
竹
田
春
庵
、
国
絵
図
掛
を
命
ぜ
ら
る
。
（
家
譜
）

秋
月
藩
主
長
重
、
出
福
、
御
館
に
入
る
、
御
広
間
の
庭
に
て
相
撲
あ
り
。
（
長
野
）

直
方
藩
主
長
清
－
刑
藩
主
光
之
の
鳥
鋼
の
御
隠
居
宅
へ
入
る
。
（
長
野
）

幕
府
よ
り
命
ぜ
ら
れ
し
完
禄
十
年
開
二
月
四
日
）
、
筑
前
国
絵
図
完
成
し
、
郷
村
帳
と
共
に
幕
府
へ
上
縮
す
。
（
家
藩
）
（
黒
田
）

国
中
大
風
吹
く
。
例
家
二
、
一
三
五
軒
に
及
ぶ
°
　
（
家
譜
）

こ
の
九
月
、
城
下
よ
り
国
境
な
ら
び
に
江
戸
ま
で
の
道
程
書
を
幕
府
へ
差
出
す
°
（
家
譜
）

光
之
、
麻
府
の
宅
に
て
隠
居
所
の
軒
初
あ
り
。
（
家
譜
）

博
多
鰯
町
よ
り
出
火
、
九
町
．
百
五
十
軒
焼
失
す
°
　
（
家
蒋
）

綱
政
、
息
之
の
隠
居
所
に
て
妙
法
に
つ
い
て
余
儀
。
（
家
藩
）

福
岡
城
の
石
塊
修
補
。
（
家
辞
）

綱
政
箱
崎
八
幡
宮
に
狛
犬
を
寄
献
す
。
（
家
譜
）

綱
政
、
鎌
田
八
左
衛
門
に
紗
（
藩
札
）
　
の
総
司
を
命
じ
ら
れ
る
°
城
内
に
砂
製
す
る
役
所
あ
り
、

江
戸
に
お
い
て
大
地
震
起
こ
る
、
桜
田
．
麻
布
の
宅
破
損
す
。
（
家
諮
）

奈
多
浜
に
塩
浜
三
十
町
計
り
初
め
て
閥
か
る
。
（
家
藩
）

御
軒
附
と
し
て
社
寺
二
十
七
区
が
定
め
ら
れ
る
0
　
（
資
料
4
1
3
）

元
禄
の
頃
、
別
館
の
数
十
九
館
（
資
料
4
1
3
）

荒
戸
町
通
丁
、
荒
戸
二
番
丁
に
て
火
災
あ
り
。
（
長
野
）

高
野
山
に
息
之
の
石
塔
を
建
立
す
°
　
（
家
譜
）

長
浦
、
台
命
に
て
外
桜
田
．
日
比
谷
・
坂
下
三
所
の
石
増
を
修
築
す
る
。
（
家
譜
）

前
年
の
地
震
に
よ
り
江
戸
城
週
の
嗜
壁
が
破
損
0
　
（
家
譜
）

博
多
立
町
よ
り
出
火
、
百
五
十
軒
焼
失
す
。
（
家
譜
）

綱
政
長
子
吉
之
、
光
之
を
隠
居
所
に
見
舞
う
。
（
家
譜
）

長
政
献
備
の
日
光
山
鳥
居
の
修
補
、
こ
の
日
よ
り
始
め
、
十
一
月
二
十
五
日
に
終
る
。
（
家
譜
）

石
堂
口
濡
衣
脇
石
垣
築
直
し
に
つ
き
、
御
館
に
お
い
て
詮
儀
あ
り
°
　
（
要
録
）

綱
政
の
五
男
、
福
岡
城
内
に
誕
生
す
。
（
家
譜
）

竹
田
春
庵
、
こ
の
目
よ
り
絵
図
風
土
記
見
合
せ
°
　
（
家
譜
）

北
の
丸
お
み
ね
と
の
、
御
著
子
を
平
鹿
°
　
（
長
野
）

漉
紙
工
．
画
工
．
彫
工
数
多
く
こ
れ
に
勤
む
°
　
（
家
譜
）

竹
田
春
庵
、
隠
居
所
に
召
出
さ
れ
、
年
賀
祝
儀
料
理
を
項
戴
、
そ
の
前
、
寝
間
に
て
拝
謁
°
　
（
家
誇
）

竹
田
春
庵
、
隠
居
所
へ
参
上
。
光
之
逝
去
。
（
家
渚
）

竹
田
春
庵
、
光
之
の
棺
を
門
前
に
て
拝
す
。
（
家
藩
）

志
登
社
鳥
居
完
成
す
。
（
家
醇
）

関
東
大
地
震
あ
り
、
福
岡
も
地
震
す
°
　
（
家
諦
）

吉
田
治
年
、
三
の
郭
東
御
門
内
東
の
屋
敷
（
其
の
前
鎌
田
八
左
衛
門
昌
生
住
居
す
）
を
拝
領
。
こ
の
屋
敷
の
北
の
土
堤
側
に
は
奥
．
表
・
台
所
．
女
部
屋
ま
で
全
備
し
た
る

相
応
の
別
宅
あ
り
、
子
栄
年
は
屋
敷
の
狭
き
長
屋
に
住
居
す
。
（
吉
田
）

吉
田
増
年
の
十
男
鳴
井
六
郎
右
衛
門
増
量
、
福
岡
追
堀
口
の
屋
敷
を
拝
領
。
（
吉
田
）

前
藩
主
光
之
－
別
年
五
月
二
十
日
逝
去
に
つ
き
、
春
よ
り
烏
銅
の
御
隠
宅
を
段
々
こ
ぼ
ち
、
家
中
の
面
々
に
売
り
払
う
。
（
長
野
）

福
岡
西
職
人
町
よ
り
出
火
、
呉
服
町
・
士
小
路
．
土
手
町
・
薬
院
・
中
庄
．
本
庄
焼
け
る
°
士
人
宅
一
七
九
軒
、
商
家
一
四
八
軒
、
寺
七
区
焼
失
す
°
（
家
薄
）
　
（
長
野
）
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元
禄
　
三
　
二
六
九
〇
）

元
禄
　
四
　
二
六
九
一
）

元
禄
　
五
　
二
六
九
二
）

元
禄
　
六
　
二
六
九
三
）

元
禄
　
七
　
二
六
九
四
）

元
禄
　
八
　
二
六
九
五
）

元
禄
　
九
　
二
六
九
六
）

元
禄
　
十
　
二
六
九
七
）

元
禄
十
↓
　
二
六
九
八
）

元
禄
十
二
　
二
六
九
九
）

四
月
　
十
一
日

七
月
　
　
十
日

九
月
　
十
三
日

十
二
月

二
月
　
十
九
日

三
月
）
十
三
日

（
三
月
十
一
日
）

走
　
　
　
　
　
年

正
月
二
十
三
日

二
月

三
月
末

六
月

夏十
一
月

十
一
月

正
月

春
四
月

九
月

九
月

十
月

十
日

三
日

九
日

十
五
日

晦
日

四
日

十
三
日

十
二
日

十
一
月
　
　
三
日

十
一
月
　
十
一
日

十
一
月
　
十
五
日

正
月
二
十
六
日

四
月
二
十
四
日

四
月
　
十
九
日

七
月
　
　
四
日

十
一
月
二
十
七
日

十
二
月
　
十
二
日

七
月
二
十
九
日

十
月
　
十
七
日

十
一
月
二
十
一
日

十
二
月
　
十
二
日

是
　
　
　
　
　
年

問
二
月
　
　
四
日

四
月
　
十
三
日

十
二
月
二
十
五
日

三
月
二
十
六
日

春
三
月
　
　
五
目

春
四
月
　
　
十
日

（
四
月
）

光
之
発
駕
、
追
週
を
通
り
大
名
町
へ
行
き
、

赤
間
に
て
止
宿
。
（
家
醇
）

綱
政
、
黒
田
三
左
衛
門
の
大
工
町
浜
の
別
業
に
桂
駕
、
棟
に
上
り
て
眺
望
す
。
（
家
譜
）

吉
田
治
年
・
三
の
郭
西
御
門
外
橋
（
下
の
橋
）
東
壕
瑞
よ
り
二
番
の
屋
敷
（
其
の
前
は
直
方
御
屋
敷
）
を
拝
領
、
跡
屋
敷
（
三
の
郭
の
北
西
よ
り
二
番
）
は
立
花
勘
左
衛
門

増
弘
　
（
家
老
）
　
に
賜
う
。
（
吉
田
）

荒
戸
波
頭
の
石
塊
の
内
に
、
乗
り
舟
を
つ
な
ぐ
深
港
を
完
成
。
貞
享
四
年
光
之
よ
り
幕
府
へ
伺
い
、
元
禄
二
年
二
月
よ
り
掘
始
め
る
°
奉
行
、
丹
助
右
衛
門
・
吉
田
勘
三
郎
°
（
家
譜
）

竹
田
春
庵
、
大
正
寺
か
ら
の
帰
り
に
や
く
ら
門
の
外
を
通
る
°
や
く
ら
門
は
山
本
勘
助
（
伝
一
五
六
一
年
没
）
縄
張
り
の
跡
た
る
由
を
香
西
物
語
る
。
（
家
譜
）

竹
田
春
庵
、
香
西
へ
桜
見
°
（
家
譜
）

城
堀
に
か
か
る
三
カ
所
の
橋
の
改
修
並
び
に
、
城
西
唐
人
町
に
出
る
と
こ
ろ
の
土
橋
を
板
橋
に
か
け
替
る
こ
と
を
幕
府
に
申
し
出
、
許
可
を
得
て
改
修
を
行
な
う
°
（
家
譜
）

．
上
の
橋
、
下
の
橋
、
退
避
橋
及
び
唐
人
町
の
土
橋
を
板
橋
に
仕
替
る
。
（
長
野
）

・
直
方
藩
主
長
清
、
鞍
手
郡
直
方
に
居
所
新
築
を
絵
図
を
以
て
江
戸
に
伺
い
、
許
可
を
得
る
。
（
家
譜
）

．
長
清
の
居
宅
新
築
の
た
め
妙
見
社
移
築
落
成
、
遷
座
°
寛
永
十
二
年
、
先
主
隆
政
造
営
、
貞
享
三
年
光
之
に
よ
り
重
建
。
（
家
譜
）

．
城
週
の
石
壁
の
修
補
を
絵
図
を
以
て
幕
府
に
伺
い
、
三
月
末
よ
り
修
補
を
行
な
う
°
奉
行
、
戸
披
二
郎
兵
衛
．
小
林
善
右
衛
門
。
（
家
譜
）

．
長
浦
の
居
宅
、
事
始
め
°
　
（
家
譜
）

．
地
場
の
波
頭
損
壊
を
修
補
す
奉
行
－
戸
波
二
郎
兵
衛
。
（
家
譜
）

．
朝
鮮
船
一
般
、
大
嶋
に
漂
着
°
荒
戸
波
頭
場
に
引
き
取
ら
れ
る
。
対
馬
藩
の
蔵
屋
敷
（
博
多
に
あ
り
）
よ
り
言
下
役
を
二
人
や
と
う
。
（
家
藩
）

．
長
清
の
居
宅
、
落
成
。
（
家
藩
）

．
綱
政
側
室
息
女
、
福
岡
城
内
に
て
生
れ
る
。
（
家
譜
）

．
箱
崎
宿
新
道
に
つ
い
て
幕
府
へ
絵
図
を
以
て
伺
い
、
今
春
古
道
を
と
ど
め
て
、
馬
つ
き
の
東
に
新
た
に
道
を
開
く
。
古
道
は
宮
前
ま
で
行
か
ず
、
宮
の
西
よ
り
右
に
転
じ
、

弥
勒
寺
の
前
を
経
て
宮
の
後
を
通
路
と
す
。
馬
つ
き
所
は
宮
よ
り
は
る
か
東
に
あ
り
、
そ
の
先
の
道
は
ふ
さ
が
る
°
（
家
譜
）

澄
範
（
綱
之
）
、
泰
雲
と
名
を
改
め
、
屋
形
原
か
ら
城
下
南
の
栗
林
に
移
住
す
る
°
　
（
家
譜
）

福
岡
、
大
風
吹
き
、
城
下
の
第
宅
多
く
壊
倒
す
°
　
（
家
譜
）

志
賀
社
神
楽
堂
．
御
輿
堂
．
御
供
所
等
修
補
。
（
家
譜
）

背
振
山
国
境
争
論
起
こ
る
。
正
保
国
絵
図
に
お
け
る
上
官
嶽
弁
才
天
堂
の
記
載
の
有
無
に
よ
り
、
肥
前
側
の
言
い
分
が
認
め
ら
れ
る
。
（
家
譜
）

綱
政
夫
人
の
居
宅
完
成
し
移
住
す
。
左
京
．
弁
之
助
も
同
じ
く
移
る
°
　
（
家
譜
）

江
戸
浅
府
屋
敷
の
近
辺
、
福
岡
藩
預
り
の
宅
が
小
出
淡
路
守
拝
領
と
な
り
、
引
き
渡
す
°
（
家
諸
）

網
政
、
糟
屋
郡
篠
栗
村
境
内
の
別
館
を
、
黒
田
清
左
衛
門
に
賜
う
。
（
家
譜
）

福
岡
城
下
大
風
吹
く
。
（
家
譜
）

地
島
披
戸
の
修
補
を
命
ず
°
奉
行
は
戸
披
二
郎
兵
衛
。
（
家
譜
）

直
方
藩
主
長
清
帰
国
、
光
之
の
隠
居
所
に
て
饗
す
°
　
（
家
醇
）

福
岡
、
大
雷
雨
。
土
堤
崩
れ
洪
水
o
城
西
光
之
の
隠
居
も
浸
水
。
城
壕
の
土
堤
所
々
潰
崩
、
博
多
中
嶋
両
橋
危
し
、
薬
院
辺
諸
士
の
家
、
春
吉
足
畦
町
、
荒
戸
新
大
工
町
の

宅
浸
水
、
光
之
の
隠
居
破
損
多
く
、
薬
院
睦
の
水
あ
ふ
れ
て
土
堤
を
崩
す
°
城
廻
り
の
破
損
所
は
江
戸
に
伺
い
の
上
修
補
、
城
陸
水
堀
の
石
壙
朋
所
九
カ
所
、
外
郭
壕
四
カ

所
土
手
崩
°
　
（
家
譜
）
　
（
災
異
）
　
（
長
野
）

綱
政
、
赤
間
の
別
館
に
入
る
°
　
（
家
譜
）

福
岡
城
下
土
手
町
火
災
、
士
人
宅
教
区
（
明
石
助
左
衛
門
宅
以
下
九
軒
）
延
焼
す
。
（
家
譜
）
　
（
長
野
）

御
本
丸
御
玄
関
御
番
長
野
仁
左
衛
門
、
隠
居
を
願
い
出
る
°
　
（
長
野
）

彦
山
．
竃
門
山
本
末
再
論
起
こ
る
。
和
睦
し
、
十
月
十
七
日
、
竜
山
宿
老
を
公
所
に
召
し
一
紙
を
献
ぜ
さ
す
。
（
家
醇
）

夜
烏
飼
大
土
手
に
て
三
苫
七
右
衛
門
殺
害
さ
る
°
　
（
長
野
）

桜
田
上
屋
敷
に
本
田
右
近
の
宅
千
四
百
歩
余
を
加
え
、
本
田
に
真
田
伊
豆
守
の
白
銀
村
下
屋
の
内
二
千
歩
余
を
分
け
、
真
田
に
は
麻
布
の
屋
敷
の
内
二
千
歩
余
を
割
き
て
加

え
る
こ
と
、
願
い
通
り
仰
付
け
ら
る
。
（
家
譜
）

博
多
中
島
町
東
西
両
橋
は
、
福
岡
惣
取
入
の
故
、
公
儀
へ
伺
う
。
要
害
で
も
な
く
、
曲
輪
の
外
の
こ
と
故
、
勝
手
次
第
の
掛
ケ
直
し
の
返
事
あ
り
。
（
吉
田
）

幕
府
、
国
絵
図
製
作
を
命
ず
。
（
家
譜
）

黒
田
平
左
衛
門
（
重
敬
、
家
老
）
居
宅
薬
院
山
屋
敷
焼
失
。
（
長
野
）

網
政
遊
猟
し
、
長
清
を
飯
塚
の
別
館
に
招
き
、
対
面
し
饗
応
す
。
（
家
薄
）

長
野
源
太
夫
御
本
丸
御
玄
関
番
を
仰
付
け
ら
る
。
（
長
野
）

福
岡
城
陸
水
際
の
石
垣
並
び
直
方
館
の
め
ぐ
り
水
道
の
石
垣
、
所
々
破
損
し
、
春
よ
り
修
補
を
加
え
る
。
（
家
譜
）

秋
月
で
火
災
お
こ
り
、
士
宅
商
家
悉
く
回
禄
に
か
か
る
。
（
家
藩
）

こ
の
春
よ
り
、
崇
福
寺
の
長
政
の
石
碑
を
修
補
す
－
戸
波
次
郎
兵
衛
こ
れ
を
奉
行
す
。
（
家
譜
）

大
音
六
左
衛
門
屋
敷
よ
り
出
火
、
隣
家
立
花
五
郎
左
衛
門
屋
敷
残
ら
ず
焼
失
す
。
（
長
野
）

今
年
、
綱
政
厄
年
に
つ
き
、
竃
門
山
山
伏
座
主
げ
伽
院
兼
雅
、
城
内
本
丸
内
の
若
一
王
子
の
社
に
て
法
儀
を
勤
め
る
。
上
ノ
橋
よ
り
本
丸
に
入
り
、
そ
の
後
、
下
ノ
御
館
へ

来
、
終
り
て
御
隠
居
館
へ
参
る
。
（
家
譜
）
　
（
長
野
）
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六
八
六
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享
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六
八
七
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元
禄
　
元
　
二
六
八
八
）

元
禄
　
二
　
二
六
八
九
）

元
禄
　
三
　
（
Ⅰ
六
九
〇
）

九
月

是
　
　
　
　
　
年

九
月
二
十
一
日

初
夏
　
～
　
秋
半

九
月
二
十
六
日

晩
　
　
　
　
　
夏

十
二
月
二
十
六
日

三
月
　
　
六
日

八
月
　
十
四
日

三
月
二
十
六
日

六
月
　
十
六
目

八
月

五
月
　
十
一
日

七
月
　
十
一
日

八
月
二
十
八
日

五
月
二
十
二
日

七
月
　
十
七
日

六
月
二
十
三
日

三
月
　
　
五
目

八
月
　
　
五
日

十
一
月
　
　
九
日

二
月
　
十
三
日

三
月
　
　
三
日

三
月
　
　
五
日

春
九
月
　
　
三
日

初
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

四
月

五
月
　
　
七
日

五
月
十
～
十
五
日

六
月
二
十
一
日

七
月
二
十
一
日

九
月
　
十
五
日

九
月
　
　
十
日

十
二
月
　
　
六
日

二
月
　
　
十
日

三
月
二
十
九
日

四
月
　
　
二
日

四
月
　
　
三
日

四
月
よ
り
二
の
丸
修
補
行
な
わ
る
。
（
家
譜
）

春
吉
橋
を
新
た
に
か
け
る
°
長
さ
四
十
間
余
。
（
家
譜
）

寛
文
十
一
年
よ
り
の
城
外
堀
週
の
修
補
終
わ
る
。
昔
は
西
堀
広
く
、
烏
飼
村
の
東
に
至
っ
て
数
町
に
及
ぶ
°
鳥
飼
に
別
館
あ
り
、
石
垣
際
ま
で
水
を
た
た
え
、
船
に
て
往
来
°

現
在
、
水
あ
せ
て
草
莱
地
と
な
っ
た
た
め
、
新
田
と
し
、
境
に
土
堤
を
築
い
て
、
追
週
よ
り
荒
戸
の
西
唐
人
町
地
行
辺
へ
の
通
路
と
し
、
別
館
跡
は
士
人
の
屋
敷
と
す
る
。

（
家
譜
）

於
呂
島
に
波
頭
を
築
く
°
穴
生
頭
戸
波
二
郎
兵
衛
、
船
頭
村
上
助
兵
衛
奉
行
す
。
（
家
譜
）

博
多
対
馬
小
路
よ
り
出
火
し
、
冷
泉
津
小
橋
ま
で
延
焼
す
°
　
（
家
薄
）

朝
鮮
信
使
来
る
に
よ
っ
て
藍
島
に
波
鏡
を
造
築
す
。
戸
披
二
郎
兵
衛
、
吉
田
八
大
夫
奉
行
す
。
（
家
譜
）

綱
政
、
福
岡
二
ノ
丸
御
着
座
。
（
吉
田
）

綱
政
、
二
ノ
丸
御
出
駕
、
御
城
三
ノ
郭
ノ
北
西
ヨ
リ
二
番
ノ
吉
田
増
年
ノ
屋
敷
二
御
成
、
御
成
り
門
ノ
外
及
ビ
御
成
り
門
内
庭
ニ
テ
増
年
等
出
迎
う
、
御
謄
以
後
、
綱
政
、

内
馬
場
ニ
テ
馬
、
鑓
術
を
見
る
°
　
（
吉
田
）

福
岡
城
樫
灘
の
築
石
所
々
破
損
し
、
修
補
を
幕
府
に
伺
い
許
可
を
得
る
°
　
（
家
譜
）

長
政
寄
進
の
日
光
東
照
宮
石
鳥
居
を
修
補
す
°
　
（
家
諮
）

城
外
の
隠
、
水
際
の
石
た
ゝ
ミ
崩
損
の
所
の
修
補
を
幕
府
に
伺
い
、
許
可
を
得
る
。
（
家
譜
）

宮
崎
宮
神
前
の
石
鳥
居
を
建
立
す
。
（
家
譜
）

吉
田
栄
年
、
三
ノ
郭
北
西
よ
り
二
番
の
屋
敷
（
こ
の
屋
敷
よ
り
西
、
早
良
郡
、
東
、
那
珂
郡
）
　
に
生
る
°
　
（
吉
田
）

紅
葉
八
幡
宮
の
鳥
居
を
石
に
改
め
造
る
。
（
家
譜
）

吉
田
重
成
妻
長
光
院
、
福
岡
城
三
ノ
郭
ノ
北
西
ヨ
リ
二
番
吉
田
六
郎
太
夫
増
年
ノ
屋
敷
（
真
二
別
屋
ヲ
構
り
）
ニ
死
ス
。
（
吉
田
）

光
之
、
黒
田
平
左
衛
門
の
家
へ
招
請
°
飯
の
後
、
棟
に
登
り
て
眺
望
し
、
芥
屋
に
入
て
自
ら
花
を
挿
む
。
（
家
譜
）

高
照
山
東
照
宮
に
石
の
鳥
居
を
創
立
す
°
　
（
家
譜
）

吉
田
増
年
の
五
女
．
立
花
勘
左
衛
門
増
弘
の
三
男
立
花
只
之
進
重
姫
に
嫁
す
、
重
姫
、
福
岡
城
三
の
郭
追
週
御
門
内
増
弘
の
屋
敷
裏
に
別
屋
を
構
う
°
　
（
吉
田
）

海
浜
四
カ
所
に
船
人
の
所
を
作
る
こ
と
を
幕
府
に
伺
い
許
可
を
得
る
。

荒
戸
山
下
の
披
戸
は
修
築
さ
れ
ず
、
国
君
の
乗
船
を
つ
な
ぎ
置
く
船
人
は
従
来
通
り
三
カ
所
、
荒
戸
山
下
の
船
人
は
元
禄
三
年
完
成
、
遠
賀
郡
脇
田
裏
触
櫨
の
披
戸
は
修
築

さ
れ
ず
、
志
摩
郡
唐
泊
浦
の
波
戸
は
修
築
さ
れ
る
が
数
年
後
崩
れ
る
。
（
家
譜
）

光
之
の
五
男
長
浦
帰
国
、
二
の
丸
に
入
り
、
光
之
に
造
謁
す
る
。
（
家
譜
）

福
岡
城
内
に
多
く
積
み
蓄
え
ら
れ
た
火
薬
を
、
城
外
閑
僻
の
地
に
移
す
こ
と
を
幕
府
に
伺
い
（
貞
享
二
年
春
）
、
城
外
大
鋸
山
に
火
薬
庫
を
新
築
し
て
、
火
薬
を
移
す
°
（
家

醇
）

荒
戸
船
人
の
候
補
を
船
手
鏡
松
本
孫
四
郎
に
命
ず
。
（
家
辞
）

地
場
波
戸
修
築
奉
行
と
し
て
戸
披
次
郎
兵
衛
．
井
上
孫
左
衛
門
を
命
じ
、
夏
の
間
に
完
成
す
る
こ
と
を
命
ず
°
　
（
家
譜
）

長
浦
、
汐
干
見
物
の
た
め
に
黒
田
三
左
衛
門
の
大
工
町
浜
の
別
業
に
入
り
、
棟
に
登
っ
て
海
辺
を
眺
望
す
°
　
（
家
譜
）

光
之
、
五
男
長
浦
に
馬
二
疋
、
鷺
の
丸
の
馬
印
を
ま
い
ら
す
°
　
（
家
譜
）

春
、
住
吉
社
、
雷
山
観
音
堂
、
堅
粕
村
薬
師
堂
の
修
補
を
命
じ
る
。
（
家
譜
）

紅
葉
山
八
幡
宮
・
警
固
社
に
神
領
五
十
石
加
増
、
紅
葉
山
八
幡
宮
（
光
之
の
産
神
）
を
橋
本
よ
り
移
す
時
忠
之
の
産
神
警
固
社
を
悼
り
五
十
石
の
み
寄
附
。
（
家
譜
）

吉
田
治
年
、
二
の
丸
御
館
火
梢
を
命
じ
ら
れ
る
。
惣
じ
て
御
本
九
・
二
の
丸
御
館
・
御
隠
宅
等
の
火
消
は
中
老
中
に
命
じ
ら
れ
る
。
（
吉
田
）

馬
奉
行
を
置
く
°
　
（
家
譜
）

戸
波
次
郎
兵
衛
宗
武
の
知
行
高
三
百
石
。
（
分
限
）

光
之
隠
居
し
、
綱
政
家
督
を
継
ぐ
。
綱
政
、
佐
賀
藩
よ
り
慶
賀
の
使
者
家
老
鍋
嶋
十
左
衛
門
に
小
書
院
に
お
い
て
対
面
。
佐
賀
藩
主
息
よ
り
の
使
者
を
大
書
院
に
て
饗
応
。

（
家
蕗
）

綱
政
、
初
め
て
城
の
本
丸
に
登
り
。
歴
覧
、
午
後
、
常
の
宅
へ
帰
る
°
　
（
家
詩
）

綱
政
、
本
丸
に
お
い
て
家
中
諸
士
の
賀
礼
を
う
け
る
。
そ
の
後
、
常
の
宅
に
て
、
社
人
．
僧
徒
．
商
家
ま
で
賀
礼
を
う
け
る
。
（
家
譜
）

光
之
、
帰
国
し
二
の
丸
に
入
る
。
諸
士
、
城
内
二
の
丸
の
下
、
黒
田
二
郎
太
夫
の
宅
の
前
よ
り
上
の
橋
の
内
、
郡
正
大
夫
の
宅
前
に
並
び
居
て
拝
謁
、
直
に
、
二
の
丸
に
参

上
し
て
慶
賀
す
る
。
（
家
蒋
）

長
浦
、
将
軍
綱
吉
よ
り
常
磐
橋
内
に
第
宅
を
賜
わ
る
°
　
（
家
譜
）

光
之
、
福
岡
城
の
西
南
、
城
外
追
週
馬
場
の
後
に
隠
居
所
を
営
作
、
移
り
住
む
。
（
家
譜
）

綱
政
、
大
書
院
に
て
、
諸
士
の
余
録
を
上
縮
す
る
こ
と
を
申
し
付
け
る
°
　
（
家
譜
）

吉
田
増
年
九
女
、
福
岡
城
三
の
郭
東
御
門
外
橋
の
西
堀
端
東
よ
り
二
番
、
吉
田
久
大
夫
利
重
の
息
利
房
に
嫁
す
。
（
吉
田
）

竹
田
春
庵
、
井
上
氏
へ
、
丸
系
図
．
江
戸
城
図
を
書
写
し
遺
す
。
（
家
譜
）

綱
政
、
前
原
に
遊
猟
す
る
。
（
家
譜
）

綱
政
、
橋
本
の
別
館
に
移
る
°
　
（
家
藩
）

綱
政
、
黒
田
平
左
衛
門
の
仙
道
の
館
に
臨
み
、
山
上
の
棟
に
登
る
。
（
家
詰
）
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ヒ
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月
　
　
二
日
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二
月
　
　
五
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十
二
月
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六
日

正
月
　
十
一
日

四
月
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旬

正
月
二
十
七
日

正
月
二
十
八
日

六
月
　
十
一
日

六
月
　
十
九
日

六
月
二
土
三
日

ヒ
月
二
十
一
日
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十
一
月
　
土
穴
日

二
月
　
　
三
日

八
月
　
十
五
日

二
月
　
十
七
日

九
月
　
十
九
日

十
一
月
　
　
朔
日

是
　
　
　
　
　
年

三
月
　
　
四
日

▲

十
月
　
＋
∴
日

十
二
月
二
土
三
日

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

四
月
　
　
六
日

上
八
月
　
　
晦
日

十
二
月
　
土
穴
日

十
二
月
　
十
八
日

是
　
　
　
　
　
比

三
月
　
十
四
日

八
月
　
　
五
日

宝
満
衆
徒
へ
馬
鋪

山
口
の
材
木
伐
採
証
文
を
出
す
°

（
家
譜
）

光
之
、
家
綱
よ
り
御
判
物
を
賜
わ
る
。
（
家
譜
）

光
之
、
楼
鐘
を
改
鋳
し
、
市
中
に
十
二
時
を
知
ら
し
む
。
貝
原
益
軒
、
鐘
銘
を
記
す
。
（
西
徳
）

東
の
外
郭
、
春
吉
口
の
石
壁
南
方
十
一
間
崩
れ
、
江
戸
に
伺
っ
て
修
補
す
。
（
家
譜
）

麻
府
屋
敷
営
作
成
就
す
°
　
（
家
譜
）

橋
本
八
幡
宮
を
、
紅
葉
桧
原
に
遷
座
す
。
西
光
寺
も
移
転
す
°
　
（
家
譜
）

光
之
・
望
む
者
あ
ら
は
士
宅
と
し
て
地
行
に
弐
間
半
に
五
間
の
家
一
軒
を
造
作
し
、
方
弐
拾
問
に
ひ
と
へ
薮
を
う
え
て
渡
す
こ
と
を
作
事
奉
行
に
命
じ
る
。
（
家
譜
）

外
桜
田
霞
力
関
の
藩
邸
類
焼
°
　
（
吉
田
）

光
之
・
御
館
御
馬
屋
前
に
て
・
吉
田
増
年
に
馬
を
賜
う
o
御
館
御
座
ノ
間
ノ
北
二
七
疋
立
ノ
厩
、
御
館
表
御
門
ノ
南
二
三
十
疋
立
ノ
既
、
追
廻
シ
馬
場
ノ
東
ニ
モ
腹
ア
リ
0

（
吉
田
）

夜
丑
刻
・
福
岡
東
職
人
町
よ
り
出
火
、
八
十
九
軒
娩
失
。
火
、
薬
院
の
堀
を
飛
び
越
え
て
、
小
鳥
の
神
社
．
源
光
院
も
焼
失
す
。
哀
詩
）

光
之
、
宮
内
（
綱
政
）
、
帰
城
。
諸
士
、
城
内
・
黒
田
平
左
衛
門
の
宅
の
東
方
の
松
林
の
前
に
居
並
び
て
拝
謁
す
。
（
家
譜
）

宮
内
（
綱
政
）
、
光
之
の
居
間
の
辺
、
鷺
葉
の
間
に
住
ん
で
い
た
が
、
屋
舗
の
内
に
別
の
房
室
を
営
作
し
、
移
る
。
（
家
譜
）

忠
之
営
作
の
三
の
丸
の
居
宅
は
本
丸
に
近
く
火
炎
の
恐
れ
も
あ
り
・
光
之
、
宅
地
を
北
の
方
に
移
し
、
新
た
に
営
作
せ
ん
と
し
、
宅
地
を
絵
図
に
写
し
て
江
戸
に
伺
い
許
さ

る
。
（
家
譜
）

三
の
丸
の
居
宅
、
斧
始
め
あ
り
。
（
家
譜
）

光
之
・
吉
田
知
年
の
宅
に
て
饗
宴
・
西
山
宗
因
同
席
す
。
宗
困
発
句
、
年
の
内
に
春
い
ち
は
や
し
梅
の
花
、
雪
に
も
松
の
み
と
り
そ
ふ
庭
、
朝
日
さ
す
池
乃
汀
ハ
寒
か
ら
で

。
（
吉
田
）

光
之
、
常
宅
改
築
に
と
も
な
い
本
丸
へ
移
る
。
宮
内
（
綱
政
）
も
二
の
丸
に
移
る
。
（
家
譜
）

源
光
院
営
作
再
建
、
荒
戸
山
松
源
院
辺
に
寺
地
を
改
め
る
°
　
（
家
譜
）

三
の
丸
の
居
宅
、
営
作
始
ま
る
o
　
（
家
譜
）

志
賀
神
社
の
一
の
鳥
居
を
建
立
。
（
家
譜
）

中
嶋
橋
口
の
石
壁
二
カ
所
（
福
岡
城
惣
構
東
方
石
垣
）
破
損
し
、
江
戸
へ
絵
図
を
以
て
修
補
を
伺
い
許
可
が
出
る
。
哀
譜
）

黒
崎
船
人
の
堀
、
防
波
堤
築
造
を
江
戸
に
伺
い
、
許
可
が
で
る
。
（
家
譜
）

三
の
丸
居
宅
営
作
・
前
年
正
月
十
一
日
に
始
ま
り
－
ハ
月
十
一
日
成
就
す
°
同
十
九
日
、
光
之
移
住
し
、
宮
内
（
網
政
）
も
同
屋
敷
内
に
扉
室
を
営
作
さ
せ
て
移
る
°
哀
譜
）

光
之
、
常
居
の
館
完
成
し
、
本
丸
よ
り
移
る
。
（
家
譜
）

城
内
稽
古
所
に
て
武
芸
、
和
礼
を
講
習
せ
し
む
。
（
家
譜
）

福
岡
惣
週
の
堀
の
竣
・
居
屋
敷
外
の
東
の
方
の
屏
（
今
の
招
番
の
北
の
方
の
屏
）
の
輿
博
多
口
の
石
壁
の
修
補
を
絵
図
を
以
て
江
戸
へ
伺
い
、
許
可
が
出
る
－
家
譜
）

堀
さ
ら
え
の
惣
奉
行
に
鉄
也
大
頭
立
花
長
左
衛
門
を
任
ず
。
堀
さ
ら
え
、
こ
れ
よ
り
数
年
に
及
ぶ
。
（
家
譜
）

吉
田
六
郎
太
夫
知
年
、
福
岡
城
三
の
郭
ノ
北
西
ヨ
リ
二
番
ノ
屋
敷
二
死
ス
。
（
L
日
田
）

綱
之
、
黒
田
源
左
衛
門
の
家
に
入
り
、
園
亭
に
て
月
を
賞
す
。
（
家
譜
）

光
之
、
福
岡
城
三
の
郭
ノ
北
西
ヨ
リ
一
面
ノ
屋
敷
、
吉
田
増
年
宅
に
請
ぜ
ら
る
。
（
吉
田
）

産
宮
（
宇
美
宮
）
境
内
に
殺
生
禁
断
の
石
碑
を
建
立
。
（
家
譜
）

南
の
丸
に
定
番
が
な
か
っ
た
が
、
衣
非
左
助
を
定
番
に
置
き
、
城
廻
見
分
の
事
も
衣
非
左
助
に
命
ず
°
　
（
家
譜
）

光
之
・
江
戸
に
参
着
、
桜
田
の
上
屋
敷
に
入
る
°
そ
れ
ま
で
麻
布
の
下
屋
敷
に
入
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
初
め
て
桜
田
の
土
屋
敷
に
住
む
。
（
家
譜
）

光
之
、
太
宰
府
天
満
宮
の
石
灯
台
．
橋
を
改
修
す
る
°
　
（
家
譜
）

綱
之
、
病
気
に
よ
り
廃
嫡
と
定
め
、
た
め
に
綱
之
は
二
の
丸
に
蟄
居
す
o
　
（
家
譜
）

福
岡
城
曲
輪
外
の
二
カ
所
の
土
橋
を
板
橋
に
替
え
る
こ
と
、
曲
輪
外
南
方
の
土
乗
場
及
び
蓮
池
を
埋
め
、
侍
屋
敷
に
用
い
る
こ
と
を
絵
図
を
以
っ
て
幕
府
に
伺
い
許
可
さ
る
。

（
家
譜
）

晩
、
福
岡
城
下
梱
革
町
よ
り
出
火
、
士
屋
敷
二
十
一
区
、
町
屋
百
六
十
一
区
焼
失
。
（
家
譜
）

博
多
中
島
町
東
西
橋
を
掛
け
直
す
。
（
吉
田
）

本
丸
の
交
り
番
を
止
め
、
定
番
を
一
人
置
く
。
（
吉
田
）

光
之
、
長
寛
（
宮
内
・
綱
政
）
、
帰
国
。
こ
の
と
き
、
綱
之
二
の
丸
に
居
住
し
て
い
た
た
め
、
長
寛
は
下
屋
敷
の
部
屋
に
住
す
。
哀
譜
）

当
国
の
図
帳
は
長
政
入
国
以
来
の
も
の
で
損
壊
し
て
い
る
た
め
、
書
き
改
め
ら
れ
る
。
（
家
譜
）

光
之
の
六
男
百
助
、
福
岡
城
内
で
誕
生
す
る
°
　
（
家
譜
）

綱
之
、
三
月
二
十
一
日
に
自
ら
剃
髪
し
て
僧
と
な
り
、
橙
範
と
号
せ
ら
れ
、
…
の
丸
よ
り
那
珂
郡
屋
形
原
の
居
所
へ
移
る
°
（
家
譜
）

此
ノ
比
、
長
寛
ノ
御
部
屋
ハ
、
福
岡
御
館
ノ
北
二
在
り
。
（
吉
田
）

江
戸
桜
田
屋
敷
内
に
綱
政
の
居
宅
を
営
作
し
、
移
る
。
（
家
譜
）

綱
政
、
桜
田
霞
が
開
御
第
上
ノ
段
新
御
部
屋
二
移
ル
。
（
吉
田
）

大
風
、
国
中
倒
家
五
千
余
°
　
（
家
譜
）
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寛
永
十
五
　
二
六
三
八
）

寛
永
十
⊥
ハ
　
（
〓
ハ
三
九
）

寛
永
十
七
　
（
エ
バ
四
〇
）

寛
永
十
八
　
（
二
ハ
四
一
）

寛
永
十
九
　
二
六
四
二
）

寛
永
二
十
（
〓
ハ
四
三
）

正
保
　
元
二
六
四
四
）

正
保
　
二
　
二
六
四
五
）

正
保
　
三
　
二
六
四
⊥
ハ
）

正
保
　
四
二
六
四
七
）

慶
安
　
二
　
二
六
四
九
）

慶
安
　
三
　
（
〓
ハ
五
〇
）

承
応
　
元
二
六
五
二
）

承
応
　
二
　
二
六
五
三
）

承
応
　
三
二
六
五
四
）

年
　
　
　
末
　
　
　
詳

明
暦
　
元
（
エ
バ
五
五
）

明
暦
　
二
　
二
六
五
六
）

明
暦
　
三
　
二
六
五
七
）

萬
治
　
元
二
六
五
八
）

萬
治
　
二
　
（
一
六
五
九
）

寛
文
　
元
二
六
六
一
）

是
　
　
　
　
　
年

四
月
　
十
六
日

是

　

　

　

　

比

是
　
　
　
　
　
年

正
月
　
十
五
日

七
月
　
十
一
日

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

是

　

　

　

　

年

十
二
月
　
十
九
日

十
－
月
　
　
朔
日

閂
五
月

夏
八

月

　

一

日

是
　
　
　
　
　
年

十
二
月

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

五
月
　
十
七
日

閑
六
月
二
十
八
日

正
月
　
十
四
日

二
月
　
十
一
日

二
月
　
十
二
日

極
月
　
　
十
五
日

不
　
　
　
　
　
詳

二
月
　
　
七
日

四
月
　
十
七
日

十
一
月
　
　
二
目

八
月
　
十
五
日

是
　
　
　
　
　
比

正
月
　
十
九
日

十
月

十
一
月

正
月
二
十
一
日

六
月
　
　
朔
日

三
月
　
十
一
日

九
月
　
　
五
日

六
月
　
　
朔
日

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

島
原
の
陣
に
際
し
、

荒
津
山
に
燈
龍
堂
を
築
く

神
屋
宗
湛

鴨
井
宗
室
資
金
を
弁
ず
。
（
鴨
井
）

小
河
内
蔵
允
之
直
、
福
岡
御
城
三
ノ
郭
ノ
北
西
ヨ
リ
四
番
ノ
屋
敷
二
死
ス
。
（
吉
田
）

こ
の
こ
ろ
「
寛
永
知
行
役
帳
」
成
る
°
戸
波
次
郎
左
衛
門
宗
教
は
飯
尾
小
兵
衛
組
に
て
知
行
高
三
百
石
．
人
高
三
人
と
あ
り
。
（
分
限
）

息
之
、
福
岡
城
破
損
の
修
理
を
幕
府
に
願
い
出
、
許
さ
る
。
（
家
譜
）

博
多
の
松
境
が
再
興
さ
れ
・
舞
童
を
台
車
に
の
せ
て
引
き
・
本
丸
の
門
外
に
て
舞
楽
を
な
し
、
つ
い
で
常
の
御
館
に
入
り
、
庭
に
て
舞
楽
す
。
〈
家
譜
）

息
之
、
番
所
の
矢
倉
の
転
ば
ぬ
よ
う
仕
置
き
を
命
ず
。
（
三
奈
聖

忠
之
、
公
命
に
よ
り
、
増
上
寺
に
石
鳥
居
を
建
立
。
奉
行
竹
森
清
左
衛
門
。
（
家
譜
）

吉
田
知
年
四
女
、
福
岡
城
三
ノ
郭
西
御
門
外
〒
ノ
橋
）
ノ
東
堀
端
西
ヨ
リ
二
番
ノ
屋
敷
二
生
ル
。
（
吉
田
）

忠
之
、
福
岡
城
破
損
の
修
理
を
幕
府
に
願
い
出
、
許
さ
る
。
（
家
譜
）

吉
田
知
年
、
福
岡
天
神
ノ
町
北
側
東
ヨ
リ
五
番
ノ
屋
敷
に
移
る
°
　
（
吉
田
）

長
之
（
光
之
）
、
帰
国
し
、
二
の
丸
に
居
す
。
（
家
譜
）

日
光
山
東
照
権
現
廟
の
後
三
両
の
石
塊
の
修
築
に
お
い
て
、
道
也
（
竹
森
清
左
衛
門
）
の
計
画
が
採
用
さ
れ
る
。
（
家
譜
）

貝
原
益
軒
、
夏
に
那
珂
郡
春
吉
邑
に
居
を
移
し
、
数
日
後
、
福
岡
の
郭
外
唐
人
町
の
北
宅
へ
移
す
°
（
家
藷
）

こ
れ
よ
り
先
、
正
保
の
城
絵
図
成
る
。
（
黒
田
）

息
之
、
肥
前
国
時
津
に
小
館
を
建
て
る
。
（
家
譜
）

貝
原
益
軒
、
君
命
に
よ
り
遠
賀
郡
底
井
野
邑
の
別
館
を
守
る
。
（
家
譜
）

荒
戸
山
に
東
照
宮
を
建
立
す
る
こ
と
を
江
戸
へ
言
上
す
る
°
（
家
譜
）

貝
原
益
軒
、
城
中
南
丸
に
宿
直
。
（
家
藩
）

東
照
宮
造
作
成
就
し
、
江
戸
よ
り
の
御
神
体
を
新
殿
に
縮
め
る
°
　
（
家
譜
）

吉
田
知
年
御
城
三
ノ
郭
ノ
北
西
ヨ
リ
一
番
ノ
屋
敷
二
移
り
、
十
月
十
一
日
御
城
三
ノ
郭
ノ
北
西
ヨ
リ
二
番
ノ
屋
敷
二
移
ル
ー
吉
田
）

光
之
帰
国
し
、
息
之
と
饗
応
－
一
の
丸
光
之
の
館
に
息
之
来
て
饗
応
。
哀
藩
）

忠
之
・
城
の
南
・
追
過
の
蓮
地
の
辺
で
隼
を
あ
げ
る
。
帰
り
に
追
週
の
馬
場
に
て
馬
芸
あ
る
者
を
数
多
く
召
し
て
見
学
。
城
に
帰
っ
て
茶
湯
の
輿
を
催
す
。
（
家
藩
）

息
之
－
削
夜
中
風
起
こ
り
、
こ
の
日
巳
の
時
に
捜
す
。
（
家
薄
）

こ
れ
よ
り
先
、
黒
田
息
之
、
天
守
に
所
蔵
す
る
道
具
井
家
内
の
道
具
の
台
帳
作
製
を
命
ず
。
（
郡
家
5
3
0
）

息
之
、
家
光
に
朝
倉
木
の
丸
殿
の
跡
に
つ
い
て
尋
ね
ら
る
。
（
家
譜
）

光
之
、
帰
国
後
二
の
丸
に
住
む
°
　
（
家
藩
）

吉
田
増
年
、
父
知
年
の
御
城
三
の
郭
西
ヨ
リ
二
番
ノ
屋
敷
ノ
真
二
別
屋
を
構
え
、
婚
嫁
す
°
（
吉
田
）

光
之
・
忠
之
の
一
周
忌
後
・
・
春
よ
り
三
の
丸
を
修
営
し
、
こ
の
日
二
の
丸
よ
り
移
り
住
む
。
大
工
頭
、
大
野
助
右
衛
門
・
寺
嶋
孫
右
衛
門
。
（
家
譜
）

大
風
・
国
中
の
倒
家
八
千
四
有
余
・
福
岡
城
所
々
破
損
、
故
忠
之
代
寛
永
十
七
年
・
十
九
年
両
度
の
修
理
に
な
ら
い
絵
図
を
以
て
修
補
を
伺
う
°
（
家
譜
）

こ
の
比
、
吉
田
知
年
の
宅
は
、
福
岡
城
三
の
郭
の
北
西
よ
り
二
番
の
屋
敷
。
（
吉
田
）

江
戸
大
火
・
光
之
桜
田
屋
敷
延
焼
す
。
光
之
の
母
は
・
白
銀
の
下
屋
敷
に
住
居
す
。
光
之
は
、
麻
布
の
屋
敷
に
住
居
す
°
桜
田
屋
敷
は
、
先
ず
長
屋
を
造
作
し
、
そ
の
後
、

玄
関
．
書
院
．
仮
の
居
間
．
右
筆
所
．
料
理
の
間
．
供
腰
掛
・
馬
立
等
表
向
き
ば
か
り
造
作
す
。
（
家
譜
）

江
戸
本
丸
営
作
の
た
め
大
石
十
九
献
上
す
°
　
（
家
藩
）

愛
宕
社
を
修
補
す
（
息
之
の
創
建
）
°
明
石
兵
右
衛
門
奉
行
す
°
　
（
家
譜
）

江
戸
大
火
、
浅
府
屋
敷
延
規
、
光
之
参
勤
の
際
の
居
宅
故
、
早
速
に
営
作
°
（
家
譜
）
　
（
吉
田
）

吉
田
増
年
の
一
男
、
治
年
、
福
岡
御
城
三
の
郭
の
北
西
よ
り
二
番
の
屋
敷
に
生
る
。
（
吉
田
）

石
火
矢
教
芸
の
場
と
し
て
奈
多
浜
に
て
大
砲
を
撃
つ
。
（
家
譜
）

常
葉
間
に
て
、
大
音
量
次
の
つ
ぎ
め
の
礼
を
行
な
う
。
（
家
譜
）

吉
田
式
部
治
年
、
筑
前
早
良
郡
福
岡
御
城
三
ノ
郭
ノ
北
西
ヨ
リ
二
番
ノ
屋
敷
に
生
ル
。
（
吉
田
）

正
保
の
絵
図
を
以
て
、
胎
土
郡
雷
村
と
唐
津
領
長
野
村
と
の
境
を
正
し
、
噴
石
を
建
て
る
。
（
家
醇
）

荒
戸
の
波
頭
完
成
。
袖
の
港
あ
せ
て
・
那
珂
河
の
下
の
水
口
・
土
砂
に
よ
り
浅
く
な
り
、
船
を
繋
ぐ
所
な
し
、
荒
戸
山
の
陰
に
も
と
も
と
二
カ
所
波
頭
が
あ
る
が
、
便
悪
く
、

万
拍
二
年
春
・
幕
府
に
伺
い
を
た
て
・
竹
森
新
右
衛
門
（
旗
奉
行
）
を
惣
司
と
し
て
、
諸
々
よ
り
大
石
を
多
く
寄
せ
、
山
下
よ
り
東
の
海
中
に
、
横
数
間
、
長
さ
数
町
築
出

し
、
石
塊
の
東
端
に
燈
籠
堂
を
建
て
る
。
（
家
藷
）

宇
美
宮
修
補
。
（
家
譜
）

寛
文
年
中
（
1
6
6
1
～
7
2
）
、
穴
生
方
戸
波
次
郎
左
衛
門
は
知
行
高
三
百
石
、
子
次
郎
兵
衛
は
十
石
三
人
扶
持
°
（
分
限
）

御
本
丸
定
番
は
栗
田
十
右
衛
門
重
利
・
江
田
平
兵
衛
・
南
畝
孫
四
郎
重
成
、
南
丸
定
番
は
佐
野
太
郎
左
衛
門
、
御
鉄
砲
櫓
定
番
は
恒
屋
茂
兵
衛
、
友
野
仁
兵
衛
、
岩
崎
七
郎

兵
衛
元
定
・
水
手
定
番
は
大
鶴
兵
右
衛
門
、
御
花
作
奉
行
は
筈
尾
与
四
右
衛
門
、
下
村
茂
兵
衛
、
御
路
次
奉
行
は
中
村
六
之
丞
政
信
－
分
限
）

仁
U
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慶
長
一
八
二
六
一
三
）

慶
長
二
十
（
一
六
一
五
）

九
和
　
元
　
（
〓
ハ
一
五

九
和
　
三
　
二
六
一
七

九
和
　
四
　
二
六
一
八

九
和
　
六
　
二
六
二
〇

元
和
　
七
　
二
六
二
一
）

元
和
　
九
　
（
一
六
二
三
）

寛
永
　
元
　
（
〓
ハ
二
四
）

寛
永
　
二
　
（
〓
ハ
二
五
）

寛
永
　
三
　
（
一
六
二
六
）

寛
永
　
四
　
（
一
六
二
七
）

寛
永
　
六
　
二
六
二
九
）

寛
永
　
八
　
（
一
六
三
一
）

寛
永
　
九
　
（
一
六
三
二
）

寛
永
　
十
　
（
〓
ハ
三
三
）

寛
永
十
一
二
六
三
四
）

寛
永
十
二
　
（
一
六
三
五
）

寛
永
十
三
　
（
一
六
三
エ
ハ
）

寛
永
十
四
　
二
六
三
七
）

寛
永
十
五
人
一
六
三
八
）

ユ
ハ
月
　
十
一
日

正
月
二
十
六
日

二
月
二
十
五
日

五
月
　
　
五
日

後
六
月
　
　
十
日

七
月
　
十
⊥
ハ
日

九
月
　
十
七
日

正
月
　
十
五
日

三
月
　
十
五
日

三
月
　
十
六
日

上
八
月
　
　
晦
日

九
月
　
十
六
日

是
　
　
　
　
　
年

正
月
二
十
五
日

八
月
　
　
六
日

十
一
月
　
　
五
日

開
八
月
　
　
四
日

七
月
二
十
七
日

九
月
二
十
二
日

九
月
　
十
七
日

（
十
一
月
一
日
）

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

六
月
　
十
三
日

七
月
　
十
一
日

九
月
　
十
七
日

三
月
～
　
四
月

八
月
二
十
六
日

十
月
二
十
九
日

是
　
　
　
　
　
年

⊥
ハ
月
　
十
三
日

八
月

十
一
月
　
　
七
日

正
月

二
月
　
十
八
日

是
　
　
　
　
　
年

正
月
　
十
五
日

三
月
五
日
以
後

三
月
二
十
一
日

八
月
　
十
四
日

九
月

十
二
月
二
十
二
日

吉
田
六
太
郎
太
夫
知
年
、
福
岡
御
城

二
生
ル
。
（
吉
田
）

（
本
丸
ハ
那
珂
郡
、
一

二
三
の
郭
東
ハ
那
珂
郡
、

西
ハ
早
良
郡
）
、

三
ノ
郭
西
御
門
外
橋

（
下
ノ
橋
）
ノ
東
壁
端
西
ヨ

大
阪
御
普
請
仕
出
人
之
事
、
長
井
八
郎
右
衛
門
他
二
名
よ
り
竹
森
清
左
衛
門
宛
書
状
。
（
資
料
4
0
5
）

長
政
・
福
岡
城
城
廻
り
の
土
居
及
び
鳥
飼
の
浜
に
、
福
岡
．
博
多
の
町
人
を
し
て
家
一
間
に
一
本
宛
松
を
植
え
さ
す
。
（
三
奈
潤
）

追
過
し
へ
出
る
門
、
博
多
口
の
門
、
荒
戸
土
橋
等
の
門
番
を
定
む
°
　
（
菅
家
璧

下
座
郡
小
隈
の
城
割
り
着
手
に
当
り
、
城
内
保
管
の
矢
蔵
．
倉
の
差
図
を
取
り
出
さ
す
。
（
毛
利
竪

長
政
帰
国
し
、
こ
の
後
六
つ
の
端
城
を
破
却
す
。
（
家
譜
）

長
政
、
日
光
小
廟
前
に
石
鳥
居
を
献
縮
す
°
　
（
家
譜
）

長
政
、
百
道
桧
原
に
松
苗
木
の
植
付
を
命
ず
。
（
家
譜
）

黒
田
長
政
、
福
岡
城
を
破
却
、
天
主
も
崩
す
こ
と
必
定
と
の
噂
あ
り
°
　
（
細
川
）

黒
田
長
政
、
福
岡
城
の
天
主
を
破
却
す
。
（
細
川
）

長
政
遠
賀
郡
御
牧
河
（
遠
賀
河
）
に
新
川
・
掘
川
を
掘
る
こ
と
を
計
画
す
°
又
、
城
の
井
土
石
、
志
摩
郡
横
浜
よ
り
出
来
、
城
の
が
ん
ぎ
石
も
出
来
、
下
国
後
据
え
ん
こ
と

を
命
ず
。
（
県
史
6
7
4
）

長
政
、
大
坂
城
石
垣
普
請
手
伝
を
命
ぜ
ら
る
。
（
家
諮
）

こ
の
年
、
小
河
内
蔵
ノ
允
之
直
ノ
女
メ
、
福
岡
御
城
三
ノ
郭
北
西
ヨ
リ
四
番
ノ
屋
敷
二
生
ル
。
（
吉
田
）

小
河
内
蔵
丞
他
二
名
よ
り
喜
多
村
安
右
衛
門
．
松
山
為
兵
衛
宛
大
坂
城
石
垣
坪
積
目
録
°
（
資
料
聖

長
政
・
本
丸
内
倉
に
あ
る
金
銀
枚
数
を
記
し
置
く
。
（
諸
家
脚
）

菅
和
泉
正
利
に
、
隠
居
領
千
二
百
石
を
賜
ひ
、
城
代
と
し
て
南
ノ
丸
に
居
か
る
。
（
吉
田
）

長
政
－
風
都
報
恩
寺
の
旅
宿
に
お
い
て
逝
去
す
°
　
（
家
譜
）

黒
田
長
政
・
福
岡
天
主
に
蔵
す
る
一
谷
の
甲
を
東
蓮
寺
藩
主
黒
田
高
政
に
与
う
る
こ
と
を
遺
言
す
－
啓
藩
讐
諸
家
1
1
9
6
）

一
書
に
、
吉
田
長
利
、
福
岡
城
南
ノ
丸
に
死
す
と
見
ゆ
。
（
吉
田
）

忠
之
、
公
命
を
受
け
、
竹
森
清
左
衛
門
の
奉
行
に
て
、
大
坂
城
本
丸
の
石
鷹
を
築
く
°
　
（
家
譜
）
．

大
坂
普
請
の
詰
衆
大
組
林
掃
部
他
8
4
名
。
（
資
料
4
0
5
）

荒
戸
山
の
下
の
海
に
鳳
風
丸
用
の
堀
を
掘
る
°
　
（
家
藩
）

忠
之
の
乗
船
鳳
鳳
丸
を
建
造
す
（
六
十
挺
）
、
た
め
に
幕
府
上
便
検
察
す
。
（
家
譜
）

息
之
、
太
宰
府
天
満
宮
に
石
灯
台
十
基
を
建
立
。
（
家
譜
）

忠
之
、
上
下
の
花
畠
に
椿
、
及
び
珍
し
き
木
草
花
を
尋
ね
植
え
さ
す
。
（
郡
家
4
9
8
）

こ
の
年
か
。
忠
之
、
自
牡
丹
．
紅
牡
丹
を
九
月
に
掘
る
こ
と
を
命
ず
。
（
郡
家
4
9
9
）

忠
之
・
公
命
を
う
け
て
、
江
戸
紅
葉
山
に
鳥
居
を
建
立
。
竹
森
清
左
衛
門
奉
行
し
、
筑
前
志
摩
那
加
也
山
の
石
を
南
海
を
運
漕
し
江
戸
へ
送
る
。
（
家
譜
）

『
筑
前
筑
後
肥
前
肥
後
探
索
書
』
成
る
。
福
岡
城
の
報
告
と
福
岡
城
図
あ
り
。
本
丸
に
三
十
間
程
度
の
古
き
萩
垣
、
二
ノ
丸
に
も
大
め
古
き
萩
垣
あ
り
°
（
探
索
）

加
水
夫
人
照
福
院
、
城
中
本
丸
の
西
宅
に
て
逝
去
。
（
家
譜
）

「
寛
永
六
年
御
切
米
帳
」
成
る
。
中
に
、
福
岡
御
城
掃
地
坊
主
衆
、
宗
守
以
下
六
人
、
二
ノ
丸
掃
地
坊
主
衆
五
人
、
御
門
番
一
人
、
諸
所
御
門
番
七
人
、
福
岡
兵
所
御
番
一

人
、
御
城
時
う
ち
、
の
記
載
あ
り
°
　
（
分
限
）

黒
田
忠
之
、
こ
れ
よ
り
先
、
銀
子
二
百
貫
目
を
天
守
よ
り
取
出
す
よ
う
命
ず
る
。
（
郡
家
Ⅲ
）

忠
之
南
の
丸
に
登
り
、
栗
山
大
勝
逆
謀
の
知
せ
を
受
け
る
。
南
の
丸
常
番
野
口
左
助
°
　
（
家
譜
）

長
崎
船
蔵
を
修
補
す
。
営
作
役
人
に
戸
波
二
郎
兵
衛
あ
り
。
（
家
藩
）

麻
生
三
右
衛
門
（
後
、
四
郎
右
衛
門
）
家
勝
捜
す
。
長
政
に
仕
え
郡
奉
行
兼
御
城
奉
行
役
を
勤
む
。
（
麻
生
望

忠
之
、
公
命
を
う
け
て
江
戸
城
外
郭
の
石
垣
を
築
く
。
竹
森
清
左
衛
門
作
事
を
監
督
す
。
（
家
譜
）

江
戸
赤
坂
の
石
壁
御
手
伝
普
請
に
つ
き
、
伊
豆
石
場
万
奉
行
の
名
簿
成
る
。
（
資
料
4
0
5
）

忠
之
、
台
命
を
う
け
て
、
江
戸
赤
坂
口
の
石
垣
を
築
く
、
奉
行
竹
森
清
左
衛
門
°
　
（
家
譜
）

江
戸
城
天
守
台
修
築
を
、
浅
野
安
芸
守
光
廣
と
共
に
命
じ
ら
れ
る
。
惣
司
、
黒
田
美
作
．
小
河
内
蔵
允
、
作
事
長
束
、
竹
森
清
左
衛
門
、
作
事
副
長
束
、
辻
金
左
衛
門
°
（
家

譜
）

明
石
四
郎
兵
衛
、
留
守
の
城
を
あ
づ
け
ら
れ
二
の
丸
に
在
り
し
が
、
軍
法
を
学
び
た
る
者
故
、
有
馬
へ
召
し
寄
せ
ら
る
。
哀
譜
）

松
平
信
網
、
原
城
攻
略
の
帰
途
、
福
岡
城
に
立
寄
り
、
破
損
の
所
々
を
見
る
と
い
う
。
（
吉
田
）

吉
田
重
成
、
福
岡
御
城
三
ノ
郭
東
御
門
外
橋
（
時
ノ
人
上
ノ
橋
ト
云
）
ノ
東
壁
端
西
ヨ
リ
一
番
ノ
屋
敷
に
て
死
す
0
　
（
吉
田
）

こ
れ
よ
り
先
、
忠
之
、
江
戸
に
て
、
福
岡
城
城
廻
塀
．
矢
蔵
修
補
に
つ
き
大
井
利
勝
に
尋
ぬ
。
（
三
奈
響

明
石
四
郎
兵
衛
を
江
戸
に
遣
わ
し
、
福
岡
城
修
補
を
絵
図
を
以
て
伺
い
出
、
冬
よ
り
城
の
候
補
は
じ
ま
る
。
（
家
譜
）

吉
田
増
年
（
知
年
）
、
福
岡
城
三
ノ
郭
西
御
門
外
橋
（
下
ノ
橋
）
東
堀
端
西
ヨ
リ
二
番
ノ
屋
敷
に
生
ル
。
（
吉
田
）
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Ⅴ
、
福
岡
城
関
係
資
料
年
表
稿

慶
長
　
石
　
（
．
⊥
ハ
○
○
）

慶
長
　
上
八
　
「
上
八
〇
．
）

慶
長
上
八
～
上
（
∵
ハ
○
○
）

～
…
ハ
〇
．
）

慶
長
．
七
　
（
∵
ハ
O
，
）

慶
長
　
八
　
「
上
八
O
．
∴
）

慶
長
　
九
　
（
…
ハ
〇
四
）

慶
長
　
十
（
…
ハ
〇
九
）

慶
長
上
　
（
…
ハ
〇
六
）

慶
長
上
，
（
．
六
〇
し
）

慶
長
ト
ニ
ー
…
ハ
〇
八
）

慶
長
上
I
i
．
（
…
ハ
．
〇
）

慶
長
十
L
　
（
∵
ハ
二
－

十
…
月
　
十
∵
日

－
…
月
　
　
八
日
目

（
六
月
　
　
八
日
）

上
八
月
　
　
晦
日

九
日
　
　
朔
日

し
．
．
－
一

l
－
ノ
　
　
ー

ー

－
．
．
′

閏
上
．
月

是是是是是是

十
五
日

九
日

．．．H．
レ
し

．
上

－
レ
L

L
土

．
レ
L

L
⊥

レ
L

L
土

．上戸～
上．レし

上

L
月
…
上
四
日

九
日
　
　
．
日

1
．
月
　
　
九
日

上
，
月
…
上
五
目

是
　
　
　
　
　
比

是
　
　
　
　
　
年

是
　
　
　
　
　
年

八
月
，
十
上
八
H

是
　
　
　
　
　
年

．
，
】
　
…
土
日

－

一

r

7

－
∴
月
…
十
四
日

是
　
　
　
　
　
比

－．11／

．

　

　

【

．

／

一

日

疋

　

　

　

　

　

　

ノ

ー

関
川
月
　
　
－

九
月
　
十
九
日

．

L
月
　
↓
三
日

九
月
　
　
…
目

上
・
月
　
十
七
日

開
…
月
　
十
…
H

是
　
　
　
　
　
年

五
月
　
十
四
日

九
月
　
　
一
日

九
月
　
　
七
日

長
政
、

筑
前
国
拝
領
、
入
国
す
。
（
資
料
聖

名
鳴
城
請
取
、
名
代
黒
田
修
埋
、
郡
奉
行
水
帳
引
き
渡
す
。
（
資
料
聖

御
普
請
番
と
し
て
、
．
番
四
人
宛
、
三
番
に
て
、
福
岡
ま
で
詰
め
さ
せ
る
o
　
（
資
料
聖

こ
の
頃
、
宗
像
の
水
夫
を
雇
い
、
名
島
よ
り
福
岡
へ
道
具
を
移
す
か
。
（
高
橋
6
3
4
）

宮
嶋
太
郎
兵
衛
預
り
喜
多
村
安
右
衛
門
前
の
門
・
末
永
1
昧
預
り
の
門
、
源
右
衛
門
預
り
の
門
に
つ
い
て
、
此
の
門
内
に
、
御
家
中
の
衆
が
乗
馬
物
を
入
れ
る
こ
と
及
び
長

道
具
を
入
れ
る
こ
と
を
禁
ず
、
此
の
門
内
に
住
む
者
は
、
乗
馬
物
を
許
す
、
見
物
人
は
停
止
、
他
所
よ
り
の
使
者
は
家
中
の
衆
同
道
、
申
し
次
第
通
す
こ
と
を
定
め
る
。
（
大

田
5
7
）

加
水
、
本
願
寺
坊
宮
下
間
氏
に
、
甲
斐
守
（
長
政
）
　
の
不
在
国
の
こ
と
と
居
城
の
取
り
替
え
で
上
下
隙
を
得
ざ
る
こ
と
を
報
ず
o
　
（
妙
行
）

神
尾
宗
湛
、
加
水
．
長
政
と
鳥
飼
村
御
数
奇
屋
に
て
茶
会
す
。
（
宗
湛
）

如
水
、
普
請
の
釘
を
徴
遺
す
。
（
西
家
7
9
9
．
8
0
0
）

長
政
公
福
岡
御
取
立
の
節
諸
士
屋
敷
囲
。
（
資
料
聖

福
崎
（
名
鴫
城
よ
り
二
里
坤
の
方
、
那
珂
郡
警
固
村
）
に
城
地
を
見
立
て
、
城
を
築
き
、
福
岡
城
と
名
付
け
る
。
（
家
譜
）

城
の
内
外
に
諸
士
の
宅
が
栗
を
並
べ
、
工
商
の
家
、
戸
を
連
ね
る
。
（
家
譜
）

鍋
鴫
直
茂
、
加
勢
と
し
て
人
夫
を
送
り
、
東
郭
外
の
堀
を
掘
ら
せ
る
。
（
家
譜
）

長
政
、
変
事
に
備
え
て
、
国
中
所
々
に
瑞
城
を
築
か
せ
る
。
（
家
譜
）

加
水
、
福
岡
城
内
西
北
三
の
丸
の
小
高
き
岡
に
宅
を
か
ま
え
る
。
（
家
譜
）

加
水
、
野
Ⅱ
左
介
．
益
田
与
介
に
八
月
十
…
F
l
よ
り
石
垣
を
築
く
こ
と
を
命
ず
。
（
野
口
8
0
5
）

長
政
、
野
口
左
介
．
益
田
与
介
に
、
城
山
手
か
さ
よ
り
の
お
か
び
の
所
に
十
．
間
に
石
垣
を
築
き
、
下
田
以
前
に
天
守
千
工
Ⅱ
の
成
就
す
る
よ
う
命
ず
。
（
野
口
8
日
）

忠
之
、
東
の
丸
に
て
誕
生
°
　
（
家
譜
）

神
屋
宗
湛
、
加
水
と
鳥
飼
桧
原
の
芥
屋
に
て
茶
会
す
°
　
（
宗
湛
）

東
ノ
丸
ハ
福
岡
城
三
ノ
郭
東
御
門
内
ノ
東
、
当
吉
田
六
太
夫
栄
年
が
居
宅
ナ
リ
。
（
吉
田
）

こ
の
頃
、
吉
田
長
利
、
御
城
三
ノ
郭
西
御
門
外
橋
（
世
俗
下
ノ
橋
ト
云
）
ノ
東
壁
端
西
ヨ
リ
、
…
番
ノ
屋
敷
二
住
ス
。
（
吉
田
）

こ
の
年
、
福
岡
城
ノ
東
郭
成
就
す
°
長
政
夫
妻
、
本
丸
成
就
前
東
ノ
丸
に
居
住
す
。
本
丸
に
移
っ
た
後
、
東
部
に
は
栗
山
四
郎
右
衛
門
利
安
が
居
住
す
。
後
、
忠
之
の
産
所

を
利
安
宅
に
置
く
。
（
家
譜
）
　
（
吉
田
）

袖
口
屈
完
溝
．
鳴
瀬
等
至
　
福
陣
墟
遥
肇
ト
に
／
き
」
志
釦
を
非
は
目
す
　
（
鵬
月
～

長
政
、
九
月
中
成
就
を
命
じ
た
天
守
裏
石
垣
の
普
請
を
督
促
す
。
（
林
堅

長
政
、
高
橋
伊
豆
等
に
命
じ
、
宗
像
郡
地
鴫
に
波
頭
を
築
か
せ
る
。
（
家
譜
）

加
水
、
福
岡
城
中
に
て
病
死
す
。
（
家
誇
）

如
水
、
京
都
伏
見
の
黒
田
邸
で
病
死
す
。
（
年
報
〓
マ
ト
）

こ
の
頃
「
筑
前
国
慶
長
国
絵
図
」
成
る
。
（
黒
田
）

長
政
の
娘
、
南
の
丸
に
て
誕
生
。
（
家
譜
）

良
次
、
ム
Ⅱ
命
を
受
け
て
江
戸
成
天
守
ム
Ⅱ
の
石
垣
を
築
く
、
母
里
太
兵
衛
普
請
奉
行

土
居
廻
り
下
井
に
竹
の
す
を
編
み
て
、
下
に
水
溜
め
を
掘
る
こ
と
も
し
、
そ
れ
と
違
う
屋
敷
の
主
は
銭
二
貫
文
宛
取
立
る
こ
と
を
触
れ
る
。
（
大
田
望

用
所
な
き
者
の
材
木
屋
出
入
を
禁
じ
る
。
（
大
田
5
7
）

来
る
…
十
一
日
よ
り
の
愛
元
の
普
請
に
つ
き
、
志
摩
郡
の
百
姓
、
し
ら
く
ち
百
姓
に
高
祖
山
に
て
か
つ
ら
を
用
意
さ
せ
る
。
（
菅
竪

本
丸
御
門
の
内
に
て
は
供
を
連
れ
る
よ
う
法
度
が
出
さ
れ
る
。
（
大
田
5
7
）

長
政
、
今
度
の
普
請
中
、
博
多
．
福
岡
町
の
者
を
し
て
立
花
山
に
於
て
柴
・
か
や
を
刈
ら
し
む
。
（
野
Ⅱ
8
0
6
）

長
政
、
秀
忠
の
命
に
よ
り
尾
州
名
古
屋
城
を
築
く
。
（
家
譜
）

尾
張
名
護
屋
城
御
普
請
に
つ
き
、
松
本
主
殿
（
勝
垂
）
、
穴
生
長
石
衛
門
を
遣
わ
す
。
（
小
河
竪

早
良
郡
生
の
桧
原
東
方
の
松
の
な
い
所
に
、
竹
森
清
左
衛
門
に
命
じ
て
松
を
植
え
さ
せ
、
残
り
は
来
春
姪
浜
の
百
姓
に
植
え
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
る
°
箱
崎
の
東
の
沙
原
の

空
地
に
、
博
多
の
町
中
に
命
じ
て
松
を
植
え
さ
せ
る
。
奉
行
竹
森
清
左
衛
門
。
地
蔵
桧
原
と
称
す
る
o
　
（
家
譜
）

御
門
廻
供
の
い
る
番
所
の
門
は
門
番
衆
、
奏
者
の
間
の
前
か
ら
ユ
バ
の
後
は
セ
ッ
チ
ン
衆
・
馬
廻
衆
、
御
書
院
前
か
ら
御
蔵
の
後
は
小
人
衆
・
ノ
リ
物
カ
キ
衆
、
花
畠
．
垣

の
外
廻
り
は
鶴
原
久
右
衛
門
に
そ
れ
ぞ
れ
掃
地
を
任
じ
、
掃
地
な
さ
ざ
る
者
に
科
銭
百
文
を
科
す
°
　
（
三
奈
聖

長
政
、
福
岡
普
請
に
出
る
百
姓
夫
仕
に
つ
き
定
む
。
（
三
奈
聖

竹
森
清
左
衛
門
に
、

。
作
事
時
の
水
純
は
大
工
肋
右
衛
門
．
兵
太
夫
自
分
で
用
意
さ
せ
る
こ
と
0
掛
槌
も
五
つ
作
ら
せ
、
．
材
料
は
庄
野
半
太
夫
よ
り
一
度
渡
し
、
そ
の
後
は
渡
さ
ぬ
こ
と
。

。
石
垣
の
時
の
水
純
は
、
小
河
長
右
衛
門
．
同
理
右
衛
門
、
自
分
に
仕
事
に
か
け
る
こ
と
。

を
言
い
渡
す
°
　
（
家
譜
）

84
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PL．1

土　第lトレンチ（北から）

3．第3トレンチ（北西から）

5．第5トレンチ（北から）

2．第2トレンチ（南から）

4・第4トレンチ（南から）

6．第6トレンチ（南から）



PL．2

上　第6トレンチ石垣裏込石検出状況

（南上方から）

3．第8トレンチ（北から）

5．第9トレンチ石垣裏込石検出状況

（東から）

2・第7トレンチ（南から）

4・第9トレンチ（北から）

6．第10トレンチ（南から）



PL．3

土　第日トレンチ（東から）

3．第13トレンチ（南西から）

5・第l5トレンチ（北東から）

2・第l2トレンチ（南東から）

4．第l4トレンチ（南東から）

6．第l6トレンチ（南東から）



PL．4

l．第11トレンチ（南東から）

3．第l9トレンチ（南西から）

5．第2lトレンチ石積み検出状況（東から）

2．第はトレンチ（南西から）

4・第20トレンチ（南西から）

6．第22トレンチ



PL．5

御城廻御普請御伺絵図（福岡市美術館）



PL．6

御城内絵図（福岡市美術館）



PL．7

上福岡願鹿旧福岡城郭圏面

2．歩兵第百八十七聯隊駐屯図
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